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第１部 むつ市総合経営計画の進行管理概要 

 

１. むつ市総合経営計画の進行管理について 

むつ市総合経営計画（以下、「経営計画」という。）の進行管理は、基本計画に示す 56の施策に

ついて、進捗状況や達成状況を評価することで、取組の成果や課題を整理し、次年度の取組につ

なげ、「笑顔かがやく 希望のまち むつ」の実現を図るものです。 

 

２. 進行管理の内容 

基本計画に示す 56 の施策について、「施策評価調書」を作成し、市民アンケート、市各部局に

よる内部評価、むつ市総合開発審議会による外部評価を通じて、施策の進捗状況を総合的に評価

します。 

 

３. 進行管理スケジュール 

R4.9月 令和 4年度総合経営計画 実施計画の作成 

10月 令和 4年度総合経営計画 実施計画 各部局による内部評価（中間評価） 

11月 次年度予算編成（～R5.2月） 

12月 市民アンケート調査実施 

R5.2月 令和 4年度第 3回及び第 4回むつ市総合開発審議会開催（外部評価） 

  3月 次年度予算成立 

  4月 令和 4年度総合経営計画 実施計画 各部局による内部評価（年度評価） 

  6月 令和 5年度第 1回むつ市総合開発審議会開催（令和 4年度達成状況報告） 

8月 進行管理結果の報告（公表） 

 

 

第２部 施策の進捗状況 

１. 各部局の内部評価 

 令和 4年 9月 30日時点での進捗に基づく中間評価を行った結果、表 1のとおり、「Ａ 順調に推

移」が 5施策（8.9％）、「Ｂ 一定の進捗がある」が 49施策（87.5％）、「Ｃ 進捗は遅れている」

が 2施策（3.6％）、「Ｄ 進捗は大幅に遅れている」はありませんでした。 

 また、令和 5 年 3 月 31 日時点の達成状況に基づく年度評価を行った結果、表 2 のとおり「Ａ 

順調に推移」が 9施策（16.1％）、「Ｂ 一定の進捗がある」が 44施策（78.6％）、「Ｃ 進捗は遅れ

ている」が 3施策（5.3％）、「Ｄ 進捗は大幅に遅れている」はありませんでした。 

 56施策中「Ａ 順調に推移」または「Ｂ 一定の進捗がある」と評価されたのが、中間評価では

54施策（96.4％）、年度評価では 53施策（94.7％）と、ほぼ全ての事業で一定以上の進捗が図ら

れているという内部評価となりました。 
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表 1 内部評価（中間評価）による基本方針の区分別 施策進捗状況内訳 

 

 

表 2 内部評価（年度評価）による基本方針の区分別 施策進捗状況内訳 

 

 

 

２. 各施策の重要業績評価指標（KPI）の達成状況 

 基本計画に示す 56 施策に設定した評価指標は、132 指標あり、令和 4 年度末時点で「Ａ 目標

値以上」が 55 指標（41.7％）、「Ｂ 目標値に達していないが基準値より進捗がある」が 17 指標

（12.9％）、「Ｃ 目標値に達していない及び基準値より進捗がない」が 41指標（31.1％）、複数年

に一度の調査や年度末時点で数値が把握できない場合などで実績が出ないものが 19指標（14.3％）

となりました。 

 

表 3 基本計画の基本方針の区分別 重要業績評価指標（KPI）進捗状況内訳 

 

  

基本方針の区分
1.活力あるむつ市

の創生

2.教育・子育て

環境の向上

3.高齢者福祉・

医療・暮らしの充実

4.デジタル化の

推進

5.危機管理・

防災力の向上
件数 構成比

Ａ･･･順調に推移 2 1 2 0 0 5 8.9%

Ｂ･･･一定の進捗がある 17 8 17 3 4 49 87.5%

Ｃ･･･進捗は遅れている 0 1 0 0 1 2 3.6%

Ｄ･･･進捗は大幅に遅れている 0 0 0 0 0 0 0.0%

合　計 19 10 19 3 5 56 100.0%

基本方針の区分
1.活力あるむつ市

の創生

2.教育・子育て

環境の向上

3.高齢者福祉・

医療・暮らしの充実

4.デジタル化の

推進

5.危機管理・

防災力の向上
件数 構成比

Ａ･･･順調に推移 3 3 2 0 1 9 16.1%

Ｂ･･･一定の進捗がある 16 5 17 3 3 44 78.6%

Ｃ･･･進捗は遅れている 0 2 0 0 1 3 5.3%

Ｄ･･･進捗は大幅に遅れている 0 0 0 0 0 0 0.0%

合　計 19 10 19 3 5 56 100.0%

基本方針の区分
1.活力あるむつ市

の創生

2.教育・子育て

環境の向上

3.高齢者福祉・

医療・暮らしの充実

4.デジタル化の

推進

5.危機管理・

防災力の向上
件数 構成比

Ａ･･･目標値以上 11 12 21 5 6 55 41.7%

Ｂ･･･目標値に達していないが

基準値より進捗があるもの
6 3 6 0 2 17 12.9%

Ｃ･･･目標値に達していない及

び基準値より進捗がないもの
13 17 9 1 1 41 31.1%

Ｄ･･･実績が出ないもの 6 0 13 0 0 19 14.3%

合　計 36 32 49 6 9 132 100.0%
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３. むつ市総合開発審議会の外部評価 

むつ市総合開発審議会委員に施策評価調書による施策評価を実施していただき、その中で、評

価の割合が高い区分（Ａ～Ｄ）を総合的な外部評価としています。 

評価を行った結果、「Ａ 順調に推移」が 3 施策（5.4％）、「Ｂ 一定の進捗がある」が 50 施策

（89.3％）、「Ｃ 進捗は遅れている」が 3施策（5.3％）、「Ｄ 進捗は大幅に遅れている」はありま

せんでした。 

 

表 4 外部評価による基本方針の区分別 施策進捗状況内訳 

 

 

＜外部評価における主な意見＞ 

全体的な施策または施策評価方法への意見 

 KPI 数値の設定が実情の数値として捉えていないものもあるので、実情に合ったものにす

べきと思います。 

 前年同期比データがないため、相対評価ができない項目が多いです。そのため、進捗状況

の評価を記入させていただきました（成果が不明なためです）。結果的にほとんどすべての

項目が B評価となりました。 

 項目毎に分野を分割して 4～5 名の委員で評価したらより正確な評価が期待できるのでは

ないか。 

 取組状況報告の精度にバラつきがあります。評価基準として重要ですので、目標に対する

達成率などがほしいです。 

 評価にあたり、コロナ感染状況を加味し、進捗状況・取組内容を見た上で今後の方針・対

策にも重点を置き判定。 

 各施策の評価にあたっては、「進捗は遅れている」と「一定の進捗がある」の間に、種々の

課題等が散見され、それらを咀嚼しての評価判断となったことから、結果として「一定の

進捗がある」という評価の数が多くなりました。 

 R4.9.30 時点までの取組に対する評価であることから、年度末に向けて順調に施策が遂行

されることを期待しています。 

 

1.活力あるむつ市の創生 (7)男女共同参画・女性活躍 ①男女共同参画社会づくりに向けた意識改革 

 市が「男女共同参画室」を設置して 20年以上が経過し、男女共同参画は、今や社会の一般

常識となっています。したがってこの項目は、次回から削除しても良いのでないかと思う。 

 社会の一般常識となっておりますが、本経営計画は、平成 29年度から 10年間の目指す

べき市のまちづくりの目標で定めた項目でもあり、また、後期基本計画の策定過程にお

基本方針の区分
1.活力あるむつ市

の創生

2.教育・子育て

環境の向上

3.高齢者福祉・

医療・暮らしの充実

4.デジタル化の

推進

5.危機管理・

防災力の向上
件数 構成比

Ａ･･･順調に推移 1 1 1 0 0 3 5.4%

Ｂ･･･一定の進捗がある 17 8 18 3 4 50 89.3%

Ｃ･･･進捗は遅れている 1 1 0 0 1 3 5.3%

Ｄ･･･進捗は大幅に遅れている 0 0 0 0 0 0 0.0%

合　計 19 10 19 3 5 56 100.0%
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いて、庁内体制において様々議論した結果、本施策を残すという判断になったとのこと

でしたので、今後においても本施策の取り組みを推進していきたいと考えております。 

 

2.教育・子育て環境の向上 (1)教育 ③夢を育む教育 

 年次目標にある不登校児童生徒への支援 30％という目標値の意味が理解しづらい。 

 不登校児童生徒が、学校への復帰を図るために通学する適応指導教室への通学の割合を

示しております。 

 

2.教育・子育て環境の向上 (1)教育 ④地域とともにある学校 

 基本計画の目標値であるジオパーク体験活動参加校（全小中学校）が 22 校⇒21 校となっ

ている点が気になる。別の表現方法や KPIの設定はできないのか。 

 二枚橋小学校が令和 3年度をもって閉校となったことにより 1校減少となっています。

また、別の表現方法についての検討については、学校ではなく割合で表示ということも

検討されたとのことでしたが、最終的には学校数となったとのことです。 

 

2.教育・子育て環境の向上 (1)教育 ⑥社会教育・文化の充実と文化財保存活用 

 主要事業に文化財保存活用に関する事業がないのが気になる。 

 次年度以降、事業担当課と調整を図り掲載を検討して参りたいと考えております。 

 

3.高齢者福祉・医療・暮らしの充実 (1)健康・福祉 ⑤障害者福祉の充実 

 発達障がい等、見えない障がいをお持ちの方に対する取り組みの記載がないのではと思う。 

 むつ市総合経営計画の主要計画にもありますとおり、障がいに対する理解の促進に努め、

年次目標や主要事業などにより具体的な記載が出来るかどうかを事業課と検討して参り

たいと考えております。 
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４. 市民アンケート  

全世代を対象として、むつ市総合経営計画後期基本計画の重要業績評価指標の達成度等を検証

するため、アンケート調査を実施しました。 

＜概要＞ 

 ○対 象 者：2,000人（令和 4年 10月 31日現在 満 15歳以上の市民の方から無作為に抽出） 

 ○調査期間：令和 4年 12月 5日～12月 28日 

 ○回 答 数：870人（回答率 43.5％） 

 

＜主なアンケート結果＞ 

「デジタル化の推進について」 

［設問］国が進める「デジタル田園都市国家構想」に基づく社会全体のデジタル化の推進に 

より、誰一人取り残されず、デジタル化のメリットが受けられる地域づくりが求め

られています。「デジタル化」にかかる取組やご自身の状況について、現在のお考え

にあてはまるものを一つ選んでください。 

○デジタル化に対する満足度 

「満足」が 6.9％、「やや満足」が 18.7％、

「どちらともいえない」が 57.2％、「やや不

満」が 8.7％、「不満」が 6.8％という結果に

なりました。 

 約 4 人に 1 人がデジタル化のメリットを

感じている一方で、まだ多くの方がデジタ

ル化の恩恵を受けられていないことが明ら

かになりました。 

 

「総合的な評価について」 

［設問］むつ市では、まちづくりに関する様々な施策に取り組んでいますが、これらの取組 

について、どのくらい「総合的に」満足していますか。現在のお考えにあてはまる

ものを一つ選んでください。 

○むつ市のまちづくりについて 

「満足」が 8.5％、「やや満足」が 33.3％、

「どちらともいえない」が 33.0％、「やや不

満」が 15.3％、「不満」が 6.2％という結果

になりました。 

約 4 割の方が総合的に市の取組について

評価している一方で、半数以上の方が満足

していないことから、各施策の取組が総合

的な満足度に十分に結びついていないとい

うことが明らかになりました。 

 

どちらともいえない

57.2％

不満・

やや不満

15.5％

無回答

満足・ 

やや満足 

25.6％ 

どちらとも

いえない

33.0％

不満・

やや不満

21.5％

無回答

満足・ 

やや満足 

41.8％ 
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第３部 むつ市総合経営計画施策評価調書 

（令和４年度）    
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施策評価調書の見方

１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

54,103 52,481 51,669 50,857 50,045 49,294

令和２年度 - - - -

56,158 54,474 53,632 52,789 51,846 51,167

令和２年度 53,325

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

1.3 2.4 3.9 4.7 5.5

6.3 7.1 8.9 9.4 10.2

11.a 12.b 13.1 14.2 15.4

16.7 17.17

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑴地方創生 企画政策部

施策内容 ①まち・ひと・しごと創生の推進

人口減少の抑制（国勢調査） （人）

R8年度

【参考指標】人口減少の抑制

（住民基本台帳人口）
（人）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

地方創生関連交付金（デジタ

ル交付金含む）令和５年度申

請件数

5件（４件）
　　地方創生推進タイプ２件、デジタル実装タイプ３件が採択され、計画件数を上回ることができ

た（デジタル田園都市国家構想交付金）。

内容 実績（目標） 達成状況報告

企業版ふるさと納税寄附件数 7件（6件）
　リーフレットの配布やHPでの広報の効果もあり、目標件数を超える７件の寄附を募ることがで

きた。

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

住民基本台帳 58,445人 54,364人

Ｂ　概ね良
好

　新型コロナの影響を受け、地方創生関連事

業の一部延期・中止などが発生したものの、

概ね計画通りに事業を実施できたものと判断

する。また、令和４年度事業についても、新たに

デジタル交付金を含む地方創生関係交付金

の全事業が満額の採択を得ており、デジタル

化を中心とした地方創生を推進していくことと

したことから、概ね良好とする。

54,103

52,481
51,669

50,857
50,045

49,294

47,000

49,000

51,000

53,000

55,000

57,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

人口減少の抑制（国勢調査）

目標値

実績値

56,158

54,474
53,632

52,789

51,846

51,167

53,325

47,000

49,000

51,000

53,000

55,000

57,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

【参考指標】人口減少の抑制

（住民基本台帳人口）

目標値

実績値

施策の指標（ＫＰＩ）の各年度また

は、計画最終年度の目標値と実

績値を記載。

「－」となっているものは、現時点

で数値が把握できないもの（参

考とする統計資料が公表されて

いないものや複数年に一回の調

査など）

＜参考＞

各部局で設定した令和３年次の

実績と評価区分・内容を記載。

【評価区分】

Ａ良好

Ｂ概ね良好

Ｃやや不良

Ｄ不良

関連するSDGsのゴールとター

ゲットを記載

・令和4年次の施策の進捗を図

るための年次目標及び実績を

記載。

・達成状況（R5.3.31時点）に

ついて記載。

むつ市総合経営計画後期基本計

画における「基本方針」「施策項

目」「施策内容」及び「施策内

容」に最も関係の深い担当部局

を記載。

施策の指標（ＫＰＩ）の各年度また

は、計画最終年度の目標値と実

績値をグラフ化して記載。
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施策評価調書の見方

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
313 316 316 316 316

8

R3年度

2,000 2,000 - - -

6,830

（Ｒ3年度）

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

事業名
事業内容

重要業績評価指標

企業版ふるさと納税（地方創生応

援税制）関連費

　むつ市まち・ひと・しごと創生推進事業に対して、企

業からの寄附を募る。

【寄附企業件数（件）】 7 7 8 8 8

むつ市産夏秋いちご収益力アップ

事業

　夏秋いちごの等級は、上位から秀品、A品、B品、C

品の4区分となっており、その内およそ半分がB品、C

品である。B品は販売単価が低く、C品は廃棄されて

いる。夏秋いちごでは必ず何割かはB品、C品が発

生してしまう。

　これらを冷凍いちご等の付加価値商品として販売

していくことで、各等級ごとの販売単価が上がり、夏

秋いちご農家の収益力アップに直結する。これを推

し進め、収益力アップを目指し支援していく。

　急速冷凍機・冷凍庫等の機械の導入、商品開発に

係わる資材の購入等に対し、補助対象経費の２分

の１以内等を補助率として補助金を交付することで

支援する。

【いちごの収入額（千円）】 7,513 8,196 - - -

令和4年度施策内容

の進捗状況
【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　企業版ふるさと納税の寄附件数、及び交付金の採択件数ともに計画

件数を上回ることができたが、デジタル田園都市国家構想交付金にお

いて不採択となった事業もあることから、概ね良好とした。

【今後の取組の方向性】

　令和５年度から、地方創生関係交付金事業がデジタル田園都市国家

構想交付金の１メニューに改定され、よりDXの推進を求められることと

なったことから、デジタル田園都市国家構想総合戦略を勘案した「地

方版総合戦略」を策定するとともに、交付金活用メニューの精査を行

う。

令和4年度施策内容

の進捗状況
【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　地方創生関係交付金事業（新型コロナ交付金、デジタル交付金を含

む）について、概ね予定とおり事業実施できていることに加え、各種手

続きも滞りなく進めているため、概ね良好とする。

【今後の取組の方向性】

　地方創生関係交付金事業を中心に外部評価を踏まえた効果検証を

行い、令和５年度地方創生関係交付金活用に向けた準備を進める。ま

た、今後予定されているデジタル田園都市国家構想実現を踏まえた

「地方版総合戦略」の改訂に向け、今年度の国の方針等を注視した上

で、翌年度以降の改訂に向けた準備を行う。

89.5%

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容

の進捗状況
（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B

施策内容に紐付く事務事業

のうち主要な取組（主要事

業）を記載。

＜事業費＞

・R4＝予算額

・R5～R8＝予定額

＜重要行政評価指標＞

・R4～R8＝目標値

R４.9.30時点の各部局の内部

評価による施策の進捗状況の

評価・評価の理由・課題を記

載。

【評価区分】

Ａ順調に推移

Ｂ一定の進捗がある

Ｃ進捗は遅れている

Ｄ進捗は大幅に遅れている

R5.3.31時点の各部局の内部

評価による施策の進捗状況の

評価・評価の理由・課題を記

載。

【評価区分】

Ａ順調に推移

Ｂ一定の進捗がある

Ｃ進捗は遅れている

Ｄ進捗は大幅に遅れている

むつ市総合開発審議会委員

の施策の進捗状況の評価と評

価割合を記載。

評価割合が多いものを全体評

価として記載する。
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①まち・ひと・しごと創生の推進 企画政策部 企画調整課 Ｂ Ｂ Ｂ 10
②川内・大畑・脇野沢地区の持続的発展 企画政策部、分庁舎 企画調整課・分庁舎 Ａ Ｂ Ｂ 14

①農林水産業の振興 経済部 農林水産業振興課 Ｂ Ｂ Ｂ 16
②商工業の振興 経済部 産業雇用政策課 Ｂ Ａ Ｂ 19
③エネルギー関連産業の育成 企画政策部、経済部 エネルギー戦略課、産業雇用政策課 Ｂ Ｂ Ｂ 22
④新たな産業の創出 経済部 産業雇用政策課 Ｂ Ｂ Ｂ 25
⑤若者の地元就職の促進 企画政策部、経済部 企画調整課、産業雇用政策課 Ｂ Ｂ Ｂ 27

①ジオツーリズムによる交流人口の拡大 企画政策部 ジオパーク推進課 Ｂ Ｂ Ｂ 29
②資源価値の保全と教育 企画政策部 ジオパーク推進課 Ｂ Ｂ Ｂ 32

①広域連携による観光プロモーション 経済部 観光戦略課 Ｂ Ｂ Ｂ 34
②稼げる物産プロモーション 経済部 シティプロモーション推進課 Ｂ Ｂ Ｂ 36

①景観の向上と保全 都市整備部 都市計画課 Ｂ Ａ Ｂ 39

①市民協働の施策展開 企画政策部 市民連携課 Ｂ Ｂ Ｃ 41
②広報広聴の充実 企画政策部 市民連携課 Ｂ Ｂ Ａ 43
③コミュニティ自治の実現 企画政策部 市民連携課 Ｂ Ｂ Ｂ 45

①男女共同参画社会づくりに向けた意識改革 企画政策部 市民連携課 Ｂ Ｂ Ｂ 47
②市民一人ひとりのワーク・ライフ・バランスの実現 企画政策部 市民連携課 Ｂ Ｂ Ｂ 49

①姉妹都市等の交流 企画政策部 企画調整課 Ａ Ｂ Ｂ 51

①研究活動環境の充実 企画政策部 企画調整課 Ｂ Ａ Ｂ 54

①学力の向上 教育委員会事務局 教委総務課、学校教育課 Ｃ Ｃ Ｃ 56
②体育・健康教育の充実 教育委員会事務局 学校教育課 Ｂ Ｂ Ｂ 60
③夢を育む教育 教育委員会事務局 学校教育課 Ｂ Ｂ Ｂ 63
④地域とともにある学校 教育委員会事務局 学校教育課 Ｂ Ａ Ｂ 66
⑤教育基盤の整備 教育委員会事務局 教委総務課 Ｂ Ａ Ｂ 68
⑥社会教育・文化の充実と文化財保存活用 教育委員会事務局 生涯学習課、中央公民館、図書館 Ａ Ｂ Ａ 71
⑦変化に対応できる人材の育成 教育委員会事務局 中央公民館 Ｂ Ｂ Ｂ 74
⑧高等教育機関との連携 企画政策部 企画調整課 Ｂ Ｃ Ｂ 76

①妊娠期からの切れ目のない子育て支援 子どもみらい部 子育て支援課 Ｂ Ａ Ｂ 79
②児童福祉の充実 子どもみらい部 子ども家庭課、子育て支援課 Ｂ Ｂ Ｂ 82

①一人ひとりの健康づくりの推進 健康づくり推進部 健康づくり推進課、国保年金課 Ｂ Ｂ Ｂ 84
②健康まちづくりの推進 健康づくり推進部 健康づくり推進課 Ｂ Ｂ Ｂ 87
③医療体制の充実 健康づくり推進部、教育委員会事務局 予防医療・感染症対策課、教委総務課 Ｂ Ｂ Ｂ 90
④高齢者福祉の充実 福祉部 高齢者福祉課 Ｂ Ｂ Ｂ 93
⑤障害者福祉の充実 福祉部 障がい福祉課 Ｂ Ｂ Ｂ 96
⑥地域福祉の充実 福祉部 福祉政策課 Ｂ Ｂ Ｂ 99
⑦社会保障の充実 福祉部、健康づくり推進部 高齢者福祉課、国保年金課 Ｂ Ｂ Ｂ 101

①スポーツ活動の充実 民生部 市民スポーツ課 Ｂ Ｂ Ｂ 104

①循環型社会の推進 民生部 環境政策課 Ｂ Ｂ Ｂ 106
②自然環境の保全 都市整備部、上下水道局 土木維持課、下水道課 Ｂ Ａ Ｂ 109
③公害対策の充実 民生部 環境政策課 Ｂ Ｂ Ｂ 111
④環境衛生対策、廃棄物対策の充実 民生部 環境政策課 Ｂ Ｂ Ｂ 113

①暮らしやすいまちの構築 都市整備部、上下水道局 都市計画課、下水道課 Ｂ Ｂ Ｂ 116
②道路基盤の整備 都市整備部、上下水道局 都市計画課、土木維持課、下水道課 Ｂ Ｂ Ｂ 119
③公共交通の確保 企画政策部 企画調整課 Ａ Ｂ Ｂ 122
④広域交通ネットワークの形成 企画政策部 企画調整課 Ａ Ａ Ａ 125

①財政の健全化 財務部 財務課、税務課 Ｂ Ｂ Ｂ 127
②広域行政の推進 企画政策部 企画調整課 Ｂ Ｂ Ｂ 130
③公共施設マネジメントの推進 財務部 管財・施設経営課 Ｂ Ｂ Ｂ 132

①地域ＤＸの実践 総務部 行政改革推進課、総合情報課 Ｂ Ｂ Ｂ 134
②自治体ＤＸによる効率的な行政運営 総務部 行政改革推進課 Ｂ Ｂ Ｂ 136
③情報ネットワークの利活用の推進 総務部 行政改革推進課 Ｂ Ｂ Ｂ 139

①防災対策の充実 総務部 防災安全課 Ｃ Ｃ Ｃ 141
②消防・救急体制の充実 総務部 防災安全課 Ｂ Ａ Ｂ 144
③水道の安全・安定供給の確保 上下水道局 水道課 Ｂ Ｂ Ｂ 146
④交通安全の確保 民生部 環境政策課 Ｂ Ｂ Ｂ 148
⑤防犯対策の充実 福祉部、経済部 福祉政策課、産業雇用政策課 Ｂ Ｂ Ｂ 151

施策評価一覧

　　基　　本　　方　　針
担当部局 担当課 外部評価

(総合的)
内部評価
(中間評価)

内部評価
(年度評価)

　２．教育・子育て環境の向上
（１）教育

該当
ページ

　　施　　策　　項　　目
　　施　　策　　内　　容

　１．活力あるむつ市の創生
（１）地方創生

（２）産業・雇用

（８）国際・都市間交流

（９）海洋科学研究拠点

（３）ジオパーク

（４）観光・物産

（５）景観

（６）市民協働・コミュニティ

（７）男女共同参画・女性活躍

（２）子ども・子育て支援

　３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実
（１）健康・福祉

（２）スポーツ

（４）コンパクト・プラス・ネットワーク

（１）デジタル実装

　５．危機管理・防災力の向上
（１）安全・安心

　４．デジタル化の推進

（３）環境

（５）行財政基盤

- 9 -



１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

54,103 52,481 51,669 50,857 50,045 49,294

令和２年度 - - - -

56,158 54,474 53,632 52,789 51,846 51,167

令和２年度 53,325

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

1.3 2.4 3.9 4.7 5.5

6.3 7.1 8.9 9.4 10.2

11.a 12.b 13.1 14.2 15.4

16.7 17.17

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

取組状況（評価結果）

指標名 単位

（人）

（人）

人口減少の抑制（国勢調査）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑴地方創生 企画政策部

内容 年次目標 実績

7件（6件）企業版ふるさと納税寄附件数

地方創生関連交付金（デジタ

ル交付金含む）令和５年度申

請件数

5件（４件）

施策内容 ①まち・ひと・しごと創生の推進

基準値 R4年度

【参考指標】人口減少の抑制
（住民基本台帳人口）

内容 実績（目標）

≪参考：令和3年度実績≫

住民基本台帳 58,445人 54,364人

Ｂ　概ね良
好

　新型コロナの影響を受け、地方創生関連事

業の一部延期・中止などが発生したものの、

概ね計画通りに事業を実施できたものと判断

する。また、令和４年度事業についても、新たに

デジタル交付金を含む地方創生関係交付金

の全事業が満額の採択を得ており、デジタル

化を中心とした地方創生を推進していくことと

したことから、概ね良好とする。

達成状況報告

　リーフレットの配布やHPでの広報の効果もあり、目標件数を超える７件の寄附を募ることが

できた。

　　地方創生推進タイプ２件、デジタル実装タイプ３件が採択され、計画件数を上回ることがで

きた（デジタル田園都市国家構想交付金）。

54,103

52,481
51,669

50,857
50,045

49,294

47,000

49,000

51,000

53,000

55,000

57,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

人口減少の抑制（国勢調査）

目標値

実績値

56,158

54,474
53,632

52,789

51,846

51,167

53,325

47,000

49,000

51,000

53,000

55,000

57,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

【参考指標】人口減少の抑制

（住民基本台帳人口）

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
313 316 316 316 316

8

R3年度

2,000 2,000 - - -

6,830

（Ｒ3年度）

3,800 3,800 3,800 3,800 3,800

6,282

（Ｒ3年度）

2,100 2,100 2,100 2,100 2,100

2

（Ｒ3年度）

13

（Ｒ3年度）

972 500 500 500 500

18

（Ｒ3年度）

5,000 5,000 - - -

50

（Ｒ3年度）

15 15 15

むつ市のうまい直送便「Ｍ－ロジ」

事業

事業名
事業内容

重要業績評価指標

8 8

企業版ふるさと納税（地方創生応

援税制）関連費

　むつ市まち・ひと・しごと創生推進事業に対して、企

業からの寄附を募る。

【寄附企業件数（件）】 7 7 8

6 6 6

【むつ市のうまい！販路開拓支援

補助金（件）】
5 5 5 5 5

下北圏域地場産品販路拡大事業 　下北圏域が誇る特産品の首都圏における販路拡

大やブランディングにより、農林水産業の振興や、地

域経済の発展を図る。

　下北圏域の市町村で実行委員会を組織し、商談

会や首都圏の飲食店でのレストランフェア等、目的

達成のため各種事業を実施する。

【新規取引件数（件）】 15 15

むつ市産夏秋いちご収益力アップ

事業

　夏秋いちごの等級は、上位から秀品、A品、B品、C

品の4区分となっており、その内およそ半分がB品、C

品である。B品は販売単価が低く、C品は廃棄されて

いる。夏秋いちごでは必ず何割かはB品、C品が発

生してしまう。

　これらを冷凍いちご等の付加価値商品として販売

していくことで、各等級ごとの販売単価が上がり、夏

秋いちご農家の収益力アップに直結する。これを推

し進め、収益力アップを目指し支援していく。

　急速冷凍機・冷凍庫等の機械の導入、商品開発に

係わる資材の購入等に対し、補助対象経費の２分の

１以内等を補助率として補助金を交付することで支

援する。

【いちごの収入額（千円）】 7,513 8,196 - - -

地域特産品活用促進事業 　ご当地自衛隊グルメを活用し、活動団体並びに事

業者の支援や各種のプロモーションを行い、地域経

済の活性化を図る。

　「大湊海軍コロッケ」、「大湊海自カレー」、「大湊

Sora空っ！」については各種のイベントやＰＲ活動に

より県内での認知度が高まっている。

　今後も全国の自衛隊基地と連携しながら、全国で

開催される自衛隊イベント等に参加し、更なるブラン

ド化を目指す。

【大湊海自カレー提供食数（食）】 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

「むつ市のうまいは日本一！」ス

テップアップ事業

　「むつ市のうまい日本一！」事業は、平成29年度で

10年を経過し、今後も積極的に取り組むこととして

おり、平成30年3月には「むつ市のうまいは日本一

推進条例」を制定したところである。

　事業者においては販路開拓のステップアップを

図ってもらうため、国内外の商談会等への参加費用

や、新商品開発等に取り組む市内事業者を支援す

るための補助金制度活用を促進する。

【むつ市新商品開発等支援補助

金（件）】
6 6

　新型コロナウイルス感染症の影響により、外食需要

の落ち込み等でこれまで以上に競争が激化する国

内市場において、カスタマイズしたトラックを導入す

ることで新たな物流システムを構築し、地域の特産

品の販路拡大を加速させ、地域の生産者・事業者

の所得向上、一次産業の振興、地域経済の成長、関

係人口の増加に寄与する。

【トラック運送稼働率（％）】 55 60 65 70 70
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R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
6,500 6,460 6,460 6,460 6,460

10

（Ｒ3年度）

5

（Ｒ3年度）

495 495 495 495 495

3

（Ｒ3年度）

10,912 10,912 10,912 10,912 10,912

6

R3年度

1,277 1,277 1,277 1,277 1,277

-

-

347

R元年度

7

R元年度

1,049 1,049 1,049 1,049 1,049

16

R元年度

7

R元年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

Aomori Global Advance

Project

　シンガポール国立大学（ＮＵＳ）からの短期留学生

がむつ市等へ滞在し、地域の大学生等と共同プロ

ジェクトに取り組むことで、地域の課題解決や産業

の高度化を図る。

　併せて、地域ならではの体験を通して、日本の文化

や価値観に対する理解を深め、将来の日本とシンガ

ポールの架け橋となる人材の育成を目指す。

【ＮＵＳ生の短期留学数（人）】 10 10 10 15 15

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

キョウイク（教育・共育・今日行

く！）拠点によるまちづくり事業

　地元の高等教育機関を核とした地元雇用やUター

ン就職等の人材定着、地域内での企業、創業を促す

人材育成、「知」の集積、高等教育機関及び研究活

動への援助等の事業を通じ、むつ下北地域の可能

性を最大限に引き出し、地域経済の活性化、発展に

寄与することを目的として、産官学連携により設立さ

れたむつ下北未来創造協議会に対し負担金を支出

するもの。

【インターンシップ受入者数（人）】 5

Ｂ

　地方創生関係交付金事業（新型コロナ交付金、デジタル交付金を含
む）について、概ね予定どおり事業実施できていることに加え、各種手
続きも滞りなく進めているため、概ね良好とする。

【今後の取組の方向性】

　地方創生関係交付金事業を中心に外部評価を踏まえた効果検証を
行い、令和５年度地方創生関係交付金活用に向けた準備を進める。ま
た、今後予定されているデジタル田園都市国家構想実現を踏まえた
「地方版総合戦略」の改訂に向け、今年度の国の方針等を注視した上
で、翌年度以降の改訂に向けた準備を行う。

4.0 4.0

【地域研修の誘致（大学生の受

入）（人）】
400 450 500 550

6 6 11 13

600

【社会人、主婦、高校生向けの講

座（講座）】
10 10 10 10 10

青森創生人財育成・定着推進事

業

　県内大学・自治体・企業等がオール青森体制で産

学官民協働の広域ネットワークを形成し、卒業生の

地元就職率の向上及び雇用創出に取り組むことで

青森地域の課題である人口減少の解決に取り組

む。

【インターンシップ受入者数（人）】 20 20 20 20 20

【大学への企業紹介件数（件）】 8 10

むつサテライトキャンパス事業 　高等教育機会の充実、滞在型学習の支援及び大

学と連携した事業実施の拠点とするため、むつ市、

弘前大学及び青森中央学院大学の三者共同で平

成27年10月6日に「弘前大学・青森中央学院大学

むつサテライトキャンパス」を開設し、運営している。

　主に公開講座や滞在型学習支援の事業を行って

おり、むつ市民や各大学の学生の人財育成に取り

組む。

【「社会教育の充実」における満

足度の向上（点）】
4.0 4.0 4.0

12 14 16

ＩＣＴ活用事業（ドローン活用事

業）

　昨今ニホンザルがむつ市全域に活動域を広げてお

り、農作物等に被害を与えている。ドローンを活用す

ることで、野猿監視人のサルの追い払いにかかる業

務負担量が軽減ができることから、より迅速な被害

対策が可能となり、農作物等被害の軽減が期待で

きる。

【サル追い払い頭数（頭）】 5 7 9 11 13

【シンガポールにおける新規取引

件数（件）】
10 10 10 15 15

事業名
事業内容

重要業績評価指標
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選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　企業版ふるさと納税の寄附件数、及び交付金の採択件数ともに計画
件数を上回ることができたが、デジタル田園都市国家構想交付金にお
いて不採択となった事業もあることから、概ね良好とした。

【今後の取組の方向性】

　令和５年度から、地方創生関係交付金事業がデジタル田園都市国
家構想交付金の１メニューに改定され、よりDXの推進を求められるこ
ととなったことから、デジタル田園都市国家構想総合戦略を勘案した
「地方版総合戦略」を策定するとともに、交付金活用メニューの精査を
行う。

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B 89.5%

C 10.5%

D 0.0%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

11,160 10,836 10,512 10,188 9,864 9,540

令和２年度 10,413

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

1.3 2.4 3.9 4.7 5.5

6.3 7.1 8.9 9.4 10.2

11.a 12.b 13.1 14.2 15.4

16.7 17.17

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

内容 実績（目標） 達成状況報告

地域おこし協力隊員数 3人（4人）

　２月に開催した「スノー×ライトフェス2023in川内」では、1,200名以上が来場し、これまでの

むつ市地域おこし協力隊事業の中で最大規模のイベントとなり、にぎわい創出に寄与すること

ができた。

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

３地域の人口減少の抑制（住民基本台帳） （人）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑴地方創生 企画政策部

施策内容 ②川内・大畑・脇野沢地区の持続的発展 分庁舎

11,160
10,836

10,512

10,188

9,864

9,540

10,413

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

３地域の人口減少の抑制（住民基本台帳）

目標値

実績値

※後期基本計画からの新規施策内容のため、令和３年度実績はなし
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
21,200 30,800 30,800 30,800 30,800

1

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

C 21.1%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 36.8%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　今年度、新たに２名の協力隊員の就任が決定したことに加え、昨年の
同時期と比較しても、多くの活動件数や地域イベント等への参画が増
加していることから、地域の活性化に寄与しているものと判断した。

【今後の取組の方向性】

　今後、秋冬時期を迎えるに当たり、マリンアクティビティを活用したイ
ベント等が少なくなることから、時期に見合ったイベント等の構築及び
活動を行い、地域の活性化を目指す。

36.8%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　隊員が３名に増えたことにより、幅広い事業を企画・開催し地域を巻
き込んだ活動を実施することができたものの、隊員採用予定数に満た
なかったため概ね良好とした。

【今後の取組の方向性】

　４人目の隊員が決まり、令和５年度は４人体制となることから活動エ
リア、実施事業の拡大を図り、引き続き地域資源を活用した観光アク
ティビティの開発などを実施し地域活性化を目指す。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
地域おこし協力隊設置事業 　国の地域おこし協力隊制度を利用し、イルカやジオ

パークといった地域資源を活用した観光アクティビ

ティの開発、社会教育事業、環境保全活動の実施を

コーディネートする人材を確保することで、新たなビ

ジネスの創出、地域づくり、活性化に取り組むもの。

【地域おこし協力隊員数（人）】 4 6 6 6 6
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

1,568 1,599 1,630 1,661 1,692 1,725

令和２年度 1,409

130 133 136 139 142 145

令和２年度 201

2,176 2,219 2,394

令和２年度 2,221

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

漁業生産額 （百万円）

林業生産額 277百万円 -

漁業生産額 2,119百万円 -

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

農業生産額 2,584百万円 -

Ｂ　概ね良
好

　各事業とも予定どおり遂行されており、概ね

良好と判断した。

林業生産額
201百万円

（133百万円）

　市有林や林道等の整備、豊かな森づくり補助金、森林資源解析について、予定通り完了し

た。

漁業生産額
2,221百万円

（2,219百万円）
　増殖場造成のための稚ナマコ放流について、各漁協計画の通り実施し完了した。

内容 実績（目標） 達成状況報告

農業生産額
1,409百万円

（1,599百万円）

　むつ市産夏秋いちご収益力アップ事業について、事業者が資金不足のため、10月に事業廃

止した。市有牛貸付事業について、計画通りに貸付を行い、事業を完了した。

林業生産額 （百万円）

農業生産額 （百万円）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑵産業・雇用 経済部

施策内容 ①農林水産業の振興

1,568 1,599

1,630
1,661

1,692

1,725

1,409

1,375

1,425

1,475

1,525

1,575

1,625

1,675

1,725

1,775

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（百万円）
農業生産額

目標値

実績値

130 133 136
139 142 145

201

115

130

145

160

175

190

205

220

235

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（百万円）
林業生産額

目標値

実績値

2,176
2,219

2,394

2,221

2,050

2,100

2,150

2,200

2,250

2,300

2,350

2,400

2,450

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（百万円）
漁業生産額

目標値

実績値
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4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

8.3 9.4 14.1 15.4

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
2,000 2,000 - - -

6,830

R3年度

1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

2

R3年度

13,948 14,000 15,000 16,000 16,000

377

R2年度

18

R2年度

3,380 3,380 3,380 3,380 3,380

168

R3年度
202 212

市有牛貸付事業 　市有牛の貸付及び譲渡により、有畜農業の普及を

図り、畜産の振興及び農業経営の安定を図る。

【市場導入牛頭数（頭）】 2 2 2 2 2

415 424

25 27

ナマコ資源増殖推進事業 　環境の変化に強く、安定して高価格が期待できる

ナマコは、近年の陸奥湾の漁業にあっては、ホタテガ

イと並ぶ最重要魚種に位置付けられている。

　本事業は、ホタテガイを活用したナマコ増殖場造成

や稚ナマコ購入・放流など、漁協が実施するナマコ

資源の増殖を目的とする各種事業に係る経費の一

部を補助することにより、漁業所得の向上や漁家経

営の安定化を図る。(補助率1/2以内)

【湾内漁協ナマコ漁獲量（t）】 176 184 193

むつ市豊かな森づくり補助金 　むつ市の約8割を占める豊かな森林をみらいにつ

なげるため、事業者による森づくりを推進し、水源涵

養や地球温暖化の防止等の森林の持つ多面的機

能の発揮や林業の振興を図ることを目的とする。

　青森県造林補助事業により造林や間伐等の森林

整備を行った事業者に対して、市補助金を上乗せ交

付する。特に再造林とその後の下刈りは補助率を上

げることで事業者の負担が大幅に軽減される。

【森林整備面積（ha）】 385 395 405

【造林面積（ha）】 20 22 23

事業名
事業内容

重要業績評価指標
むつ市産夏秋いちご収益力アップ

事業

　夏秋いちごの等級は、上位から秀品、A品、B品、C

品の4区分となっており、その内およそ半分がB品、C

品である。B品は販売単価が低く、C品は廃棄されて

いる。夏秋いちごでは必ず何割かはB品、C品が発

生してしまう。

　これらを冷凍いちご等の付加価値商品として販売

していくことで、各等級ごとの販売単価が上がり、夏

秋いちご農家の収益力アップに直結する。これを推

し進め、収益力アップを目指し支援していく。

　急速冷凍機・冷凍庫等の機械の導入、商品開発に

係わる資材の購入等に対し、補助対象経費の２分の

１以内等を補助率として補助金を交付することで支

援する。

【いちごの収入額（千円）】 7,513 8,196 - - -
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　各事業とも予定どおり遂行されており、概ね良好と判断した。

【今後の取組の方向性】

　引き続き、農林水産業を振興する各種事業を推進しながら、１次産業
の生産者を支援し、生産額の向上に努めていく。

94.7%

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　各事業とも予定どおり遂行されており、概ね良好と判断した。

【今後の取組の方向性】

　引き続き、農林水産業を振興する各種事業を推進しながら、１次産業
の生産者を支援し、生産額の向上に努めていく。
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

13 13 25 35 44 53

令和２年度 0

6 5 8 12 15 18

令和２年度 4

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

8.2 8.3 8.9 9.2 11.a

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

まちゼミ参加者数 800人 370人

Ｂ　概ね良
好

　あんしん飲食店等認定やオンライン講座等コ

ロナ禍でも市民が安心して参加できる体制を

整備しながら開催できた。

　市ホームページやセミナー等で周知している

ものの、活用には結びついていない。

内容 実績（目標） 達成状況報告

まちゼミ参加者数 577人（500人）

　40店舗が講座を開催。参加者数は577人（前回比+207）、参加者アンケートの満足度は

96％

※3/16、17「結果検証会」で外部講師による講演を実施。

セミナー等の参加者数 10人 12人

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

デジタル化支援事業利用事業者数（累計） （社）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑵産業・雇用 経済部

施策内容 ②商工業の振興

事業承継計画策定件数（累計） （件）

13 13

25

35

44

53

0
0

10

20

30

40

50

60

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（社）

デジタル化支援事業利用事業者数（累計）

目標値

実績値

6
5

8

12

15

18

4

0

5

10

15

20

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（件）

事業承継計画策定件数（累計）

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
7,718 8,218 8,218 8,218 8,218

2,085

R3年度

65

R3年度

3

R3年度

3,600 3,600 3,600 3,600 3,600

1,692

R3年度

44

R3年度

400 0 0 0 0

370

R3年度

39

R3年度

228,687 228,687 228,687 228,687 228,687

111

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　コロナ禍において会員の講座参加率が低迷しているが、新規会員6
店舗の講座参加をフォローしながら、参加店舗数、講座数、参加者数と
もに前回を上回り、満足度の高い内容で実施できた。また、外部講師
による講演を実施し、先進地域の取組の共有、助言等により事業改善
に取り組んでいる。

【今後の取組の方向性】

　令和５年度からむつまちゼミの会事務局が市からむつ商工会議所へ
移管となる。引き続き、新規参加店舗の獲得や講座内容のブラッシュ
アップを行うことによる参加者数の拡大、新規顧客開拓へつなげるた
めのフォローアップに努めていく。

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　コロナ禍において会員の講座参加率が低迷しているが、新規会員６
店舗の講座参加をフォローしながら、昨年度を上回る講座数を準備す
ることができた。

【今後の取組の方向性】

　引き続き、新規参加店舗の獲得や講座内容のブラッシュアップを行う
ことにより参加者数の拡大を図り、新規顧客開拓へつなげる。

中小企業経営安定化支援事業 　市内中小企業の活性化と経営安定に資するため、

運転資金及び設備資金に係る特別保証融資制度

を設け、県内4金融機関に対して原資預託するとと

もに、融資を受けた事業者に対して信用保証料補給

を行う。

【制度融資利用件数（件）】 130 130 130

むつ市商工会補助金 　むつ市商工会補助金要綱に基づき、商工業者の

振興と地域の活性化の推進、社会一般の福祉の増

進に資するため、両商工会が行う各種事業に対し、

予算の範囲内で補助を行う。

【金融の斡旋または推薦件数

（件）】
50 50 50 50 50

130 130

【経営指導相談件数（件）】 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700

商店街活性化事業 　「まちゼミ」「100円商店街」「街バル」等により活

性化へ導く商店街が全国各地に現れつつある。こう

した取組を活用及び支援することにより商業の活性

化を図る。

【まちゼミ講座数（講座）】 45 45 45 45 45

事業名
事業内容

重要業績評価指標
むつ商工会議所補助金 　むつ商工会議所補助金要綱に基づき、商工業者

の振興と地域の活性化の推進、社会一般の福祉の

増進に資するため、同所が行う各種事業に対し、予

算の範囲内で補助を行う。補助内容は会報の作成

や産業祭りのようなイベントに係る経費、空き店舗家

賃補助、青年部・女性会への補助など。

【デジタル化支援事業利用事業

者数（件）】
10 10 10 10 10

【相談指導件数（件）】 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100

【金融の斡旋または推薦件数

（件）】
70 70 70 70 70

【まちゼミ受講者数（人）】 500 500 500 500 500
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７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

89.5%

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

- 2

- 0

14 15 20

令和3年度 14

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

7.1 7.2 8.2 9.4 12.2

第２種放射線取扱主任者
試験対策講習会高校生受
講者数

19人 14名

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

エネルギー関連施設見学会

等におけるアンケートで「理解

できた」又は「意義があった」

との回答

８割以上 10割

Ｂ　概ね良
好

　見学会参加者に実施したアンケートにおいて

「知りたかったことが理解できた」という回答

が100％を占め、年次目標を達成できた。

　第１２回の講習会は新型コロナウイルス感染

症の影響により、講習会の期間が短く受講者

が第１１回の２７名（一般１５名、高校生１２名）

から減少したが、第１３回講習会は２１名の受

講者の内、高校生は１４名となった。

第２種放射線取扱主任者試

験対策講習会高校生受講者

数

14人（15人）
　１月から第１４回第２種放射線取扱主任者試験受験対策講習会を実施した。受講者数１９名

（一般５名、高校生１４名）

内容 実績（目標） 達成状況報告

エネルギー関連施設見学会

等におけるアンケートで「理解

できた」又は「意義があった」

との回答

92.7％（８割以上）
　市内高校生を対象とした日本原燃他見学会及び大間原子力発電所建設現場他見学会を

実施。

第２種放射線取扱主任者試験対策講習会

高校生受講者数
（人）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

再生可能エネルギーの産業化に着手した

事業者数
（社）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑵産業・雇用 企画政策部

施策内容 ③エネルギー関連産業の育成 経済部

2

0
0

1

2

3

4

5

R4 R5 R6 R7 R8

（社）

再生可能エネルギーの産業化に着手した

事業者数

目標値

実績値

14
15

20

14

0

5

10

15

20

25

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

第２種放射線取扱主任者試験対策講習会

高校生受講者数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
14,311 14,311 14,311 14,311 14,311

101

R3年度

0

R3年度

651 814 - - -

R3年度

4,390 4,390 4,390 4,390 4,390

-

-

50

R3年度

2,834 2,834 2,834 2,834 2,834

14

R3年度

0

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　見学会参加者に実施したアンケートにおいて「見学会は意義のあるも
のだった」という回答が90％以上あり、年次目標を達成できた。
　第１４回第２種放射線取扱主任者試験受験対策講習会を１月から開
催しており、高校生申込数はわずかに目標数に達しなかったものの前
回と同数を獲得した。

【今後の取組の方向性】

　今年度の実施内容を踏まえ、今後もエネルギー政策への理解促進及
び関連産業に関わる人材育成に寄与するよう取り組んでいく。
　第１４回講習会は全１０回（２０日間）を予定。今後も高等学校と情報
交換しながら、講習内容や学校行事を考慮して講習会開催日を調整
していく。

地域企業連携強化事業

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　市内高校生を対象としたエネルギー関連施設見学会について、新型
コロナウイルス感染症拡大の状況を注視しつつ、可能な限り実施でき
ている。
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響によって、講習会の日程変更
があり、学校行事と重なることもあったが、このような状況の中でも１４
名が受講し、そのうち２名が受験した。

【今後の取組の方向性】

　今後も市内高校生を対象としたエネルギー出前講座等、エネルギー
関連産業の育成に寄与する各種施策を推進していく。
　第１４回講習会は１０回（２０日間）を予定し、高等学校と情報交換し
ながら、学校行事を考慮した日程で講習会を開催していく。

　地域人材育成の一環として、エネルギー関連講習

会のテキスト代を補助することで、受験生の拡大を

図る。

【高校生受講者数（名）】 15 16 17 18 20

【国家資格（第２種放射線取扱主

任者）試験合格率（％）】
30 30 30 30 30

太陽の恵み基金事業 　公共施設に太陽光発電システムを導入することで

得られる電気料金の節減分を原資として造成した

「太陽の恵み基金」を活用し、市民の再生可能エネ

ルギー導入支援等を行う。

　また、基金の一部を植栽活動等の自然環境保全

事業にも充当している。

【住宅用太陽光発電システム導入

支援事業費補助金交付実績

（％）】

100 100 - - -

90 90

燧岳周辺地域地熱開発事業 　「むつ市燧岳周辺地熱開発研究会」の継続開催

や周辺住民等を対象とした意見交換会、先進地見

学会等の理解促進活動をはじめ、開発事業者との

連携による地熱資源開発の推進に取り組む。

【燧岳地熱座談会等参加者数

（人）】
90 90 90

事業名
事業内容

重要業績評価指標
広報・調査等交付金事業 　広報・調査等交付金を活用し、エネルギー関連施

設の見学会や職員研修などの知識普及に資する活

動等を実施することで、市民の原子力発電に関する

理解促進を図る。

【エネルギー関連施設見学会等に

おけるアンケートで「理解できた」

又は「意義があった」との回答

（％）】

80 80 80 80 80

【研修等参加職員数（人）】 20 20 20 20 20

【市民の見学会参加者数（人）】 150 180 180 180 180

100

R3年度

85.7

【地熱発電所等参加者理解度

（％）】
70 70 70 70 70
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７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

84.2%

C 15.8%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

10 10 11 12 12 13

令和２年度 13

8 10 10 10 10 10

令和２年度 9

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

5.5 8.2 8.3 8.8 8.9

9.4 10.2 11.a 17.17

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑵産業・雇用 経済部

施策内容 ④新たな産業の創出

創業件数 （件）

創業支援対象者件数 82件（86件）
創業支援対象件数：　21件（4～9月）、36件（10～12月）、25件（1～3月）

創業件数：8件（4～9月）、1件（10～12月）、0件（1～3月）

企業誘致件数（累計） （社）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 実績（目標） 達成状況報告

企業誘致相談件数 4件（5件）

　相談件数　４件、誘致企業立地協定締結　３件

　４月　(株)ライトカフェ、６月　(株)シモムラ

１１月　(株)寅福（R5年度　工場着工予定、R6年度　操業予定）

創業支援対象件数 74件 90件

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

企業誘致相談件数 5件 6件

Ｂ　概ね良
好

　企業誘致相談は前年度同期と同数である。

今後も企業ニーズを満たすよう情報発信して

いきたい。

　コロナ禍で対面での相談ができないことから

オンライン相談を推奨した結果、創業支援対

象件数は前年度（７３件）より１７件、創業件数

は前年度（８件）より１件増加した。

10 10
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12 12 1313
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20
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（社）
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
798 11,079 11,065 2,453 853

1

R3年度

1,299 1,299 1,299 1,299 1,299

91

R3年度

10

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　コールセンターやＩＴ関連企業からの相談・問合せは減少傾向にある
が、これまでの取組から3件の誘致企業立地が実現し、約170名の雇
用が創出された。
　創業支援対象件数及び創業件数は計画値（対象件数86件、創業件
数10件）と概ね同規模であり、次年度以降も引き続き計画達成を目
標とする。

【今後の取組の方向性】

　トマト工場の建設等、誘致企業の事業推進のため企業・県側とも連
携を図り取り組んでいく。
　引き続き関係機関と連携し、創業希望者のニーズに沿った支援を実
施する。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
企業誘致推進事業 　(財)電源地域振興センター「企業誘致支援サービ

ス事業」等を活用した企業動向調査の他、「あおも

り産業立地フェア」及び「企業誘致セミナー」に参加

し立地を検討する企業に対し市のＰＲ活動を行う。

　誘致企業への支援としてむつ市企業誘致促進条

例に基づき、申請があった企業に対して助成金を交

付し、産業の振興と雇用の創出を図るため、新たな

立地企業の誘致に取り組む。

【新規誘致企業数（件）】 2 1 1 1 1

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　企業からの相談・問合せは定期的にあり、これまでの取組から２件の
誘致企業立地が実現した。これにより約７０名の雇用が創出された。
　創業支援対象件数及び創業件数は前年度同時期（対象件数２２件、
創業件数２件）と同規模であり、年次目標を達成する見込みである。

【今後の取組の方向性】

　１０月、１１月には青森県主催の「あおもり産業立地フェア」が東京と
名古屋の２会場で開催され、市の誘致企業への支援制度等がアピー
ルできることから、これを機に相談・問合せ件数の増加に繋げたい。
　引き続き関係機関と連携し、創業希望者のニーズに沿った支援を実
施する。

創業支援事業 　新たなビジネス創出を支援し雇用機会の創出に繫

げるため下北地域広域創業支援等事業計画に基

づき創業支援を実施する。

【創業実績（件）】 10 10 10 10 10

【創業相談件数（件）】 86 86 86 86 86

79.0%

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 10.5%

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

16 5 20

令和２年度 8

15 15 15 15 15 18

令和２年度 18

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

8.6 8.9 9.4 17.17

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑵産業・雇用 企画政策部

施策内容 ⑤若者の地元就職の促進 経済部

新規高卒就職者のうちむつ管内へ
就職する割合

（％）

大学への企業紹介件数 10件（8件） 　インターンシップ説明会では、全体で46名の参加があり、10社の説明を行った。

職場見学会参加者数

連携大学からむつ下北地区への就職者数 （人）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

99名（60名）
　10月、11月に3校で企業見学会を実施し、計99名の生徒が参加。

　ガイドブックを作成し、県内高等学校、大学、関係団体等に計1,387部を配布した。

内容 実績（目標） 達成状況報告

インターンシップ受入者数 17人（20人） 　共育型インターンシップにおいて全体17名の学生が参加した。

大学への企業紹介件数 24件 12社

職場見学会参加者数 60名 87名

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

インターンシップ受入者数 20人 21名

Ｂ　概ね良
好

　共育型・従来型インターンシップについては、

新規事業者の受入の拡大、遠方の学生の参

加等、将来市内企業への就職に繋がる事業と

して効果的であると評価できるため。

　昨年度に引き続き、オンラインで実施したこと

で、コロナ禍において参加を諦めざるを得な

かった学生の参加を促すことができたため。

　優良企業見学会が好評であり、来年度以降

も継続して開催することを望まれている。今年

度は二年度ぶりに大間高校も参加した。ガイド

ブックについても高校から好評を博している。
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
1,049 1,049 1,049 1,049 1,049

16

R元年度

7

R元年度

313 316 316 316 316

76

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　将来市内企業への就職に繋がる事業として効果的であり、学生と企
業双方の成長のみならず、地域の成長にも繋がる事業であると評価
できる。
　優良企業見学会の参加者が99名であり、非常に好評であった。ガイ
ドブックについても、幅広く配布し、市内企業の情報やむつ市で働く魅
力を多くの若者に紹介することができた。次年度以降も継続して開催
することが望まれている。

【今後の取組の方向性】

　令和5年度以降も引き続きインターンシップを通じ、市内企業への就
職や起業の発展に繋げられるよう展開していく。
　人材の確保・定着に向け、引き続き、企業見学会の開催とともに、より
満足度の高いガイドブックの作成を目指す。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
青森創生人財育成・定着推進事

業

　県内大学・自治体・企業等がオール青森体制で産

学官民協働の広域ネットワークを形成し、卒業生の

地元就職率の向上及び雇用創出に取り組むことで

青森地域の課題である人口減少の解決に取り組

む。

【大学への企業紹介件数（件）】 8 10 12 14 16

【インターンシップ受入者数（人）】 20 20 20 20 20

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　新規事業者の受入拡大、遠方の学生の参加等、将来市内企業への
就職に繋がる事業として効果的であると評価できる。
　優良企業見学会が非常に好評であり、次年度以降も継続して開催す
ることが望まれている。ガイドブックについても高校・大学から好評を博
しており、今年度はデザイン・内容を一新する予定である。

【今後の取組の方向性】

　引き続きインターンシップを通じ、市内企業への就職や起業げの発展
に繋げられるよう展開していく。
　人材の確保・定着に向け、引き続き満足度の高い職場見学会の実施
やガイドブックの作成を目指す。

新規高卒者市内定着支援事業 　新規高卒者のむつ管内就職者数の減少と就職や

進学を契機とした若者の流出が大きな課題となって

いることから、高校生やＵターン希望者等の若者向

けに、地元企業の魅力や職業の紹介を目的とした企

業見学会を実施するほか、むつ市で働きながら暮ら

す魅力を伝えるためのガイドブックを作成・配付する

ことで、地元就職の意欲を高め、新規高卒者等の地

元定着及び地元企業における人材不足解消を図

る。

【企業見学会参加者数（人）】 80 80 80 80 80

84.2%

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

825,055 900,000 1,000,000

令和元年 -

24 29 34 39 44 50

令和3年度 37

31 33 36 38 41 45

令和3年度 39

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

ツアー実施回数 50回 -

英語版ガイドブック、英語版パ

ンフレットの作成
作成 作成完了

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

ジオパーク認知度の向上 74% 77.79%

Ｂ　概ね良
好

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影

響により、不特定多数の人を集める活動は、延

期または中止へ変更となったが、単純に活動

を停滞させるのでなく、今まで着手できなかっ

た部分の取組を進め、ホームページのリニュー

アルやジオガイドのスキルアップ研修、外国人

の食のニーズ調査などを実施し、来訪者の受

け入れ環境整備に向けて取り組むことができ

た。

ツアー実施回数
37回

（29回／下北地域）

　地域内の学校研修でのガイド派遣は26件、1,216名が参加。観光ツアー、個人旅行でのガ

イド派遣は12件（内１件中止）、146名のガイド対応を行った。

ジオパーク認定商品数（累

計）
39件（33件） 　事業者からの新規認定申請により計画以上の実績となった。

内容 実績（目標） 達成状況報告

年間観光入込客数 （90万人）

　ジオパークファンミーティング開催やYoutube62ちゃんねるにおける動画配信により、関係団

体と協力して地域内外への魅力の発信を行っている。テレビ番組制作・制作協力に取り組み、

特にＮＨＫ「ブラタモリ」の放送は当地域の注目を集め、波及効果も大きかった。

ジオパーク認定商品数（累計） （件）

年間観光入込客数 （人）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

ジオパークツアー実施回数 （回）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑶ジオパーク 企画政策部

施策内容 ①ジオツーリズムによる交流人口の拡大

825,055

900,000

1,000,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人） 年間観光入込客数

目標値

実績値

24

29

34

39

44

50

37

10

20
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40

50

60

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（回） ジオパークツアー実施回数

目標値

実績値

31 33

36
38

41

45

39

25

30

35

40

45

50

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（件） ジオパーク認定商品数（累計）

目標値

実績値
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4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

8.9 11.4 17.17

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
21,726 21,726 21,726 21,726 21,726

825,055

R元年度

24

R3年度

31

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　下北郷土芸能公演や認定商品の新規認定など、地域の活性化を図
ることができた。下北管内のイベントにも積極的に参加し、地域内の交
流促進に努めることができた。また、ＮＨＫブラタモリの収録では、十分
なプロモーションを行うことができ、今後の来訪者増加が期待できる。

【今後の取組の方向性】

　冬季間を迎えるとジオサイトを訪れることが難しくなること、来年度に
備えて新規ジオガイドの認定試験や、ジオ検定の実施による次のガイド
候補の獲得、研修の支援によるジオガイドのスキルアップを図っていく。
また、英語版ガイドブックの下北管内への配付、説明看板の設置といっ
たビジビリティの整備による受け入れ環境強化や、ＳＮＳを活用した情
報発信に努めていく。

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　下北郷土芸能公演や認定商品の新規認定など、地域の活性化を図
ることができた。下北管内のイベントにも積極的に参加し、地域内の交
流促進に努めることができた。また、ＮＨＫブラタモリの収録では、十分
なプロモーションを行うことができ、今後の来訪者増加が期待できる。

【今後の取組の方向性】

　令和４年度の取組においては、計画以上の実績となった。令和６年度
に日本ジオパーク全国大会開催、下北ジオパーク再認定審査が控え
ることから、引きつづき、下北ジオパークの認知度向上を図るための取
組を継続する。また、新たなツアーの構築や外国人観光客の受入環境
の整備に努める。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
下北ジオパーク推進事業（下北ジ

オパーク推進協議会負担金）

※ジオツアー事業、認定商品プロ

モーション事業、テレビ番組制作

事業

　下北ジオパーク認定ガイドが案内する常設のジオ

パークガイドツアーに加え、団体向けジオツアーが定

期的に開催されるとともに、外国人のみで訪れても

困らずにジオパークを楽しめる環境を整えることを

目標に、ガイドの事務局でもある“しもきたＴＡＢＩあし

すと”と連携したジオツアーの企画造成や、ジオパー

ク認定商品の周知強化・販売促進を行い、下北ジオ

パークのブランド力向上を図る。また、外国人でも楽

しめる観光事業としてジオパークを確立させるため

に、説明看板をはじめとした各コンテンツの外国語

対応を進める。（下北ジオパーク推進協議会負担

金）

【ジオパーク認定商品数（累計）

（件）】
33 36 38 41 45

【年間観光入込客数（人）】 900,000 925,000 950,000 975,000 1,000,000

【ジオパークツアー実施回数

（回）】
29 34 39 44 50
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７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

C 5.3%

D 5.3%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B 89.4%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

59.5 62.0 64.0 66.0 68.0 70.0

令和２年度 62.1

77.0 80.0 85.0 90.0 95.0 100

令和２年度 76.2

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

1.5 4.1 5.1 11.4 12.b

13.1 14.1 15.1 17.17

下北ジオパーク認定商品
提供数

40商品 -

保全モニタリング活動参加
者

60人 33人

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

下北ジオパークサポーター登

録者数
220人 136名

Ｂ　概ね良
好

　認定商品については、新たに２商品を加え、

マスメディアでの紹介などを通じて認知度向

上へ繋がる取組ができた。また、パンフレットを

改訂するなど最新の情報を発信する取組を実

施した。

　そのほか、モニタリング勉強会を開催し、実際

に地形・地質などの地域資源の魅力を伝えな

がら、保全意識の醸成に取り組むことができ

た。参加者からは、確認書の提出も８３件寄せ

られた。

出前講座・座談会の実施 32回（25回）
　計画以上の実績となった。詳細は、出前講座19件、参加者1,120名、講演は13件、参加者

247名。

気軽に参加できる保全活動の

実施

42人

（参加者30人（累計））

　計3回の勉強会を実施し、42名が参加。モニタリング確認書は93件の提出があり、参加者か

らは地域資源の価値について再認識できると好評を得ている。

内容 実績（目標） 達成状況報告

学校教育と連携したジオパー

ク教育の推進
19校（１７校）

　学習・活動発表会参加校はステージ発表7校、展示15校、当日運営協力1校。重複を除き左

記を含めた全19校でジオパーク学習を行い計画以上の実績となった。そのほか、下北管内の

小学3年生、中学生への副読本配付。ジオ５・７・５コンテスト、高校生ジオパーク活動の支援な

どに取り組んだ。

小中学校のジオパーク学習導入率 （％）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

市民の地域資源認知度 （％）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑶ジオパーク 企画政策部

施策内容 ②資源価値の保全と教育

59.5
62.0

64.0
66.0

68.0
70.0

62.1

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

市民の地域資源認知度

目標値

実績値

77.0
80.0

85.0

90.0
95.0

100

76.2

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

小中学校のジオパーク学習導入率

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
1,255 1,255 1,255 1,255 1,255

59.53

R2年度

77

R3年度

1,780 1,946 1,946 2,000 2,000

22

R3年度

75

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　出前講座は多くの方々に利用いただき、目標値を上回る見込。モニタ
リング勉強会では豪雨被害を受けた地域を訪れ、災害のメカニズムに
ついても理解を深めることができた。ＮＨＫブラタモリの収録では、下北
半島の成り立ちにも触れることができ、下北ジオパークの理解力向上
を図ることができた。

【今後の取組の方向性】

　12月に開催される、学習・活動発表会では、8団体のステージ発表、
17団体の展示が予定されており、多くの方々の参加を促し、地域間交
流を図っていく。「下北の魅力を謳う」ジオ５・７・５コンテストの開催によ
り、多くの小中学生に楽しみながらジオパーク活動に参加してもらえる
よう意識付けを行っていく。サポーターの会が主催となるイベントに協
力し、サポーターの増加を図る。

89.4%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　出前講座は多くの方々に利用いただき、目標値を上回る見込。モニタ
リング勉強会では豪雨被害を受けた地域を訪れ、災害のメカニズムに
ついても理解を深めることができた。ＮＨＫブラタモリの収録では、下北
半島の成り立ちにも触れることができ、下北ジオパークの理解力向上
を図ることができた。

【今後の取組の方向性】

　令和４年度の取組においては、計画以上の実績となった。令和６年度
に日本ジオパーク全国大会、下北ジオパークの再認定審査が控えるこ
とから、更なる郷土愛の醸成・地域の価値向上を目指す必要があるた
め、引きつづき、ジオパーク教育・学習の推進、モニタリングによる地域
環境の点検等を通じ、地域住民と共同しながら、下北ジオパークの価
値を認識・高めていくこととする。

　ジオサイトの見学や学習活動を実施する小・中学

校に対して、移動に要するバス借上料等必要な経費

の一部を助成する。

ジオパーク体験活動推進事業

【参加校数（校）】 21 21 21 21 21

【児童生徒アンケート（％）】 80 80 80 80 80

事業名
事業内容

重要業績評価指標
下北ジオパーク推進事業 　下北固有の地質遺産や地域資源の価値を、地域

に住む私たちが最大限に享受し、地域の素晴らしさ

を知り、郷土愛が育まれる地域となることを目標に、

学校及び社会教育の場において、ジオパークの知識

を誰もが気軽に入手でき、ジオパーク活動に参加で

きる体制づくりを支援する。

【小中学校のジオパーク学習導入

率（％）】
81 85 90 95 100

【市民の地域資源認知（％）】 61 63 65 67 70
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

825,055 900,000 1,000,000

令和元年 -

210,776 270,000

令和元年 -

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

8.9 9.b 11.4

年間宿泊者数 190,000人 -

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

年間観光入込客数 1,000,000人 -

Ｂ　概ね良
好

　新型コロナの影響によりクルーズ船歓迎事

業が中止、夜景サミットが再延期となり、

Satoyama実践者交流会も次年度以降への

延期。また、8月10日の豪雨により薬研地区へ

大きな被害が発生し、薬研野営場や奥薬研修

景公園も休業となったものの、10月以降、オン

ラインでの夜景サミット開催や、みなとオアシス

おおみなとの一角にあるむつマエダアリーナに

て「光のGardenBAR」を実施するなど、コロ

ナ禍においても賑わいの創出につながる事業

を実施できた点でB評価とした。

観光ガイドの育成 13回（12回）
　下北ジオパークガイドの質向上のため、一年を通じて勉強会の開催したほか外部研修に参加

した。この結果、ガイド技術の向上が図られ、観光客の満足度も高まったものと考えられる。

内容 実績（目標） 達成状況報告

各種広報媒体を活用した効果

的な地域の魅力発信
12回（12回）

　Webサイトや各種SNS等での観光情報の発信を行い、下北半島の観光の認知度向上に貢

献することができた。

年間宿泊者数 （人）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

年間観光入込客数 （人）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑷観光・物産 経済部

施策内容 ①広域連携による観光プロモーション

825,055

900,000

1,000,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

年間観光入込客数

目標値

実績値

210,776

270,000

175,000

200,000

225,000

250,000

275,000

300,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

年間宿泊者数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
13,824 13,824 13,824 13,824 13,824

825,055

R元年度

4,340 2,140 2,140 2,140 2,140

825,055

R元年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　イベントの開催及び参加、SNS等を活用したDMOによるプレゼント
キャンペーンや夜景予報士によるTwitter配信など、効果的に地域の
魅力を発信することができた。下北ジオパークガイドについても、各種
研修や勉強会に参加することで質の向上が図られており、概ね良好と
考える。

【今後の取組の方向性】

　次年度以降も、効果的な情報発信を図るためSNSや動画配信サイト
などの活用の展開とさらなる研究を進めるとともに、各種研修などを
通じてガイドの技術や質の向上に努め、アフターコロナにおいて当地を
訪れる観光客の来客数の増加と満足度の向上につながる取組を展開
したい。

89.5%

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B

光のアゲハチョウ推進事業 　「ナイトツーリズム」の確立を図るため、釜臥山展望

台のソフト面の充実及び全国への情報発信を積極

的に行う。

【観光客入込数（人）】 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら、感染防止対策を
とってイベントが開催できており、SNS等を活用したDMOによるプレゼ
ントキャンペーンや夜景予報士によるTwitter配信も好評である。ジオ
パークガイドも各種研修に参加するなど質の向上が図られており、概
ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　10月以降もSNS等を活用した積極的かつ効率的な情報発信、ガイ
ドの質の向上に努め、認知度及び顧客満足度向上を目指した企画を
検討・実施しながら、観光需要回復のための誘客促進事業を進める。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
下北ジオパークによる観光地域づ

くり（しもきたＤＭＯ）推進事業

　下北半島６自治体における観光振興の舵取り役を

担う一般社団法人しもきたＴＡＢＩあしすとへの会費

及び負担金を拠出する。

【観光客入込数（人）】 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

11 15 15 15 15 15

令和2年度 24

142 100

令和2年度 - - - - -

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

8.2 8.9 9.1 9.2 11.3

産品購入意欲度 100位 -

ふるさと納税寄附額 2億円 約2億400万円

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

新規取引件数 10件 18件

Ｂ　概ね良
好

　首都圏及びシンガポールでの取組により、新

規取引件数は１８件と目標の10件を上回るこ

とができた。また、ふるさと納税ではセミナーを

開催し、魅力的な商品のＰＲ手法等について

学ぶとともに、新規のポータルサイトを開設し、

新たな返礼品開発に向けての取組等がなされ

た結果、目標額である2億円を達成した。

産品購入意欲度

全国市町村魅力度ランキング
（100位以内）

　自衛隊グルメ先進地である広島県呉市と長崎県佐世保市の普及会と情報交換を実施し、今

後のイベント等での相互協力関係を構築した。

ふるさと納税寄附額
約1億3,400万円

（2億円）

　リアル開催のプロモーションイベント（都内）に参加し、実際に返礼品を手に取っていただくな

どPR活動を実施した。

内容 実績（目標） 達成状況報告

新規取引件数 24件（15件）
　スーパーマーケットトレードショー（千葉幕張メッセ）に青森県ブースとして参加。全国のバイ

ヤー約260名に特産品をPRし新規取引につなげた。

産品購入意欲度
全国市町村魅力度ランキング

（位）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

新規取引件数 （件）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑷観光・物産 経済部

施策内容 ②稼げる物産プロモーション

11

15 15 15 15 15

24

0

5

10

15

20

25

30

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（件） 新規取引件数

目標値

実績値

142

100

50

65

80

95

110

125

140

155

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（位）

産品購入意欲度

全国市町村魅力度ランキング

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
735 5,735 5,735 5,735 5,735

18

R3年度

972 500 500 500 500

18

R3年度

7,150 7,150 7,150 7,150 7,150

75

R3年度

3,800 3,800 3,800 3,800 3,800

6,282

R3年度

98,273 98,273 107,693 107,693 107,693

204,209

R3年度
200,000 200,000

ふるさと納税事業 　魅力あるむつ市を目指し、各種事業遂行に要する

財源の確保及びふるさと納税を活用したむつ市特

産品の全国的普及を図ることで、販売額の向上を

推進し、生産者の所得を向上させ、生産現場の活性

化に貢献するものである。総務省が示す制度の趣旨

に従い、効果的に事業を展開することとしている。

【寄附受入額（千円）】 200,000 200,000 200,000

事業名
事業内容

重要業績評価指標
全国販路開拓支援事業 　当市で生産される産品の多くが供給量の絶対数

が少ないため、新規取引の成立を阻害する原因と

なっており、当地域の販売戦略は供給量の少なさを

カバーしつつ販路拡大を可能とするビジネスモデル

が必要となっている。

　このことから、客単価の高いホテルや飲食店関係

者向けの販売促進を行い、小規模でも安定した取

引を可能とする販路の開拓を推進するものである。

　その他、スーパーマーケットトレードショーの青森県

枠にブースを確保し、販路開拓を目指す事業者を支

援する。

【新規取引件数（件）】 15 15 15 15 15

下北圏域地場産品販路拡大事業 　下北圏域が誇る特産品の首都圏における販路拡

大やブランディングにより、農林水産業の振興や、地

域経済の発展を図る。

　下北圏域の市町村で実行委員会を組織し、商談

会や首都圏の飲食店でのレストランフェア等、目的

達成のため各種事業を実施する。

【新規取引件数（件）】 15 15 15 15 15

地域特産品活用促進事業 　ご当地自衛隊グルメを活用し、活動団体並びに事

業者の支援や各種のプロモーションを行い、地域経

済の活性化を図る。

　「大湊海軍コロッケ」、「大湊海自カレー」、「大湊

Sora空っ！」については各種のイベントやＰＲ活動に

より県内での認知度が高まっている。

　今後も全国の自衛隊基地と連携しながら、全国で

開催される自衛隊イベント等に参加し、更なるブラン

ド化を目指す。

【大湊海自カレー提供食数（食）】 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

「むつ市のうまいは日本一！」推進

プロジェクト事業

　地域の特産品を市内外に積極的にＰＲすることに

より、一次産業の活性化と地域経済の発展を促進す

る事業である。主要事業の一つである地産地消運

動は、地域の安心・安全な食材を、地域内で率先し

て消費しようという取組であり、年に１回、協力店を

集めた特産品販売イベントを実施している。感謝祭

は10年以上に渡り開催しており、市民の認知度も高

い。安心・安全な市産品の有用性を認識し、地産地

消を促進できる場として、来場者・事業者から開催

を望む声は多くなっている。

　その他、福島県磐梯町「道の駅ばんだい」での「む

つ海鮮祭」など、県外イベントに出展し、特産品の販

売とプロモーションを行っているほか、ＰＲキャラク

ターを活用し、特産品の販路開拓・拡大につながる

事業を展開している。

【地産地消運動実施率（％）】 80 80 80 80 80
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　各種イベントに参加し効果的なプロモーションが展開できたが、ふる
さと納税では昨年度に比べ寄附額が低調な状態が続いている。
　全国市町村魅力度ランキングの調査項目「産品購入意欲度」が廃
止されたため、来年度からは他の目標値を用いる。

【今後の取組の方向性】

　「スーパーマーケットトレードショー」「レストランフェア」「Mロジトラック
セール」を継続的に活用し特産品のPRと新規取引成立を目指す。
　各イベント復活開催を活用し、自衛隊グルメの更なるPR活動に取り
組む。
　ふるさと納税では引き続き返礼品のプロモーションを展開し、寄附額
の増額に努める。

89.4%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　新型コロナウイルス感染症に注意を払いつつ、各種のイベントにて効
果的なプロモーションが展開できた。ふるさと納税では昨年度に比べ
て寄附額が低調であるが、今後のＷｅｂを活用したプロモーション効果
に期待したい。

【今後の取組の方向性】

　下北半島フェアを開催し、首都圏における販路拡大やブランディング
を図る。
　自衛隊グルメでは各種のイベントに出展し、ご当地グルメを活用した
プロモーションを展開する。
　ふるさと納税ではＷｅｂでのプロモーション等を展開し、年末に向けた
寄附額の増額に努める。
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

73.1 76.0 77.0 78.0 79.0 80.0

令和2年度 57.4

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

8.9 11.3 11.a 15.a

景観重要建造物及び景観
重要樹木の案の選定

選定 選定済み

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

景観計画の策定 策定 策定済み

Ａ　良好

　令和３年度中に景観重要建造物及び景観重

要樹木の指定を行うことができた。

景観重要樹木のライトアップ 1箇所（1箇所）
　景観重要樹木「銀杏木の大イチョウ」のライトアップ点灯式を11月7日に行い、11月末まで

の期間で紅葉のライトアップを行った。

内容 実績（目標） 達成状況報告

景観重要建造物及び景観重

要樹木への標識設置
9箇所（9箇所）

　景観重要建造物等への標識設置に係る業務委託が１０月下旬に完了し、全ての物件への標

識設置が完了した。

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

景観が良いと感じる割合
（総合経営計画アンケート）

（％）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑸景観 都市整備部

施策内容 ①景観の向上と保全

73.1
76.0 77.0 78.0 79.0 80.0

57.4

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

景観が良いと感じる割合

（総合経営計画アンケート）

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
3,734 12,480 1,960 1,960 1,960

84.8

R元年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

C 15.8%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 31.6%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　概ね計画どおりに事業を進められており、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　標識設置事業については、受注者との連携を図り、１０月中の完了を
目指す。
　ライトアップ事業については、受注者や町内会との連携を図り、１１月
上旬の点灯開始を目指す。

52.6%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　今年度事業が計画どおりに完了し、良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　新たに景観重要建造物や景観重要樹木が指定された際には、標識
の設置を進め、景観資源の啓発に努める。また、ライトアップ事業等に
よる景観形成については、次年度以降も継続して実施していく。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
みどりと景観創造事業（景観重要

建造物及び景観重要樹木標識設

置・景観重要樹木ライトアップ）

　令和３年６月に策定した「むつ市景観計画」に基づ

き、市民や事業者とともに本市独自の恵まれた景観

資源の保全・活用によるまちづくりを推進すること

で、ふるさとへの愛着や景観への関心を深めるとと

もに、地域の魅力向上及びにぎわいの創出を図る。

【景観が良いと感じる割合（％）】 85.0 85.5 86.0 86.5 87.0
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

75 80 85 90 95 100

令和元年度 57

1 2 2 3 4 5

令和3年度 1

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

11.3 17.17

市民協働関連ＷＳ参加人
数

200人 事業実施見送り

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

市民協働のプレーヤー数 60人 事業実施見送り

Ｃ　やや不
良

　新型コロナウイルス感染症の影響により今年

度は事業の開催はすべて見送ったため。

クラウドファンディングしもきた

チャレンジ件数
1件（2件）

　今年度実施予定であった1件について、予定通り実施することができた。

支援金額：775,000円（支援者数：98人）

プロボノチャレンジ 1件（1件）
　プロボノ事例報告の代表として事例発表を実施。

　事業に参加したボランティア団体からも高い評価を得た。

内容 実績（目標） 達成状況報告

ご近所知恵だし会議 57人（50人参加）
　町内会役員を対象として、弘前大学准教授による講演及びテーブルワークを実施。

参加者数：57人（36町内会）

クラウドファンディングしもきた
チャレンジ件数

（件）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

市民協働関連事業参加者数 （人）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑹市民協働・コミュニティ 企画政策部

施策内容 ①市民協働の施策展開

75
80

85
90 95

100

57

40

50

60

70

80

90

100

110

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

市民協働関連事業参加者数

目標値

実績値

1

0

1

2

3

4

5

6

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（件）

クラウドファンディングしもきた

チャレンジ件数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
311 311 311 311 311

75

R元年度

70 70 70 70 70

1

R3年度

0 - - - -

-

-

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 10.5%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　目標値以上の参加があった。
　年度内の実施は1件だったが、次年度早々に1件実施が見込まれて
いる。
　成果報告を終え、事業について他団体や県から高い評価を得てい
る。

【今後の取組の方向性】

　今後も事業内容を検討や周知徹底に努め、効果的な市民協働事業
を展開したい。

31.6%

C 47.4%

D 10.5%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｃ

A 0.0%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　ボランティア団体やプロボノワーカーとの会議を重ね、同団体の現状
と課題について把握したうえで、今後の計画についての見通しを具体
的に立てることができている。同団体の代表者からは、本事業に対して
「希望に溢れている」との言葉が出ていることから、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　クラウドファンディングしもきたについて、相談を受けている団体との連
携を図り、今年度中のプロジェクトリリースを目指す。

市町村連携型青森プロボノチャレ

ンジ事業

　超高齢化時代を見据えた青森県型地域共生社会

実現のため、企業人等が企業活動による経験や知

識等をＮＰＯ団体等に対してボランティアとして提供

し、活動基盤の強化につなげる年度内完結型のプ

ロジェクト。

　むつ市は団体支援チームと協力したうえで、ＳＮＳを

利用した情報発信サポートを実施する情報発信支

援プログラムを計画し、Ｆａｃｅｂｏｏｋ（団体のページ）

作成や高齢者でもわかりやすい内容の利用マニュ

アルの作成をするため打合せを重ねている。

【プロボノチャレンジ（件）】 1 - -

クラウドファンディングしもきた運営

事業

　起案者へのサポート体制の拡充を図るため、クラウ

ドファンディングしもきたを活用して資金調達した事

業に対し、助成プロジェクトに要する経費のうち、手

数料分の１７％を（上限２０万円）を支援するための

財源を徴取する。

【クラウドファンディングしもきた

チャレンジ件数（件）】
2 2 2 2 2

- -

事業名
事業内容

重要業績評価指標
市民協働まちづくり事業 　市民や各種コミュニティのつながりを生み出し、市

民協働のまちづくりを推進するため、先進事例を紹

介する講演会や「ご近所知恵だし会議」などの地域

課題解決に向けたワークショップを開催する。

【市民協働関連事業参加者数

（人）】
50 85 90 95 100
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

275 310 310 310 310 310

令和元年度 290

12,800 13,300 13,800 14,300 14,800 15,300

令和3年度 15,352

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

1.3 4.7 16.6

公式フェイスブックの「いい
ね！」の数

- 3,886件

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

公式ホームページの年間アク

セス数
310万件 571万件

Ａ　良好

　全庁あげての新型コロナウイルス感染症対

策を中心に市の様々な情報を広報紙・ホーム

ページ・SNS・FMアジュールなどを活用し迅

速かつ正確に発信を行った。また、行政改革

推進の一環として整備されたリモート環境をグ

ループ内で導入し、災害などの有事の際にも

リモートで発信できる体制を構築し、よりス

ピード感をもった発信体制を実現。「伝わる」

広報活動にしっかり取り組むことができたと自

己評価している。

公式LINEの登録者数
15,352人

（15,360人）
　市の情報を随時発信し続け、登録者数も安定しており、計画値付近まで達成した。

内容 実績（目標） 達成状況報告

公式ホームページの年間アク

セス数

290万アクセス

（350万アクセス）

　昨年と比べアクセス数が減少したが新型コロナウイルス発生前と比較するとアクセス数が多

い状況

むつ市公式LINEの登録者数
（15-69歳人口の50％）

（人）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

むつ市公式ホームページの閲覧者数 （万アクセス）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑹市民協働・コミュニティ 企画政策部

施策内容 ②広報広聴の充実

275

310 310 310 310 310

290

260

270

280

290

300

310

320

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（万アクセス）
むつ市公式ホームページの閲覧者数

目標値

実績値

15,352

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

むつ市公式LINEの登録者数

（15-69歳人口の50％）

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
1,584 1,584 1,584 1,584 1,584

275

R元年度

25,517 30,268 30,268 30,268 30,268

22,000

R3年度

0 0 0 0 0

13,401

R3年度

434 434 434 434 434

275

R元年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　LINEをはじめ各種SNSでの発信によりHPへのアクセス数がコロナ
前と比べ増加している。また、R4のHPリニューアルによりHPをご覧に
なった方が気軽にメールで問い合わせができる仕組みも整えたことで
広報広聴の充実が図られていると考える。

【今後の取組の方向性】

　LINEの登録者数を増やすことでHPアクセス数の増加も期待できる
ことから引き続き情報発信に努めたい。

42.1%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ａ

A 52.6%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　LINEをはじめ各種SNSでの発信によりHPへのアクセス数がコロナ
前と比べ増加している。また、R4のHPリニューアルによりHPをご覧に
なった方が気軽にメールで問い合わせができる仕組みも整えたことで
広報広聴の充実が図られていると考える。

【今後の取組の方向性】

　LINEの登録者数を増やすことでHPアクセス数の増加も期待できる
ことから引き続き情報発信に努めたい。

SNS配信事業 　市政情報をスマートフォンへ直接届けられるプッ

シュ通知型のLINEをはじめ、防災かまふせメール、

市民が情報へアクセスするプル型のTwitter、

Facebook、YouTube、TikTokなど、さまざまな

SNSをそのSNSごとの利用者属性やSNSの特性を

活かして、むつ市の情報を届けるべき相手に伝わる

広報を意識して情報展開を行う。

【LINE登録者数（人）】 15,360 15,770 16,180

市民の声データベースシステム保

守事業

　庁内各部局窓口に寄せられる意見や提言、要望等

を担当する職員の業務の効率化及び負担軽減と情

報の集約による全庁的な情報共有を図ることを目

的に、平成23年度から「市民の声データベースシス

テム」を開始し、様々な意見要望に対する進捗状況

や回答等をシステム管理している。

【ホームページアクセス数（万

件）】
350 350 350 350 350

広報紙発行事業 　「みんながつながるむつ市の総合情報誌」として、

市政情報のみならず、市民及び各種団体の取り組

みを紹介する「広報むつ」を年12回発行し、市政へ

の参画を図り協働のまちづくりを実現に結びつける。

【発行部数（部/月） 21,500 21,500 21,500 21,500 21,500

16,590 17,000

事業名
事業内容

重要業績評価指標
ホームページシステム保守業務委

託

　市内外に迅速かつ正確な情報提供を行うため

ホームページを運用。

【ホームページアクセス数（万

件）】
350 350 350 350 350
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

62.8 63.0 63.0 63.0 63.0 63.0

令和3年度 62.1

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.6 11.7 17.17

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

町内会加入率 66.8% -

Ｂ　概ね良
好

　コロナ禍においても、各単会の活動が継続さ

れていることは、町内会からの要望の受領や、

補助金申請時の報告書類より認識できてお

り、町内会加入率の微増も見られた。

コミュニティ助成事業

（申請可能件数の活用）
2件（6件）

　採択結果が下記のとおり確定した。

　・一般助成（２町内会）

内容 実績（目標） 達成状況報告

地域の明るい未来づくり応援

補助金等による町内会活動支

援(全町内会への補助金支

出）

162件（163件）

　地域の明るい未来づくり応援補助金における、地域コミュニティチャレンジ事業の交付決定

を、全162町内会に行った。（1町内会解散のため町内会数は162に減）

　・累計7,033,905円（162町内会）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

町内会加入率 （％）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑹市民協働・コミュニティ 企画政策部

施策内容 ③コミュニティ自治の実現

62.8
63.0 63.0 63.0 63.0 63.0

62.1

61.0

61.5

62.0

62.5

63.0

63.5

64.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

町内会加入率

目標値

実績値

- 45 -



5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
13,400 13,400 13,400 13,400 13,400

62.8

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 10.5%

C 15.8%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　必要に応じて各種補助金申請に係る支援をするなど、市と町内会の
友好な関係を保っている。また市民活動保険の活用実績があったこと
から、制度周知が適切になされているものと判断し概ね良好としてい
る。

【今後の取組の方向性】

　各町内会における活動に対する助成や支援を継続し、要望には真摯
に対応することで、活力ある地域コミュニティづくりの実現に向けて取
り組む。

73.7%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　必要に応じて各種補助金申請に係る支援をするなど、市と町内会の
友好な関係を保っている。また各種補助金とも、申請した町内会につ
いては手続きが順調に完了したことを鑑み、概ね良好としている。

【今後の取組の方向性】

　各町内会における活動に対する助成や支援を継続し、要望には真摯
に対応することで、活力ある地域コミュニティづくりの実現に向けて取
り組む。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
地域コミュニティ助成事業

※地域コミュニティ保全事業

　（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広

報事業として実施する「コミュニティ助成事業」を活

用。コミュニティ組織（自治会、町内会等）が活動す

るための備品や集会施設の整備を行うことで、地域

におけるコミュニティ活動を推進し、地域社会の健全

な発展と住民福祉の向上を図る。

【町内会加入率（％）】 63.0 63.0 63.0 63.0 63.0
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

17.9 19.0 19.0 19.0 19.0 19.0

令和3年度 18.6

25.4 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0

令和3年度 -

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

5.5 8.5 10.4 11.3 17.17

審議会・各種委員会における

女性委員の割合
30.0 23.1

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

市の女性管理職の割合 15.0 17.9

Ｂ　概ね良
好

　令和３年４月１日現在で、女性管理職の比率

は１７.９％であり、目標値を超えている。令和２

年１２月１日現在の審議会及び委員会におけ

る女性委員比率は２３.１％であるが、男女共

同参画週間にて、職員向けに女性委員の積極

的な登用推進について周知を行うなど、啓発

活動を継続している。

審議会・各種委員会における

女性委員の割合
（30.0%）

　　1月に第2回委員会を開催、2月～3月にパブリックコメントを実施、同月委員会より市へ答

申され計画を策定した。

　※翌年7月に内閣府所管調査を実施するため、最新が令和3年度の数値（25.4）となる。

内容 実績（目標） 達成状況報告

市の女性管理職の割合 18.6%（19.0%）
　1月に第2回委員会を開催、2月～3月にパブリックコメントを実施、同月委員会より市へ答申

され計画を策定した。

審議会・各種委員会における
女性委員の割合

（％）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

市の女性管理職の割合 （％）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑺男女共同参画・女性活躍 企画政策部

施策内容 ①男女共同参画社会づくりに向けた意識改革

17.9

19.0 19.0 19.0 19.0 19.0

18.6

17.0

17.5

18.0

18.5

19.0

19.5

20.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

市の女性管理職の割合

目標値

実績値
24.0

26.0

28.0

30.0

32.0

34.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

審議会・各種委員会における

女性委員の割合

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
237 237 237 237 237

17.9

R3年度

25.4

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

C 10.5%

D 5.3%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%
市が「男女共同参画室」を設置して20年
以上が経過し、男女共同参画は、今や社
会の一般常識となっています。したがって、
この項目は、次回から削除しても良いの
でないかと思う。

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　各施策は、むつ市の男女共同参画推進基本計画をもとに実施する必
要があり、計画策定のための諮問機関である委員について選定まで
実行できたことにより概ね良好としている。

【今後の取組の方向性】

　男女共同参画推進委員に関する委嘱、その後の計画策定に係る諮
問を行う予定としている。

78.9%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　第３次むつ市男女共同参画推進基本計画策定のための諮問機関で
ある男女共同参画推進委員会委員の委嘱及び委員会への諮問し、委
員会による審議を経て答申いただき、計画を策定し公開できた。

【今後の取組の方向性】

　第３次むつ市男女共同参画推進基本計画に基づき、男女共同参画
社会の実現に向けた取り組みを進めていく。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
男女共同参画推進事業 　男女共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に

推進するため、男女共同参画基本計画策定に係る

審議、男女共同参画社会の推進・啓発方法等につ

いて調査審議する。男女共同参画推進委員会に係

る費用。

【審議会・各種委員会における女

性委員の割合（％）】
30.0 30.0 30.0 30.0 30.0

【市の女性管理職の割合（％）】 19.0 19.0 19.0 19.0 19.0
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

令和2年度 22.2

44.0 50.0 65.0 75.0 85.0 95.0

令和2年度 37.5

- 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0

- 25.4

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

女性活躍推進企業認定制度

創設に係る検討
検討

検討により、制度は創設し
ないことに決定

Ｂ　概ね良
好

　認定制度の必要性や、事業者へのメリットに

ついて研究を実施。すでに国や県で実施して

いる認証制度がある現状において、市がそれ

らと区別またはそれら以上の効果をもたらすこ

とは不可能と判断し、制度創設はしないことと

した。

男性職員の妻の出産に伴う特

別休暇の取得率
37.5%（50.0%）

　予定していた通り、第3次むつ市男女共同参画推進基本計画へ、新たに女性活躍推進法に

係る部分を追記し策定できた。

内容 実績（目標） 達成状況報告

男性職員の育児休業取得率 22.2%（1.0%）
　予定していた通り、第3次むつ市男女共同参画推進基本計画へ、新たに女性活躍推進法に

係る部分を追記し策定できた。

市民アンケートにおける
「ワーク・ライフ・バランス」の満足度

（％）

男性職員の育児休業取得率 （％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

男性職員の妻の出産に伴う特別休暇の
取得率

（％）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑺男女共同参画・女性活躍 企画政策部

施策内容 ②市民一人ひとりのワーク・ライフ・バランスの実現

0
1.0

2.0
3.0

4.0
5.0

22.2

0

5

10

15

20

25

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

男性職員の育児休業取得率

目標値

実績値

44.0
50.0

65.0

75.0

85.0

95.0

37.5

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

男性職員の妻の出産に伴う特別休暇の取得率

目標値

実績値

33.0 33.0 33.0 33.0 33.0

25.4
23.0

25.0

27.0

29.0

31.0

33.0

35.0

37.0

R4 R5 R6 R7 R8

（％）

市民アンケートにおける

「ワーク・ライフ・バランス」の満足度

目標値

実績値
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4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

5.1 8.5 10.4 11.3 17.17

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
237 237 237 237 237

17.9

R3年度

25.4

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

C 10.5%

D 10.5%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　市本庁舎での女性活躍やジェンダー平等に関するパネル展示、市図
書館へのそれらに関する図書貸出コーナーを設置するなど啓発に努
めたこと及び、これまでなかった女性活躍推進に関する計画の策定準
備に着手したことから概ね良好とする。

【今後の取組の方向性】

　男女共同参画推進委員に関する委嘱、その後の計画策定に係る諮
問を行う予定としている。

73.7%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　市本庁舎での女性活躍やジェンダー平等に関するパネル展示、市図
書館への図書貸出コーナー設置などによる啓発のほか、下北文化会
館でジェンダー視点を取り入れた避難所運営訓練を実施した。また、
女性活躍推進法に関する部分を明記した第3次むつ市男女共同参画
推進基本計画を作成した。

【今後の取組の方向性】

　女性活躍推進法に関する部分を明記した第３次むつ市男女共同参
画推進基本計画に基づき、男女共同参画社会の実現に向け、女性の
みならず男性の働き方等も含めて、個人の意識や社会の体制を変革
し、一人ひとりのワーク・ライフ・バランスの実現に取り組む。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
男女共同参画推進事業 　男女共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に

推進するため、男女共同参画基本計画策定に係る

審議、男女共同参画社会の推進・啓発方法等につ

いて調査審議する。男女共同参画推進委員会に係

る費用。

【市の女性管理職の割合（％）】 19.0 19.0 19.0 19.0 19.0

【審議会・各種委員会における女

性委員の割合（％）】
30.0 30.0 30.0 30.0 30.0
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

3 5 5 5 5 5

令和元年度 4

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

4.7 5.1 10.2 11.a 14.a

15.6 16.7 17.14

ムチュリーディング(英語で
の読み聞かせ)プログラム
実施回数

3回 10回

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

ムチュリンガル教室実施施設

数
15施設 15施設

Ｂ　概ね良
好

　ムチュリンガル教室は新型コロナウイルス感

染症のクラスター発生等により、実施回数を大

幅に減らすこととなった。ムチュリーディングを

計画以上に実施できていること、対面授業の

代替案としてのCD・DVDを作成できたことか

ら、概ね良好とする。

ムチュリンガル教室実施施設

数
18施設（18施設） 　継続して希望する保育施設全てでムチュリンガル教室を実施できている。

内容 実績（目標） 達成状況報告

会津若松市との交流回数 4回（5回）
　9月の会津まつり視察以降、相互訪問等の交流は減少したが、来年度の交流に向けて、計画

を進めている。

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

交流機会の回数 （回）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑻国際・都市間交流 企画政策部

施策内容 ①姉妹都市等との交流

3

5 5 5 5 5

4

0

1

2

3

4

5

6

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（回）

交流機会の回数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
8,777 8,506 8,712 8,852 8,872

37

R3年度

18

R3年度

1,751 324 1,033 324 324

3

R元年度

0 7,688 7,688 7,688 7,688

4

R3年度

10

R3年度

0 425 425 425 425

11

H30年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　交流回数は計画値に届かなかったが、会津若松市との訪問受入事
業を実施するなど、概ね計画どおり実施することができたことから、概
ね良好とする。

【今後の取組の方向性】

　ムチュリンガル教室、姉妹都市交流ともに例年通り進められているた
め、今後も継続して業務を進める。

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　姉妹都市交流は、新型コロナウイルスの影響で4年ほど訪問活動が
休止していたが、今年度は予定通り行うことができた。国際交流につ
いても、今年度配置された国際交流員独自の国際交流活動を企画・
実施しており、新たな層に向けた国際交流ができていることから、良好
とする。

【今後の取組の方向性】

　イベント等の企画の際は会津若松市を拠点とする事業者の招待も積
極的に取り組む。DXをはじめとした会津若松市が先進的に取り組ん
でいる事業の研修など多様な交流も検討する。

ジュニア大使派遣事業 　姉妹都市交流を通し、次代を担う人材の育成に資

する。

　むつ市内の中学生がアメリカ合衆国ポートエンジェ

ルス市の生徒との交流を通して、語学力の向上を図

り、まちづくり・文化・生活様式等について発表する。

【ジュニア大使派遣人数（人）】 10 10 10

中華民国陽明國民中学との友好

交流事業

　旧川内町立川内中学校と中華民国陽明國民中学

との姉妹校交流を引き継ぎ、中華民国の中学生と

文化交流を図る。

【陽明國民中学からの受け入れ

生徒数（人）】
12 12 12 12 12

会津若松市姉妹都市交流事業 　会津若松市との姉妹都市盟約以来継続している

相互訪問事業（4年に1度ずつ相互に訪問する）。

【民間団体による交流（回）】 2 2 2 2 2

10 10

【ジュニア大使アンケート（段階）】 3 3 3 3 3

事業名
事業内容

重要業績評価指標
国際交流事業 　市の国際交流事業推進のため、国際交流推進員

の活動により、市民への国際理解啓発活動を行うと

ともに、地域の国際化を推進する。

　また、平成28年度から国際交流推進員が市内の

幼稚園・保育園に訪問しての「幼児向け英語推進プ

ログラム（英語で遊ぼうムチュリンガル教室）」を実

施している。

　米国ワシントン州ポート・エンジェルス市との姉妹都

市交流を促進する。

　民間レベルでの国際交流活動の促進とともに、総

務省が提示している「地域における多文化共生推

進プランについて」（平成18年3月27日付け総行

国第79号総務省自治行政局国際室長通知）を踏

まえ、地域の在住外国人と地域住民との多文化共

生を促進する。

【ムチュリンガル教室実施施設数

（施設）】
18 18 18 18 18

【国際交流イベント開催回数

（回）】
50 50 50 50 50
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７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

57.9%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 31.5%

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

175 185 195 205 215 225

令和3年度 176

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

4.4 6.3 7.1 8.3 9.5

11.a 12.4 13.3 14.2 15.1

16.7 17.17

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

イベント来客数

（イベント合計）
1,500人 116名

Ｂ　概ね良
好

　新型コロナウイルス感染症拡大防止を考慮

し、人数制限等を行ったため年次目標は達成

に至らなかったものの、感染症対策を講じ、予

定通りのイベント開催となったため、概ね良好

とする。

内容 実績（目標） 達成状況報告

イベント来客数

（イベント合計）
491人（320人）

　令和4年7月24日　むつ科学技術館開館イベント（来場者数126名）

　令和4年11月24日　むつ海洋・環境科学シンポジウム（オンライン含む来場者数176名）

　令和5年1月28日　むつ科学技術館来館者50万人達成記念報告会（来場者数189名）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

シンポジウム参加者数 （人）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 １．活力あるむつ市の創生 関係部局

施策項目 ⑼海洋科学研究拠点 企画政策部

施策内容 ①研究活動環境の充実

175
185

195
205

215
225

176

140

160

180

200

220

240

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

シンポジウム参加者数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
147 147 147 147 147

175

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　令和4年7月24日にむつ科学技術館開館記念イベントを開催。午前
70名、午後70名の来場者数制限を設けて実施したところ、事前申込
では140名の参加が見込まれていたが、当日キャンセルがあり、126
名の来場となった。新型コロナウイルス感染症の影響のなか、126名も
の来場があったことから、概ね良好とする。

【今後の取組の方向性】

　11月には第18回むつ海洋・環境シンポジウムが予定されている。今
年度は現地とオンラインの2つの参加方法があるため、大勢の参加者
が見込まれる。

94.7%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　令和5年1月28日に開催したむつ科学技術館来館者50万人達成
記念報告会では189名の来場があり、海の子保育園による太鼓の演
奏や、サイエンスクラブOBの発表、弘前大学教授の特別講演などが
行われ、地域住民の科学の普及に向けたイベント開催となったため良
好とする。

【今後の取組の方向性】

　毎年開催されるむつ海洋・環境科学シンポジウムに向けて、研究機関
との連携し、イベント開催の周知を図り、地球環境の保全に向けた世界
レベルの活動とその研究成果について多くの地域住民に理解してもら
うことを目指す。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
市内４研究機関支援事業費 　海洋研究に関わる国立研究開発法人海洋研究開

発機構、公益財団法人日本海洋科学振興財団、国

立研究開発法人日本原子力研究開発機構青森研

究開発センター及び公益財団法人日本分析セン

ターの４機関が、地球環境の保全等に向けた世界レ

ベルの活動と情報発信を行っており、毎年11月に

同研究機関、青森県及びむつ主催で海洋・環境科

学シンポジウムを開催し、研究成果を発表する。

【シンポジウムの参加者数の増加

（人）】
225 225 225 225 225
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：全国又は県の値　下段：むつ市の値】

64.7 65.6 3㌽上回る

令和3年度 64

70.20 63.2 3㌽上回る

令和3年度 60

- 63.3 3㌽上回る

令和3年度 61

64.6 69.0 3㌽上回る

令和3年度 69

57.2 51.4 3㌽上回る

令和3年度 48

- 49.3 3㌽上回る

令和3年度 47

58 63 3㌽上回る

令和3年度 58

51 51 3㌽上回る

令和3年度 49

全国学力・学習状況調査（小６・算数） （㌽）

全国学力・学習状況調査（小６・理科） （㌽）

全国学力・学習状況調査（中３・理科） （㌽）

全国学力・学習状況調査（中３・国語） （㌽）

青森県学習状況調査（小５）
（国語・社会・算数・理科の平均値）

（㌽）

青森県学習状況調査（中２）

（国語・社会・数学・理科・英語の平均値）
（㌽）

全国学力・学習状況調査（中３・数学） （㌽）

全国学力・学習状況調査（小６・国語） （㌽）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ２．教育・子育て環境の向上 関係部局

施策項目 ⑴教育 教育委員会事務局

施策内容 ①学力の向上

51.4

48

45.0

47.0

49.0

51.0

53.0

55.0

R4 R5 R6 R7 R8

（㌽）

全国学力・学習状況調査（中３・数学）

全国

むつ市

49.3

47

43.0

45.0

47.0

49.0

51.0

53.0

R4 R5 R6 R7 R8

（㌽）

全国学力・学習状況調査（中３・理科）

全国

むつ市

54.4

全国+3㌽

52.3

全国+3㌽

65.6

64

59.0

61.0

63.0

65.0

67.0

69.0

R4 R5 R6 R7 R8

（㌽）

全国学力・学習状況調査（小６・国語）

全国

むつ市

63.2

60

57.0

59.0

61.0

63.0

65.0

67.0

R4 R5 R6 R7 R8

（㌽）

全国学力・学習状況調査（小６・算数）

全国

むつ市

63.3

61

57.0

59.0

61.0

63.0

65.0

67.0

R4 R5 R6 R7 R8

（㌽）
全国学力・学習状況調査（小６・理科）

全国

むつ市

69.0 69

62.0

64.0

66.0

68.0

70.0

72.0

R4 R5 R6 R7 R8

（㌽）

全国学力・学習状況調査（中３・国語）

全国

むつ市

68.6

全国+3㌽

66.2

全国+3㌽

全国+3㌽

66.3

全国+3㌽

72.0
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３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

4.1 10.2

実績 取組状況（評価結果）

春と秋の市内小中学校訪問 22校（全校） 22校

Ｃ　やや不
良

　方針と重点に関わる事務作業を滞りなく進め

ることができた。

　各学力調査の結果をまとめ、市全体と各校の

状況が分かるように示すことができた。教員の

全国大会派遣は、希望は多いものの新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響で中止の大会が

多く、結果として参加者が少なかった。

　６割以上の学校が、授業中や朝自習、業間な

どの場面で少なくとも週に１回以上はデジタル

教材を使用するなど、児童生徒の実態に応じ

て効果的に活用し、学習内容の定着に向けて

活用されている。

学習者用デジタル教材の導入

（前年度の使用回数との比

較）

小学校11.0倍（4倍）

中学校38.9倍（5倍）

　各学校へ各種学力調査問題と関連する問題を周知することで、学習者用デジタル教材の活

用を促した。「累計学習回数」については、昨年度よりも大きく増加した。

新聞を活用した学習への支援
全小中学校配備

（全小中学校配備）

　児童生徒アンケートでは、40％（昨年度41％）の児童生徒がニュースや時事に関心をもつよ

うになったと回答した。また、47％（昨年度48％）の児童生徒が語彙が増加したと回答した。

全国学力・学習状況調査、県

学習状況調査において県平

均通過率を上回る
上回る 下回る

学習者用デジタル教材の導入 導入
英語デジタル教材導入済

み（周知活動継続）

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標

内容 実績（目標） 達成状況報告

全国学力・学習状況調査、県

学習状況調査において県平

均通過率を上回る

下回る

（全国平均値、県平均値を上

回る）

　全国学力・学習状況調査の結果、小学校は、国語・算数・理科ともに全国平均（▲2.37）、県

平均を下回った。中学校は、国語が全国平均、県平均と同値であり、数学と理科で全国平均

（▲1.90）、県平均を下回った。

　青森県学習状況調査の結果、中学校国語以外の教科で県通過率を下回った。また、昨年度

と比較すると、小学校では社会、算数、理科、４教科総合で、中学校では社会、数学で県通過

率との差が広がった。（小：県比▲５、中：県比▲２）

　全国学力・学習状況調査及び青森県学習状況調査の結果を踏まえ、各種調査問題と関連す

る学習者用デジタル教材の問題を各学校へ周知し、復習や次年度に向けた取組に活用するよ

う促した。

63

58

56

58

60

62

64

66

R4 R5 R6 R7 R8

（㌽）
青森県学習状況調査（小５）

（国語・社会・算数・理科の平均値）

青森県

むつ市

51

49

44

46

48

50

52

54

R4 R5 R6 R7 R8

（㌽）

青森県学習状況調査（中２）

（国語・社会・数学・理科・英語の平均値）

青森県

むつ市

県+3㌽

66

県+3㌽

54
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
11,403 11,583 11,583 11,583 11,583

-3

R3年度

-3

R3年度

25,648 0 30,360 182,160 30,360

77

R3年度

0

R3年度

2,875 3,000 3,000 3,500 3,500

41

R3年度
50 50

【児童生徒アンケート（小中学生）

（％）】
50 50 50

GIGAスクール端末等整備事業 　IoT、ビックデータ、AI等をはじめとする技術革新に

より、新しい価値やサービスが提供され、人々に豊か

さをもたらす新たな社会society5.0の到来が予測

されている。変化が予測できない状況でも世の中の

情報や情報手段を主体的に活用していく能力（情

報活用能力）を育むことが必要なことから、小中学

校におけるＩＣＴ端末を整備するものである。

【GIGAスクール端末更新率

（％）】
- - 11 77 88

新聞を活用した学習への支援事

業

　本市の小・中学生が新聞に親しみ、新聞を読む習

慣を身につけるとともに、授業等で新聞を活用した

教育活動を推進するため、小学校５・６年生及び中

学校全学年の各学級に希望する新聞を１部配備す

る。

【GIGAスクール端末整備率

（％）】
100 - - - -

事業名
事業内容

重要業績評価指標
学力向上推進事業 　学力調査の実施と分析を行い、実態を踏まえた学

力の向上と教師の指導力の向上を図る。

　活用力（思考力・判断力・表現力等）の育成と知識

及び技能の確かな習得に向けて、各種学力調査結

果の分析を生かした学習指導等について指導・助

言する。

　この事業は毎年継続され、児童生徒の学力の推移

についての分析資料としている。

　本市の児童生徒の基礎学力の定着に向けて、小

学校では国語、社会、算数、理科の４教科、中学校

では国語、社会、数学、理科、英語の５教科のデジタ

ル教材を購入する。

【県平均通過率を上回る（中２）

（㌽）】
3 3 3 3 3

【県平均通過率を上回る（小５）

（㌽）】
3 3 3 3 3
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｃ

　昨年度に比べ、全国平均、県平均を下回る教科が増加した。
　昨年度に比べて教科数が増えたことで、授業だけでなく、朝自習や家
庭学習等で活用する学校が増えた。
　９月より月額購読料が値上がりした新聞もあったが、現段階では年
度末まで各校に新聞を確実に配備できる予定である。

【今後の取組の方向性】

　要請訪問等を通じて、「学力向上プログラム」に基づく授業改善に対
する指導、助言に努める。
　各学校に対し、活用についての更なる周知に努める。
　各校より、経年劣化に伴う新聞ストッカーや新聞ばさみ等の交換の要
望があるため、予算の範囲内で可能な限り対応していく。

15.8%

C 68.4%

D 10.5%

【主な意見】

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｃ

A

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｃ

　昨年度に比べ、全国平均、県平均を下回る教科が増加した。
　昨年度に比べて教科数が増えたことで、授業だけでなく、朝自習や家
庭学習等で活用する学校が増えた。
　ニュースや時事に関心をもつようになったと回答した割合は、昨年度
とほぼ同値であったが、新聞を週１日以上読む児童生徒の割合は
21％（昨年度34％）と減少した。新聞と児童生徒をどのように結び付
けていくかが課題である。

【今後の取組の方向性】

　要請訪問等を通じて、「学力向上プログラム」に基づく授業改善に対
する指導、助言に努める。
　各学校に対し、活用についての更なる周知に努める。
　新聞と児童生徒を結び付け効率的に新聞を活用するために、東奥日
報を教材として購読した学校には児童生徒個々のタブレット端末から
利用できる「東奥日報電子版」のＩＤとパスワードを各校に提供してい
く。
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：県の値　下段：むつ市の値】

13.55 16.4 県平均下回る

令和3年度 18.9

13.82 14.3 県平均下回る

令和3年度 14.9

55.10 50.4 県平均上回る

令和3年度 49.15

45.91 50.0 県平均上回る

令和3年度 51.95

３．年次目標【令和4年度】

内容 実績（目標） 達成状況報告

体力テストの結果（中学生） （㌽）

体力テストの結果（小学生） （㌽）

肥満傾向児の出現率（小学生） （％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

肥満傾向児の出現率（中学生）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ２．教育・子育て環境の向上 関係部局

施策項目 ⑴教育 教育委員会事務局

施策内容 ②体育・健康教育の充実

（％）

学校危機管理マニュアル改訂 冊子発行（改訂版発行）

　5月30日、7月4日、10月25日の3回、危機管理マニュアル策定委員会を開催し、マニュアル

の内容が定まった。その後12月21日に学校説明会を開催し、改訂の趣旨・内容について説明

した。1月開催の指導の方針と重点説明会において、今回改訂した危機管理マニュアルも参考

にしながら、自校のマニュアルの見直しを図っていただくよう周知した。

健康の未来を変えるプロジェ

クト授業実施
1校（1校以上実施）

　11月10日、大平中学校において、中路教授を講師にお迎えして、プロジェクト授業を実施し

た。次年度の実施校希望調査を行い、市内3校より実施希望があった。

新体力テスト実施
小：下回る／中：上回る

（県平均を上回る）

　今年度の結果（　）内は県平均。

小5男子：48.9(49.8)／小5女子：49.4(51.0)

中2男子：51.8(50.4)／中2女子：52.1(49.6)

13.55

16.4

18.9

13.00

14.00

15.00

16.00

17.00

18.00

19.00

20.00

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

肥満傾向児の出現率（小学生）

青森県

むつ市 13.82 14.3

14.9

13.00

14.00

15.00

16.00

17.00

18.00

19.00

20.00

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

肥満傾向児の出現率（中学生）

青森県

むつ市

55.10

50.4

49.15

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（㌽）
体力テストの結果（小学生）

青森県

むつ市

45.91

50.0

51.95

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（㌽）

体力テストの結果（中学生）

青森県

むつ市
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評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.7 4.7 10.2

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
77 77 77 77 77

2

R3年度

439 - - - -

-

-

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　「健康の未来」を変えるプロジェクト授業は１校での実施であるため、
学校の要望に添うように中路教授との連絡調整を行った。
　できるだけ全ての児童生徒が実施できるよう、また、期日を守れるよう
各学校に周知を行った。
　事前にマニュアルを送付し、意義のある策定委員会となるようにでき
た。

【今後の取組の方向性】

　１１月の実施に向けて、さらに連絡調整を図り、生徒の健康への意識
を高められるようにする。また、１月に行われる「指導の方針と重点説
明会」で次年度に向けて周知する。
　スポーツ庁からむつ市の児童生徒の体力に関するまとめが送付され
てくるため、それを活用して強みと弱みを明らかにしたり、日常的に運
動に親しむようにしたりするなどの指導について各学校に周知する。
　１２月に各学校の生徒指導担当者に対して改訂版の説明を行い、各
学校の危機管理マニュアルの見直しを推進する。

学校危機管理マニュアル策定事

業

　児童生徒等の安全を確保するため、危機等発生時

において教職員が取るべき行動の具体的内容及び

手順を定めた「危機管理マニュアル」を作成する。

【危機管理マニュアル作成（部）】 330 - - - -

事業名
事業内容

重要業績評価指標
「健康の未来」を変える授業プロ

ジェクト

　社会医学の第一人者である弘前大学大学院医学

研究科の中路重之特任教授の協力を得て、むつ市

の健康課題の解決に向けた系統的な授業モデルと

推進体制の構築に向け取り組む。

　これまでの実践を基に作成した指導事例集を参考

に、希望校で健康教育を進める。

【実施校数（校）】 2 2 2 2 2

1校 2校

Ｂ　概ね良
好

　「健康の未来」を変えるプロジェクト授業は２

校で開催した。両校とも学年単位での実施で

あったが、個々の健康への意識を高めることが

できた。

　各学校では、体力テストの結果を分析して

「体力向上計画」を作成しており、年間を通じ

て計画的に運動習慣の形成に向けた取組を

行っている。

体力テストの県平均への到達 平均点 -

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

健康教育の授業実施校
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選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

84.2%

C 15.8%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　次年度の実施希望校が3校となり、事業の一層の充実に向け取組を
進めることが可能となった。
　小学校では県平均に届かなかったものの、中学校では男女とも県平
均を上回り、日常的に体力の向上が図られていることの証左となった。
　市内の学校から、自校の危機管理マニュアル改訂について問い合わ
せが入るなど、今回改訂した危機管理マニュアル活用に向けた取組が
始まってきている。

【今後の取組の方向性】

　次年度の事業実施に向け、中路教授と連絡を取りながら、日程調整
等を行っていく。
　次年度の計画訪問等で体力の保持増進について、むつ市の現状も
伝えながら、各学校に周知する。
　次年度は「学校危機管理マニュアルの活用」の年と位置づけ、配付し
た冊子やデータを活用して、自校のマニュアルの見直しに取り組んで
いただくよう、計画訪問等で各校に周知する。
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：全国の値　下段：むつ市の値】

80.3 79.8 6㌽上回る

令和3年度 83.3

68.6 67.3 6㌽上回る

令和3年度 79.1

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

4.7 10.2

全国学力・学習状況調査質問

紙調査の「夢や目標の肯定的

回答率」
全国平均点 80.3%

Ｂ　概ね良
好

　各調査の分析結果を各校に伝えることを通

して、将来の夢や希望に対する児童生徒の意

識の状況と、さらに意欲を高めるための方策を

示すことができた。

　７校で実施したキャリア教育講演会の評価に

ついて、４段階評価でA評価が８９％、Aまたは

B評価が９８％であった。

　教育相談で対応した３４名のうち、２０名の不

登校児童生徒が適応指導教室を利用した。事

業の効果が発揮され、３名が別室登校等の

チャレンジ登校に、６名が学校復帰につながっ

た。また、通室する中学３年生全員が進路達成

できた。

キャリア教育講演会実施 9校 7校

教育相談室開設（不登校児

童生徒数の50％を支援）
50% 20人/34人中

内容 実績（目標） 達成状況報告

全国学力・学習状況調査における
夢や目標の肯定的回答率（小6）

（％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

不登校児童生徒のへの支援

(教育相談室開設)
29.3%（30%）

　教育相談並びに適応指導により、悩みを抱える児童生徒の教育的ニーズに沿った支援を

行った。学校と情報交換を図り学校の取組への支援も行った。

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標

全国学力・学習状況調査における
夢や目標の肯定的回答率（中3）

（％）

実績 取組状況（評価結果）

キャリア教育講演会での児童

生徒によるA評価の割合
99%（80%）

　3校でキャリア教育講演会を実施し、児童生徒が意欲的に質問したり、意見を発表したりする

姿が見られた。また、児童生徒の話を聴く態度も立派であった。

　県内在住の講師を中心に事業（キャリア教育講演会）を実施したが、より学校のニーズに

合った事業となるよう、講師の選定を行った。

スクールサポータ－の配置

(特別支援教育の充実)
33名（33名）

　配置したスクールサポーターに対して、校長による勤務評定、学校アンケートを実施した。ま

た、次年度に向けて面接試験を行い、令和5年度も33名を配置することができた。

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ２．教育・子育て環境の向上 関係部局

施策項目 ⑴教育 教育委員会事務局

施策内容 ③夢を育む教育

79.8

83.3

76.0

78.0

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

R4 R5 R6 R7 R8

（％）

全国学力・学習状況調査における夢や目標の

肯定的回答率（小6）

全国

むつ市

67.3

79.1

66.0

68.0

70.0

72.0

74.0

76.0

78.0

80.0

R4 R5 R6 R7 R8

（％）

全国学力・学習状況調査における夢や目標の

肯定的回答率（中3）

全国

むつ市

全国+6㌽

85.8

全国+6㌽

73.3
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
819 819 819 819 819

98

R3年度

48,015 49,164 49,164 49,164 49,164

33

R3年度

5,435 5,435 5,435 5,435 5,435

35

R3年度

19,439 19,363 20,534 20,954 21,014

7.3

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

スクールサポーター配置事業 　小・中学校の通常学級並びに特別支援学級に在

籍する多動傾向や要介助など、特別な配慮を必要

とする児童生徒の学校生活を支援するために、希望

する支援対象児童生徒在籍校へスクールサポー

ターを配置するものである。

　各学校の要望と学校教育課で確認した児童生徒

の状況をもとに、緊急性や必要感の高い学校にス

クールサポーターを配置し、児童生徒の支援にあ

たっていただく。

【スクールサポーター配置（人）】 33 33 33 33

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　昨年度よりも申込みをした学校が２校増え、９校で本事業を活用いた
だいている。今年度は、各学校の実態に応じて講師を選択できるよう
に、新しく、医師、プロ津軽三味線奏者や青森地方気象台の方に事業
の講師依頼をした結果、これらの講師に対する学校からの希望が多く
なり、学校の要望に応えられるものであった。
　弘前大学教職大学院准教授を講師として開催した特別支援教育研
修講座は、参加者アンケートでA評価９８％であり、ニーズに十分応え
られるものであった。
　現在、教育相談で対応した２８名のうち、１４名の不登校児童生徒が
適応指導教室を利用している。事業の効果が発揮され、２名が学校復
帰につながった。通室によって着実に内面的エネルギーが蓄えられて
おり、様々なことに挑戦する意欲が生まれている。スモールステップで
個々の課題を乗り越えさせることで成功体験が積み重なり、通室生の
自己肯定感も徐々に高まっている。

【今後の取組の方向性】

　今後、小学校１校、中学校２校、計３校における講演会が予定されて
いるため、各講師や関係各校と連携を図り、滞りなく講演会を進めてい
く。
　個々の児童生徒に合った特別の教育課程を編成できるよう、1月の
教育課程研修講座の内容を検討する。また、来年度、小学校入学時か
ら特別支援学級在籍予定の未就学児について、充実した個別の教育
支援計画を作成するために保護者との面談を重ねていく。
　教育相談室では、不登校等の悩みを抱える児童生徒の学校復帰に
向けて、今後も教育相談並びに適応指導を行っていく。

33

外国語指導助手派遣事業 　小学校での外国語活動及び外国語科、中学校で

の外国語科、小・中学校での諸活動にALTを派遣

することによって、児童生徒が我が国や諸外国の文

化と伝統について関心と理解を深めるとともに、英

語によるコミュニケーション能力の素地と基礎を養う

ものである。

【外国指導助手勤務評定（１０点

満点）（点）】
5 5 5 5 5

事業名
事業内容

重要業績評価指標
キャリア教育推進事業 　キャリア教育の一環として、むつ下北または青森県

出身者を中心に様々な分野で活躍をしている方の

講話を聴く体験を通して、将来の職業に対する意識

や学習意欲を向上させ、本市の未来を担う人材を

育成することにつなげる。

【児童生徒アンケート（％）】 80 80 80 80 80

教育相談室費 　教育研修センターにむつ市教育相談室を設置し

て、不登校傾向の児童生徒やその保護者、関係教

職員に対して、教育相談員による教育相談活動を実

施する。

【不登校児童生徒のうち相談室来

室者の割合（％）】
30 30 30 30 30
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選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

100.0%

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。
年次目標にある不登校児童生徒への支
援30％という目標値の意味が理解しずら
い。

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　昨年度よりも申込みをした学校が2校増え、9校の学校で本事業を活
用いただいている。今年度は、各学校の実態に応じて講師を選択でき
るように、新しく医師、プロ津軽三味線奏者や青森地方気象台の方に
事業の講師依頼をした結果、これらの講師に対する学校からの希望が
多くなり、学校の要望に応えられるものであった。
　校長の勤務評定や学校アンケートの結果、ポジティブ評価が96％で
あったことから、各校の教育活動を支える重要な事業となっていると捉
えられ、良好であると言える。
　3月末までに来室相談30件、電話相談5件に対応した。そのうち不登
校を主訴とする児童生徒21名が適応指導教室を利用した。通室に
よって内面的エネルギーが蓄えられ、様々なことに挑戦する意欲が生ま
れ、早期に学校復帰につながるケースもあった。

【今後の取組の方向性】

　児童生徒が積極的に講師に質問したり、自分の考えを発表したりす
る様子が窺われた。来年度も児童生徒や各学校のニーズに応えられ
るように、対面だけではなく、ICTを活用した講演会も進めていく。
　ハロ－ワークへの求人票提出や市ＨＰへの掲載等、人材確保に取り
組んでいく。
　教育相談室では、不登校等の悩みを抱える児童生徒の学校復帰に
向けて、今後も教育相談並びに適応指導を行っていく。
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

65 100 100 100 100 100

令和3年度 100

22 21 21 21 21 21

令和3年度 21

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

4.7 10.2 14.2 15.2

ジオパーク体験活動参加校数 22校 22校

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

学校運営協議会開催 全小・中学校 開催済み

Ｂ　概ね良
好

　１月から３月までの間、計10回(うち書面協

議2回)の学校運営協議会会議が開催され

た。今年度は、回数に若干の差はあれ、全小中

学校で学校運営協議会会議が開催された。

　各校ではジオパーク学習（地域学習）を計画

的に実施し、内容も見学にとどまらず、ジオ

パーク推進課や生涯学習課に出前授業の講

師を依頼したり、農業体験や水産業体験を実

施したりするなど充実した活動を行っている。

ジオパーク体験活動推進事業 13校（10校）

　申請のあった13（小6校、中7校）校では、計画通りジオパークを含めた体験活動が実施され

た。また、12月の下北ジオパーク学習・活動発表会では、小学校4校と中学校1校がステージ

発表を行った。

　児童生徒アンケートでは、74%（昨年度とほぼ同値）の児童生徒が、今までよりも地域のこと

に興味を持つようになったと回答した。また、45％（昨年度40％）の児童生徒が、自分たちが

住んでいる地域のために何かできることはないか考えようと思ったと回答した。

内容 実績（目標） 達成状況報告

学校運営協議会開催
全小・中学校

（全小・中学校）

　ほぼすべての学校で全3回の会議が開催され、委員の意見を行事や地域活動などに取り入

れたり学校運営に果たす役割が大きくなっている。

ジオパーク体験活動参加校
（全小中学校）

（校）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

学校運営協議会会議の結果を踏まえ、
学校運営の改善、地域住民との

共同活動に取り組んだ割合

（％）

R8年度

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ２．教育・子育て環境の向上 関係部局

施策項目 ⑴教育 教育委員会事務局

施策内容 ④地域とともにある学校

65

100 100 100 100 100
100

50

60

70

80

90

100

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

学校運営協議会会議の結果を踏まえ、学校運営の

改善、地域住民との共同活動に取り組んだ割合

目標値

実績値

22

21 21 21 21 2121

14

16

18

20

22

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（校）

ジオパーク体験活動参加校（全小中学校）

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
2,262 1,996 1,996 1,996 1,996

100

R3年度

1,780 1,946 1,946 2,000 2,000

22

R3年度

75

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 10.5%
基本計画の目標値であるジオパーク体験
活動参加校（全小中学校）が22校⇒21
校となっている点が気になる。別の表現方
法やKPIの設定はできないのか。

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　全小・中学校で学校運営協議会が開催され、委員の皆様の学校運
営に関する理解が深まった。
　昨年度よりも申請した学校が３校増え、より多くの学校で本事業を活
用いただいている。また、ジオパーク推進課や生涯学習課、しもきたＴＡ
ＢＩあしすと等にガイドや出前授業の講師を依頼するなどして活動して
いる学校も多い。

【今後の取組の方向性】

　会議の運営状況や、学校運営の改善につながったかどうかを報告書
等をもとにして確認する。
　今後、多くの学校でジオサイトの見学や文化祭、学芸会等での発表を
終え、バス代や消耗品代等の請求書が提出されるので、滞りなく処理
を進めていく。

78.9%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　全小・中学校で学校運営協議会が開催され、委員の皆様の学校運
営に関する理解が深まった。
　各校では児童生徒の実態や地域の実情に応じたジオパーク学習を
実施しており、活動内容も見学や体験活動など多岐にわたっている。ま
た、ジオパーク推進課や生涯学習課、TABIあしすと等に出前授業の
講師や見学のガイドを依頼し、活動の充実を図っている。

【今後の取組の方向性】

　会議の運営状況や、学校運営の改善につながったかどうかを報告書
等をもとにして確認する。
　各校のジオパーク学習の内容やノウハウ、活用した関係機関等の情
報共有や、共同実施時のバス配車支援などを行い、ジオパーク学習の
深化・統合に向けたさらなる支援を進める。

ジオパーク体験活動推進事業 　ジオサイトの見学や学習活動を実施する小・中学

校に対して、移動に要するバス借上料等必要な経費

の一部を助成する。

【児童生徒アンケート（％）】 80 80 80 80 80

【参加校数（校）】 21 21 21 21 21

事業名
事業内容

重要業績評価指標
コミュニティ・スクール 　変化の激しい社会の中で複雑化・困難化する学校

課題を解決し、学校と地域が連携・協働することで、

子ども達のより良い成長を支えていく環境を整備す

るため、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制

度）の導入による学校づくりを推進する。コミュニ

ティ・スクールの設置は、中学校ブロックに１つ設置

することを基本とする。

【ブロックにおける会議実施状況

（％）】
100 100 100 100 100

- 67 -



１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

3 4 5 6 7 8

令和3年度 4

12 12 5

令和3年度 12

- 80.0 80.0 80.0 80.0 80.0

90.5

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

（か所）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ２．教育・子育て環境の向上 関係部局

施策項目 ⑴教育 教育委員会事務局

施策内容 ⑤教育基盤の整備

教育研修センター実施の研修受講率 （％）

長寿命化実施校数（累計） （校）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

学校給食調理場数

内容 実績（目標） 達成状況報告

教育研修センター実施の研修

受講率
90.5%（80%）

　冬季休業中に開催することとしていた２講座も予定通り実施することができた。

　次年度の研修講座実施に向け、弘前大学をはじめとして関係機関と連絡調整を図った。

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

長寿命化実施校数 1校（1校）
　令和４年11月24日で工事は完了し、完成検査も終了した。工期内で予定通りに完工、その

後の建物の状況も良好であり、当初の目標は達成された。

（仮称）むつ市防災食育セン

ター実施設計

完了

（実施設計の完了）

　令和4年10月26日で地質調査業務委託は完了した。

　令和5年3月24日で実施設計業務委託が完了し、令和５年度からの建設工事に向けた今年

度の計画は、全て達成された。

3

4

5

6

7
8

4

0

2

4

6

8

10

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（校）

長寿命化実施校数（累計）

目標値

実績値

12 12

5

12

4

6

8

10

12

14

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（か所）

学校給食調理場数

目標値

実績値

80.0 80 80 80 80.0

90.5

75

80

85

90

95

100

R4 R5 R6 R7 R8

（％）
教育研修センター実施の研修受講率

目標値

実績値

※後期基本計画からの新規施策内容のため、令和３年度実績はなし
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4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

4.3 10.2 11.3

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
56,221 0 0 0 0

3

R3年度

70,286 379,084 1,771,010 497 175

12

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

事業名
事業内容

重要業績評価指標
小中学校整備事業 　本市の学校施設の多くは昭和40年代から昭和50

年代に建設されているため、老朽化の進行が顕著

であり、毎年多額の修繕・改修の費用が発生してい

る。

　児童生徒が安全に、安心して学べるような学習環

境を確保していく観点から、令和３年３月に策定され

たむつ市学校施設の長寿命化計画に基づき、市内

小中学校において長寿命化を中心とした計画的な

老朽化対策を実施していく。

　令和４年度においては雨漏りが発生している大畑

中学校において屋上防水改修工事を施工する。後

年度においても、個々の施設の状況を確認しなが

ら、優先順位を判断し、費用負担の平準化を図りな

がら計画的に改修を進めていく。

【長寿命化実施校数（か所）】 4 5 6 7 8

(仮称)むつ市防災食育センター

建設事業

　平時においては、衛生管理が充実した安心・安全

な学校給食を提供するために使用し、災害時には防

災機能を果たすことのできる総合的施設を建設する

ことで、学校給食と防災両面の環境改善・向上を図

る。

　令和7年度より運用を開始し、令和11年度までに

西通学校給食センター（H25.4運用開始）の対象

エリアである川内・脇野沢地区を除く市内全域の小

中学校へ学校給食を配送する。

【学校給食調理場数（か所）】 12 12 12 4

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　天候に左右される部分がありながらも、学校側とも工事状況を共有
しながらほぼ予定通りに進んでいる。
　防災食育センター実施設計については、当初想定していた工程よりも
やや遅れが見られる。
　講師との事前の打合せが綿密に行われ、充実した講座となった。受
講者による評価では、肯定的評価が90％を超えるなど、概ね好評で
あった。

【今後の取組の方向性】

　大畑中学校屋上防水改修工事については水張試験の状況を確認
し、施工不良が無ければ完成検査となるため計画通り事業を進める。
　防災食育センター建設事業については、事業計画全体に遅れが生じ
ることのないよう、実施設計業務受注者とより綿密な調整を図りながら
事業を進めていく。
　冬季休業中に実施する２講座（心理検査を生かした指導改善研修
講座、教育課程研修講座）に向けて、準備を進める。

3
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選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 10.5%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　受注者、学校側と密に調整を図りながら予定通りに完工しており、施
設長寿命化及び学習環境の改善を図ることができた。
　本体工事に向けた各種調査、実施設計とも予定された委託期間内に
完了しており、令和7年度の操業開始に向け順調な進捗が図られた。
　講師との事前の打合せが綿密に行われ、充実した講座となった。受
講者による評価では、肯定的評価が90％を超えるなど、概ね好評で
あった。

【今後の取組の方向性】

　老朽化が進んでいる市内各校の施設長寿命化を図ることができるよ
う、状況に応じ優先順位を決定しながら改修を進めていく。
　本年度の成果をもとに、令和5年度から本体工事に着手していく。
　すでに次年度開催の研修講座の準備に取りかかっている。次年度は
これまで協力を得ていた弘前大学に加え、青森大学むつキャンパスか
らもご協力をいただく予定となっており、教員の資質向上に向けて、講
座内容の充実に向けて取り組んでいく。

78.9%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

150,021 150,900

令和2年度 133,357

16,526 17,200

令和元、2年度 6,998

45,673 45,800

令和2年度 18,258

147,000 147,200 147,400 147,600 147,800 148,000

令和3年度 137,531

6,136 6,100 6,200 6,300 6,400 6,500

令和元年度 2,920

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ２．教育・子育て環境の向上 関係部局

施策項目 ⑴教育 教育委員会事務局

施策内容 ⑥社会教育・文化の充実と文化財保存活用

公民館・図書館利用者数 （人）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

図書館の貸出点数 （点）

むつ市民文化祭入場者数 （人）

主催事業参加者数
(公民館・生涯学習課)

（人）

各団体・各サークル利用者数
(公民館・図書館)

（人）

150,021
150,900

133,357

130,000

135,000

140,000

145,000

150,000

155,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

公民館・図書館利用者数

目標値

実績値

16,526
17,200

6,998

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

17,500

20,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

主催事業参加者数

(公民館・生涯学習課)

目標値

実績値

6,136 6,100 6,200 6,300 6,400 6,500

2,920

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）
むつ市民文化祭入場者数

目標値

実績値

45,673 45,800

18,258

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

各団体・各サークル利用者数

(公民館・図書館)

目標値

実績値

147,000 147,200 147,400 147,600 147,800 148,000

137,531

125,000

130,000

135,000

140,000

145,000

150,000

155,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（点）

図書館の貸出点数

目標値

実績値
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３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

4.7 10.2 11.7

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
78 83 83 83 83

68

R3年度

348 357 357 357 357

1,450

R3年度

1,006 1,006 1,006 1,006 1,006

353

R3年度

内容 実績（目標） 達成状況報告

スタンプラリーの参加人数延

べ

1,399人

（1,450人）

　年2回の実施期間中は、来館者数や貸出点数の増にもつながった。

　「むつ市立図書館夏休みスタンプラリー」（7～8月）

　「読書週間スタンプラリー」（10～11月）

自然観察会参加者人数 43人（60人）
　春及び夏の自然観察会を実施。

　文化賞・文化奨励賞受賞者紹介展を実施。

　冬の自然観察会を実施。

ボランティアガイド員登録数 3人 1名

Ｂ　概ね良
好

　新型コロナウイルス感染症予防対策を実施

しながら、計画通りに行うことができた。そのた

めガイドの新規登録者1名に繋がったと考え

る。

　むつ市民文化祭は感染症予防対策のため

中止となった。しかし、「むつ市文化団体協議

会創立50周年記念誌」の発行及び記念式典

開催に向けて会員と連絡調整を続けている。

むつ市民大学公開講座参加

者数
306人（380人）

　むつ市民大学公開講座10～12月で3回の開催予定に対して3回実施済み。

　むつ市民大学公開講座1～2月で2回の開催予定に対して2回実施済み。

むつ市版　総合型文化・ス

ポーツクラブ創設への準備

（中学校文化部活動の地域移

行）

　10月25日付けで「地域文化・スポーツクラブ設立準備室（以下、「準備室」）」を設置し、令

和5年度からの一部種目の地域クラブ化に向けた準備を継続している。

　1月～2月に保護者及び入学予定者説明会を各学校で開催した。また、運営主体（むつ☆か

つ）設立総会を３月20日に行い、令和５年度以降の地域クラブ運営に向けた準備を継続して

いる。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
生涯学習事業 　各種講座や展示を実施し、市民の総合的な生涯学

習を支援するとともに意識啓発を図る。

【文化賞・文化賞奨励賞受賞者紹

介展入場者数（人）】
100 100 100 100 100

文化賞・文化奨励賞受賞者紹

介展入場者数
132人（100人）

395 400

図書館を活用した社会教育推進

事業

　これまで図書館で行われてきた自主事業をさらに

活性化させ来館者の増加を図り、単に図書等の貸

出数の増だけでなく地域の交流の場を提供する。

【スタンプラリー参加人数（人）】 1,479 1,508 1,537 1,566 1,595

むつ市民大学 　市民の多種多様化する学習ニーズにこたえ、生き

がいの創造を促進し、「自ら学び、自ら運営する」こ

とを基本方針に現代課題等の一般教育や専門知識

を学習する機会の提供を図る。市民の生涯学習及

び社会参加活動に資することを目的に、「いつでも・

どこでも・　だれでも参加出来るむつ市民大学」と

し、生涯学習社会への構築に努める。

【主催事業参加者数(公民館・生

涯学習課)（人）】
380 385 390

むつ市民文化祭入場者数 7,000人 市民文化祭中止

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ａ

A 47.4%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。
主要事業に文化財保存活用に関する事
業がないのが気になる。

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

36.8%

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　スタンプラリー利用者から好評を得ている。
　自然観察会は定員以上の申し込みがあり、気軽に参加できる自然学
習の場として定着している。
　市民大学公開講座については、施設見学が中止になったが、それ以
外の講座については予定どおり実施することができ、学びの場を提供
することができた。

【今後の取組の方向性】

　最新の感染症状況を把握し、開催に向けて準備を行う。企画を中止
をする場合は、様々な手段で周知していく。
　最新の感染症状況を把握し、開催に向けて準備を行う。
　市民が安心して充実した時間を過ごすことができたと思えるように引
き続き、しっかり感染症予防対策を講じながら、多くの人が参加できる
公開講座を実施していく。

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　スタンプラリーは、市民・児童から好評を得ている。
　自然観察会、文化賞・文化奨励賞受賞者紹介展は、市民から好評を
得ている。
　市民大学公開講座については、施設見学が中止になったが、それ以
外の講座については予定どおり実施しており、学びの場を提供すること
ができている。
　令和5年度からの一部種目の地域クラブ化に向け、運営実施主体の
設立や関係者等との協議検討を進めており、概ねスケジュール通りに
進捗している。

【今後の取組の方向性】

　最新の感染症状況を把握し、開催に向けて準備を行う。
　最新の感染症対策をしながら、開催要望が多い自然観察会の開催
回数を増やして実施していく。
　参加した市民が充実した時間を過ごせたと思えるよう、学びの推進の
ために多様な公開講座を実施していく。
　令和5年度からの一部種目の地域クラブの移行開始に向け、運営主
体を中心に4月の体験会や5月移行の本格入会に向け、関係者等と
の協議を進めながら、持続可能な地域クラブの運営を目指す。
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

- 3 3 3 3 3

令和3年度 4

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

4.7 10.2 11.7

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ２．教育・子育て環境の向上 関係部局

施策項目 ⑴教育 教育委員会事務局

施策内容 ⑦変化に対応できる人材の育成

大学と連携した講座種目数 （種目）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 実績（目標） 達成状況報告

新たな知識を習得するため、

高等教育機関と連携した講座

を開設する。

4講座（1講座）
　東京大学、青森大学むつキャンパス、及び放送大学と連携し、高い知見を有する方の講演会

や大学生とのふれあいの場を提供し、教育機会や子供たちの夢を応援する事業を実施した。

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

3 3 3 3 3

4

0

1

2

3

4

5

R4 R5 R6 R7 R8

（種目）

大学と連携した講座種目数

目標値

実績値

※後期基本計画からの新規施策内容のため、令和３年度実績はなし
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
1,006 1,006 1,006 1,006 1,006

353

R3年度

313 316 316 316 316

6

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 21.0%

事業名
事業内容

重要業績評価指標
むつ市民大学 　市民の多種多様化する学習ニーズにこたえ、生き

がいの創造を促進し、「自ら学び、自ら運営する」こ

とを基本方針に現代課題等の一般教育や専門知識

を学習する機会の提供を図る。市民の生涯学習及

び社会参加活動に資することを目的に、「いつでも・

どこでも・　だれでも参加出来るむつ市民大学」と

し、生涯学習社会への構築に努める。

【主催事業参加者数(公民館・生

涯学習課)（人）】
380 385 390 395 400

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　既存の市民大学事業で初めての試みであったが、初めて訪れた方も
多く、リモートによる講演も初体験の方もあり、概ね好評であった。

【今後の取組の方向性】

　常に受講者(市民)のニーズを把握し、高等教育機関との連携を深め
ながら大学を活用した講座等の開設を推進していく。

キョウイク（教育・共育・今日行

く！）拠点によるまちづくり事業

　地元の高等教育機関を核とした地元雇用やUター

ン就職等の人材定着、地域内での企業、創業を促す

人材育成、「知」の集積、高等教育機関及び研究活

動への援助等の事業を通じ、むつ下北地域の可能

性を最大限に引き出し、地域経済の活性化、発展に

寄与することを目的として、産官学連携により設立さ

れたむつ下北未来創造協議会に対し負担金を支出

するもの。

【インターンシップ受入者数（人）】 5 6 6 11 13

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　 今年度開校した「青森大学むつキャンパス」内で開催する初めての
試みであったが、キャンパス内に初めて訪れた方や、リモートによる講
演も初体験の方も多く、概ね好評であった。
　東大ラクロス部員による勉強相談会及びラクロス体験会には、難関
大への進学を目指す高校生や運動部活動に取り組む高校生が延べ
39名参加し、クイズ大会については市内の小中学生24名が参加し
た。いずれの企画についても概ね好評であった。

【今後の取組の方向性】

　常に受講者(市民)のニーズを把握し、高等教育機関との連携を深め
ながら大学を活用した講座等の開設を推進していく。東京大学運動部
の合宿誘致と合わせる形で各種勉強会を今後も企画していくことで、
大学との連携を深めながら、むつ市の子ども達の学力向上に繋げてい
きたい。

68.4%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

347 400 450 500 550 600

令和元年度 137

278 250 400

令和元年度 238

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

4.3 8.6 9.4 10.2 11.3

17.17

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ２．教育・子育て環境の向上 関係部局

施策項目 ⑴教育 企画政策部

施策内容 ⑧高等教育機関との連携

滞在型学習等による学生の受入数 （人）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

公開講座参加者数 （人）

公開講座実施 8講座（10講座）
　全8講座を実施。

　新年度の事業実施に向けて講師等との連絡調整を行った。

内容 実績（目標） 達成状況報告

滞在型学習等による学生の受

入数
137人（400人）

　47名の学生の滞在を受入。（R4.9.30時点）

　4大学合同大学祭の開催により、90名の学生の滞在を受入。

　新年度の事業実施に向けて講師等との連絡調整を行った。

公開講座実施 7講座 6講座

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

滞在型学習等による学生の受

入数
600人 5人

Ｂ　概ね良
好

　令和２年度（前年度）において新型コロナウ

イルス感染症拡大防止の観点から中止とした

事業を、今年度は状況を見極めながら実施で

きたことに加え、概ね当初の計画通りに事業を

実施することができたため。

347

400
450

500
550

600

137

100

200

300

400

500

600

700

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

滞在型学習等による学生の受入数

目標値

実績値

278

250

400

238

200

250

300

350

400

450

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

公開講座参加者数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
1,277 1,277 1,277 1,277 1,277

-

-

347

R元年度

7

R元年度

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

-

-

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

事業名
事業内容

重要業績評価指標
むつサテライトキャンパス事業 　高等教育機会の充実、滞在型学習の支援及び大

学と連携した事業実施の拠点とするため、むつ市、

弘前大学及び青森中央学院大学の三者共同で平

成27年10月6日に「弘前大学・青森中央学院大学

むつサテライトキャンパス」を開設し、運営している。

　主に公開講座や滞在型学習支援の事業を行って

おり、むつ市民や各大学の学生の人財育成に取り

組む。

【社会人、主婦、高校生向けの講

座（講座）】
10 10 10 10 10

【地域研修の誘致（大学生の受

入）（人）】
400 450 500 550 600

【「社会教育の充実」における満

足度の向上（点）】
4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　多くの団体が市街地宿泊施設を活用し、まちの賑わい創出へ繋げる
ことができている。また、滞在型学習を活用したことのある団体はリ
ピーターになっていることに加え、新たな団体からの相談も増えている。
　昨年の受講者アンケートの意見を取り入れ、受講状況をふまえたテー
マを設定し、市民ニーズにあった質の高い講座を開催することができ
た。

【今後の取組の方向性】

　引き続き、滞在型学習のＰＲに力を入れ、新規団体による活用を目指
す。また、新規団体が安心して活用できるよう行程の組立に協力するな
どサポートをより強化する。
　計画通りに公開講座を実施していく。各講座の受講者アンケート結果
を分析し、市民ニーズにあった講座を計画していく。

むつ下北未来創生キャンパス活用

促進事業

　金谷公園と一体的に、学び、交流、文化、コミュニ

ケーションの拠点として令和４年４月に開設した「む

つ下北未来創生キャンパス」の活用促進を図るた

め、市内にキャンパスを置く、青森大学、青森明の星

短期大学、従来よりサテライトキャンパスとして当市

と連携している弘前大学、青森中央学院大学の合

同大学祭を中心に、商工会議所とのコラボレーショ

ン、市内飲食店の出店等により、学生と地域住民の

交流促進、賑わいの創出、地域経済の活性化等を

図る。

【合同キャンパス祭への大学生参

加者数（人）】
100 115 130 145 150

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｃ

　協定を結ぶ4大学との連携により、まちの賑わい創出及び地域経済
の活性化に繋げることができた。また、滞在型学習を活用したことのあ
る団体がリピーターになっていることに加え、新たな団体からの相談も
増えている。しかしながら、コロナ禍における大学等の活動制限もあり、
受入人数は計画値に達することができなかった。
　当初予定していた講座は実施できたものの、公開講座の充実につな
げることはできなかったことから、やや不良とした。

【今後の取組の方向性】

　引き続き、滞在型学習のＰＲに力を入れ、新規団体による活用を目指
す。また、新規団体が安心して活用できるよう行程の組立に協力するな
どサポートをより強化する。
　計画通りに公開講座を実施していく。各講座の受講者アンケート結果
を分析し、市民ニーズにあった質の高い講座を計画していく。
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７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B 78.9%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

98.7 100 100 100 100 100

令和2年度 99.1

18.1 14.5 14.5 14.5 14.5 14.5

令和2年度 14.5

96.8 100 100 100 100 100

令和2年度 100

３．年次目標【令和4年度】

（％）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ２．教育・子育て環境の向上 関係部局

施策項目 ⑵子ども・子育て支援 子どもみらい部

施策内容 ①妊娠期からの切れ目のない子育て支援

乳幼児健康診査受診率（1歳6か月児） （％）

育児について相談相手のいる母親の割合

（1歳6か月児）
（％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

子育てに自信が持てない母親の割合
（1歳6か月児）

乳幼児健康診査受診率

（1歳6ヶ月児）
100%（100%）

　感染症予防対策を講じながら健診を実施した。健診未受診児の保護者に対し、電話や通知

による受診勧奨を行った。

【健診受診率】10か月児健診97.4％、1歳6か月児健診100.0％、2歳児健診98.5％、3歳

児健診99.0％

※全健診、昨年度より受診率上昇

内容 実績（目標） 達成状況報告

育児に自信のもてない母の割

合(1歳6ヶ月児）
13.3%（14.5%以下）

　『にっこりっこ』のPRとして、むつ地区民生委員の定例会でのPR、リーフレット（700部）及び

ティッシュ（900個）を作成し、庁舎窓口や関係機関にて配布、地域子育て支援センターやキッ

ズパークへのポスター掲示等を実施。11月の『にっこりっこ』アンケートでは、認知度64％。

　にっこりっこ通信や子育て支援アプリ等による育児情報・相談先に関する情報発信を行うとと

もに、対面、電話、オンラインによる相談を実施した。

・にっこりっこ通信：5回発行

・子育てアプリ：ダウンロード数984、オンライン相談4件

※昨年度実績値より2.6ポイント改善

98.7

100 100 100 100 100

99.1

98.0

98.5

99.0

99.5

100.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

育児について相談相手のいる母親の割合

（1歳6か月児）

目標値

実績値

18.1

14.5 14.5 14.5 14.5 14.5

14.5

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

子育てに自信が持てない母親の割合

（1歳6か月児）

目標値

実績値

96.8

100 100 100 100 100

100

95

96

97

98

99

100

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

乳幼児健康診査受診率（1歳6か月児）

目標値

実績値
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評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

1.3 2.2 3.2 4.2 5.4

10.4 11.7

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
4,688 4,688 4,688 4,688 4,688

15.9

R3年度

9,371 6,546 6,546 6,546 6,546

95.1：99.3

R3年度

97.4：98.9

R3年度

100：81.3

R3年度

88.9：81.4

R3年度

31.1

R3年度

24.1

R3年度

子育てに自信の持てない母親

の割合（１歳６か月児）
14.5% 15.9%

乳幼児健康診査受診率（１歳

６か月児）
100% 99.3%

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

育児について相談相手のいる

母親の割合（１歳６か月児）
100% 99.0%

Ｂ　概ね良
好

　相談相手のいる母親の割合は昨年度同時期

より0.3％上昇している。相談窓口”にっこりっ

こ”のPRをさらに進めていくことが必要。

　自信の持てない母親の割合は昨年度同時期

より2.2％減少している。また、子育て支援アプ

リのダウンロード数は緩やかに増加している。

取組を継続し、子育てに関する悩みや不安の

軽減に努めていくことが必要。

　昨年度より2.5％上昇。今後も継続して未受

診者の動向をしっかり把握し、受診につなげて

いくことが必要。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
Smile Kids Office　にっこりっこ

運営事業

　令和2年4月に妊娠期から子育て期にわたる様々

なニーズに対応し、安心して過ごせるように切れ目

のない支援を提供するむつ市子育て世代包括支援

センターを開設。母子保健施策と子育て支援施策の

一体的な提供を行い、妊産婦や乳幼児に関する包

括的な支援を実施。子どもみらい部を総合相談窓

口、各庁舎市民生活課、キッズパークを地域総合相

談窓口とする。また、子どもみらい部の総合相談窓

口を愛称「Smile Kids Office　にっこりっこ」として

いる。

【子育てに自信のもてない母親の

割合(1歳6か月児）（％）】
14.5 14.5 14.5

【健診受診率（％、2歳児：3歳

児）】
100：100

14.5 14.5

100：100 100：100 100：100 100：100

【精密検査受診率（％、2歳児：3

歳児）】
100：100 100：100 100：100 100：100 100：100

【乳幼児健診に満足している者

（3歳児）（％）】
40 40 40 40 40

乳幼児健康診査事業費 　運動機能、視聴覚などの障がい、精神発達の遅滞

などの障がいをもつ幼児を早期に発見し、心身障害

の進行を未然に防止するとともに、個々の生活習慣

の確立、むし歯の予防、栄養、育児に関する支援を

行い、幼児の健康保持及び増進を図る（母子保健

法第１２条）。対象の月齢に合わせ、身体発育・精神

発達に関して小児科医及び歯科医師の診察、耳鼻

科医師による総合的な健康診査を実施する。保健

師などによる保健相談なども併せて実施する。また、

健康増進計画の施策でもある、う歯保有数の減少

を目指し、歯科衛生士によるブラッシング指導を実

施する。その他、低身長や肥満、斜視（視力障害）、

難聴の異常の早期発見に努めるとともに言語や情

緒の発達など、軽度の精神発達遅滞を早期発見し、

就学までに必要な療育支援が行われるよう支援す

る。身体的な疾病のスクリーニングだけではなく子育

て支援や虐待の早期発見・予防に努める。

【精密検査受診率（％、10か月

児：1歳6か月児）】
100：100 100：100 100：100 100：100 100：100

【乳幼児健診に満足している者

（1歳6か月児）（％）】
48 48 48 48 48

【健診受診率（％、10か月児：1歳

6か月児）】
100：100 100：100 100：100 100：100 100：100
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

73.7%

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 10.5%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　育児に自信のもてない母の割合は目標値を達成した。個々に応じた
相談、情報提供を行うとともに、『にっこりっこ』の普及啓発を強化して
実施することができた。
　未受診児対応マニュアルに基づき受診勧奨を実施し、受診率は目標
値を達成した。

【今後の取組の方向性】

　妊娠・出産・子育て期の総合相談窓口『にっこりっこ』のＰＲを実施し
ていくとともに、窓口や電話、オンラインによる相談に加え、SNSを活用
した相談の実施など、多種多様な方法による相談を実施する。
　未受診者の把握と未受診児対応マニュアルに沿った受診勧奨によ
り、各種健診受診率の向上を図る。

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　R4より、新生児聴覚検査と産婦健診の助成、産後ケア事業が実施さ
れ、母子保健事業及び子育て支援施策の拡充に繋がった。きめ細や
かな支援を目指し、関係機関と連携や、相談しやすい環境づくりに努
めていくことが必要。
　昨年度同時期より、5.1％増（1歳6ヶ月健診）。

【今後の取組の方向性】

　『にっこりっこ』アンケートにより周知度を評価するともに、相談窓口と
してPRに努める。特に未就園児をもつ子育て世帯の孤立化を防ぐた
めに、地域子育て支援センター及びキッズパークとの連携を強化し、利
用しやすい環境を整えるとともに、活動内容や利用方法について情報
発信の方法を検討し、PRを努めていく。
　未受診者の把握と未受診児対応マニュアルに沿った受診勧奨により
受診率アップに繋げる。
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

4 0 0 0 0 0

令和2年度 0

99.3 100 100 100 100 100

令和2年度 100

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

1.2 3.2 3.8 4.2 10.2

11.7

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ２．教育・子育て環境の向上 関係部局

施策項目 ⑵子ども・子育て支援 子どもみらい部

施策内容 ②児童福祉の充実

保育所等利用待機児童数 （人）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

生後４か月までの乳児家庭全戸訪問事業 （％）

生後４か月までの乳児家庭全

戸訪問率
100%（100%）

　対象者は原則生後2～4か月となっているが、生後10か月までを対象とすることで、里帰り中

など、対象者の状況に合わせて訪問することが出来た。

内容 実績（目標） 達成状況報告

保育施設の（増）改築への補

助金交付（令和４～５年度）
1施設（1施設）

　令和4年12月28日建築工事契約、令和5年1月1日着工。

　着工後、完成までの予定を再構築し、来年度完成に向けて、予定通り進行している。

生後４か月までの乳児家庭全

戸訪問事業訪問率
100% 100%

「子育て応援メールむつ」の配

信登録者数

新規235人
（累計1,600人）

215人

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

保育施設の増改築への補助

金交付
認定こども園　１箇所 完了

Ｂ　概ね良
好

　予定どおり、令和４年3月31日工事を完成さ

せることができた。

　対象者全員への訪問を実施することができ、

育児に対する不安の軽減と子育ての孤立化

防止に繋げることが出来た。また、転入世帯へ

の訪問では、慣れない土地での育児に対する

不安の軽減が図れるよう、子育て情報の提供、

相談先の紹介などを丁寧に行うことができた。

　コロナウイルスの影響でイベント開催を見合

わせることの多い状況のなか、令和3年度の

新規登録者数の目おおむね達成（91.5％）

し、登録の勧奨は順調に推移している。

4

0 0 0 0 00
0

1

2

3

4

5

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

保育所等利用待機児童数

目標値

実績値

99.3

100 100 100 100 100

100

98.8

99.0

99.2

99.4

99.6

99.8

100.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

生後４か月までの乳児家庭全戸訪問事業

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
106,470 106,470 106,470 106,470 106,470

1

R3年度

1,531 1,531 1,531 1,531 1,531

100

R3年度

６．施策の進捗状況

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

事業名
事業内容

重要業績評価指標
むつ市民間保育所等施設整備費

補助金

　待機児童の解消若しくは子育て環境の整備・充実

を図るため、保育施設の整備に要する経費につい

て、予算の範囲内において、補助金を交付する。

【老朽化した施設の改修や修繕の

完了（施設）】
0 1 0 1 0

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　当初の予定どおり進められている。
　訪問率85.9％は昨年度同時期の99.1％と比べ低い状況。新型コロ
ナウイルス感染症の影響等により、訪問日の延期や日程調整に時間を
要した事などが要因。

【今後の取組の方向性】

　11月建築工事入札予定。適宜進捗状況を確認し令和6年3月末の
完成・供用開始を目指す。
　新型コロナウイルス感染予防対策を行いながら、子育て世帯の孤立
化防止に向けて、訪問率100％を目指す。

生後４か月までの全戸訪問事業 　生後４か月までの乳児がいる全ての家庭を保健師

等の資格を持つ訪問員が訪問し、子育ての孤立化

防止のため、様々な不安や悩みを聞き、アドバイスや

子育て支援に関する地域の情報を提供するなどの

サポートを行い、乳児の健全な育成を図る。

【家庭訪問率（％）】 100 100 100 100 100

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　建築工事契約及び着工に多少の遅れが見られたが、R6.3月末の完
成に向けて予定通り進行している。
　全世帯へ訪問し育児に関する情報を提供することで、育児に対する
不安の軽減と子育ての孤立化防止に繋げることが出来た。

【今後の取組の方向性】

　適宜進捗状況を確認し、令和6年3月末の完成・供用開始を目指す。
　対象者の状況や希望に合わせながら、育児に関する情報提供を行
い、育児に対する不安軽減に繋げられるよう、訪問率100％を目指し
ていく。

84.1%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

47.1 25.0

令和2年度 -

28.2 20.0

令和2年度 -

34.4 35.5 36.6 37.7 38.8 39.9

令和元年度 -

３．年次目標【令和4年度】

（％）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑴健康・福祉 健康づくり推進部

施策内容 ①一人ひとりの健康づくりの推進

特定健診受診率 （％）

肥満者の割合（壮年期：男性） （％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

肥満者の割合（壮年期：女性）

特定健康診査未受診者に対

する受診勧奨はがきの送付回

数

3回（3回）

　特定健診の受診や申込をしていない対象者に受診勧奨通知を7月(6,435通）と9月

（6,406通）に発送した。

　1月10日に特定健診の受診や申込をしていない対象者へ、受診勧奨通知を5,809通発送し

た。個別健診や人間ドックの受診を勧めた。

内容 実績（目標） 達成状況報告

BMI25以上の方の割合

（健幸アップ）
0％（75％減少）

全体の参加者943名のうち、体重が減少した者は318名あった。しかし、BMI２５．０以上の

228名の中でＢＭＩ２５．０以下になった方はいなかった。

47.1

25.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

肥満者の割合（壮年期：男性）

目標値

実績値

28.2

20.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

肥満者の割合（壮年期：女性）

目標値

実績値

34.4 35.5 36.6 37.7 38.8 39.9

20

25

30

35

40

45

50

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

特定健診受診率

目標値

実績値
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評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.4 3.8 4.7 8.8

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
8,527 8,527 8,527 8,527 8,527

-

-

-

-

-

-

45,756 45,756 45,756 45,756 45,756

34.4

R元年度

特定健診受診率 37.5% -

がん検診受診率

胃 15％、大腸 13％、
肺 12％、乳 22％、

子宮 20％
-

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

ヘルシーバランス弁当の普及 3,600食 3,354食

Ｂ　概ね良
好

　チラシには義務付けられているアレルギー表

示を加えたり、令和3年度で6年目の事業とな

り、協力店からも市民への定着もできてきてい

るとの意見があったため概ね良好。

　特定健診の予約状況及び、コロナ禍における

健康意識の高揚を勘案しながら内容を常に検

討し計画通りに通知し、発送後の健診予約に

一定の増が見られたことから概ね良好。

　がん検診の受診勧奨・検診は概ね計画通り

実施。昨年度より若干の受診率UPが見込ま

れる。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
健幸アップ事業 　株式会社タニタヘルスリンクが展開しているカラダ

診断アプリやウォーキングアプリ、食事記録アプリを

導入し、参加者はポイントを貯め、貯まったポイントを

むつ市の地域共通商品券などへ交換することで行

動変容へのインセンティブ効果を図り、健康増進を

推進していく。

【事業参加者における肥満者

(BMI２５以上の者)の減少（％）】
50 50 50 50 50

【事業参加者における活動量(歩

数)の増加（歩）】
1,000 1,000 1,001 1,001 1,002

【健康意識・健康行動の変化

（％）】
50 50 50 50 50

特定健康診査事業（未受診者受

診勧奨）

　特定健康診査受診率向上のため未受診者に対し

受診勧奨を実施する。AI（人工知能）を使用した対

象者の健診受診行動を分析し、対象者のタイプ別に

内容を変えた受診勧奨を行うことで、受診率向上を

目指す。被保険者自身の健康に対する関心を高め、

特定健診の対象となる40代から一年に一度の特定

健康診査受診の習慣化を図る。令和４年度の未受

診者への受診勧奨通知回数は３回。受診勧奨通知

のパターン数は７種類。国保加入手続きに窓口に来

た方へチラシを渡しながら受診案内を行う。

　健診予約について、健診受付専用コールセンター

およびWEB予約「けんしん予約AITEL」により実施

し、健診予約体制を整備（令和４年度～）。

【特定健康診査受診率（％）】 35.5 36.6 37.7 38.8 39.9
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　10月時点で参加者のBMIの推移を比較することが困難であるた
め、１２月の事業終了後に比較し評価を行う。
　勧奨通知など計画通り実施しており、発送後の健診予約数に一定の
増加が見られたことから概ね良好。

【今後の取組の方向性】

　11月には体脂肪燃焼イベントを開催し、参加者のBMI減少を推進し
ていき、12月の事業終了時には参加者へ体組成計の測定を促してい
く。
　個別健診を中心とした受診勧奨（3回目の通知は令和5年1月）を予
定。引き続き受診勧奨に努めていく。

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　目標は達成できなかったが、参加者の34％程度に体重減少が見ら
れたこと、また体脂肪や筋肉量については開始時の7月と終了時の12
月で大きな変化はなく、現状を維持できたことは、一定の成果と考えら
れる。
　特定健診未受診者に対する受診勧奨通知を計画通り進めることが
できている。

【今後の取組の方向性】

　令和4年度の結果から、体重減少のためのイベント期間を1ヶ月とい
う短期間ではなく、長期的に実施できるよう日程調整する必要がある。
令和5年度はイベント開催期間も考慮して設定していく。
②特定健診受診勧奨通知（3回）は令和5年度も継続予定である。資
材内容も、対象者へ分かりやすく興味をひく内容としていく。

89.5%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

57.1 69.0

令和元年度 57.9

47 50 53 56 59 62

令和2年度 56

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.4 3.8 4.7 8.8 11.a

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑴健康・福祉 健康づくり推進部

施策内容 ②健康まちづくりの推進

育成した健やか隊員の活動回

数
54回（30回） 　計画値を上回り、実施することができた。今後も隊員が活動できる機会を増やしていく。

生活習慣の改善に意欲がある人の割合
（国保データベース）

（％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

すこやかサポート事業所認定数 （事業所）

すこやかサポート事業所新規

認定数
7事業所（10事業所） 　事業案内や個別訪問を実施するも、計画値は達成できず、7事業所のみとなった。

内容 実績（目標） 達成状況報告

歩数データ送信率

（健幸アップ）
77.1％（80％以上）

　事業終了時における歩数データ送信率は77.1％(727人/943人)であった。一人あたりの

送信回数は18～20回と比較的多かったが、計画値の80％には届かなかった。

すこやかサポート事業所認定

数
新規3事業所 2事業所

育成した健やか隊員の活動支

援活動回数
20回 23回

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

健康マイレージ事業（むつ☆

Walker）達成
500人 208人

Ｂ　概ね良
好

　むつ☆Walkerのチームチャレンジ定期開催

によりアプリのダウンロード数が増加したが、

特典チャレンジ達成者数は目標を下回った。

　令和3年度の目標認定は３事業所だったが、

２事業所を認定。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けたも

のの、目標は達成した。

57.1

69.0

57.9

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

生活習慣の改善に意欲がある人の割合

（国保データベース）

目標値

実績値

47

50

53

56

59
62

56

40

45

50

55

60

65

70

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（事業所）

すこやかサポート事業所認定数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
8,527 8,527 8,527 8,527 8,527

-

-

-

-

-

-

41 41 41 41 41

2

R3年度

464 464 464 464 464

34

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　送信の習慣が定着している参加者も増え、事業終了月は77％となっ
たが、全体を通すと72.1％であり、目標値には到達しなかった。
    すこやかサポート事業所新規認定数は、計画値までの認定には至
らなかった。
　定期的に事業所等での活動支援があり、結果として目標を大きく上
回り活動できた。

【今後の取組の方向性】

　利用者が歩数を意識して生活するための仕組みづくりとして、イベン
トの企画やポイントインセンティブの仕様を変更し、日常の歩数を意識
することができるよう修正していく。
　新たな事業所に本事業の周知を図り、従業員の健康づくりをサポート
する事業所の認定に努める。
　活動支援の依頼が定期的にあり、需要が伸びている。継続的に活動
支援を行い、職場内で健やか隊員が活動できるよう、活動内容の提案
及び支援をしていく。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
健幸アップ事業 　株式会社タニタヘルスリンクが展開しているカラダ

診断アプリやウォーキングアプリ、食事記録アプリを

導入し、参加者はポイントを貯め、貯まったポイントを

むつ市の地域共通商品券などへ交換することで行

動変容へのインセンティブ効果を図り、健康増進を

推進していく。

【事業参加者における活動量(歩

数)の増加（歩）】
1,000 1,000 1,001 1,001 1,002

【健康意識・健康行動の変化

（％）】
50 50 50 50 50

【事業参加者における肥満者

(BMI２５以上の者)の減少（％）】
50 50 50 50 50

　イベント期間のデータ送信の勧奨や12月の事業終了時の体組成計
測定を勧奨し、利用者割合が上昇するように働きかけていく。
新たな事業の周知を図り、健康づくりをサポートしている事業所の認定
に努める。
　活動支援の依頼が定期的にあり、需要が伸びているため、継続的に
活動支援を行っていく。

健やか隊員育成事業 　「健やか隊員育成プログラム」に基づき、健康教室

を行い「自分の健康に目を向けること」そして「職場

の健康づくりに反映させること」を目的に実施する。

　また、令和3年度より、むつ市内の健やか隊員育成

研修会を終了した者の活動支援を個別に対応し、

強化することとしている。

【育成した隊員の活動支援（回）】 30 40 40

すこやかサポート事業所認定事業 　積極的に健康づくりに取り組んでいる事業所を認

定することにより、働き盛り世代の健康づくりを推進

するとともに、その取組を広く市民に公表し、市全体

の健康づくりに取り組む。

【新規認定事業所数（事業所）】 10 10 10 10 10

40 40

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　月ごとに利用者割合を算出すると70％を超える月はあるものの、目
標値には到達していない。
　現時点において5事業所が新規認定され、また数事業所の新規認定
申請が見込まれている。
　定期的に事業所等での活動支援があり、上半期での実績は概ね良
好。

【今後の取組の方向性】
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７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

94.7%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

413.3 県平均下回る

令和元年 -

226.2 県平均下回る

令和元年 -

129.9 県平均下回る

令和元年 -

- 3

1

３．年次目標【令和4年度】

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑴健康・福祉 健康づくり推進部

施策内容 ③医療体制の充実 教育委員会事務局

3大疾病死亡率（人口10万人あたり：脳
血管疾患）

（人）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

3大疾病死亡率（人口10万人あたり：悪
性新生物（がん））

（人）

3大疾病死亡率（人口10万人あたり：心
疾患）

市内高等学校からの医学部医学科入学
者数

（人）

医学部修学助成金交付対象

者
1人（3人）

　新たな交付申請が１名あり、継続者からの交付申請とあわせて計５名に交付した。

　また、夏期講習会をリモート形式により実施し、２・３年計３５名が参加した。

　冬期講習会をリモート形式により実施し、２・３年計２７名が受講した。

　春期講習会を一部対面により実施し、１・２年計３２名が受講した。

内容 実績（目標） 達成状況報告

一部事務組合下北医療セン

ター負担金の適正な執行
計画どおり負担（-） 　第2・四半期分～第4・四半期まで納付済み。

（人）

413.3

360

370

380

390

400

410

420

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

3大疾病死亡率（人口10万人あたり：悪性新生物（がん））

目標値

実績値

226.2

180

190

200

210

220

230

240

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

3大疾病死亡率（人口10万人あたり：心疾患）

目標値

実績値

129.9

80

90

100

110

120

130

140

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

3大疾病死亡率（人口10万人あたり：脳血管疾患）

目標値

実績値
0

3

1

0

1

2

3

4

5

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

市内高等学校からの医学部医学科入学者数

目標値

実績値
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評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.8 11.a

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
44,295 44,295 44,295 44,295 44,295

-

-

1,784,584 1,764,035 1,527,814 2,066,073 1,984,155

-

-

5,281 5,281 5,281 5,281 5,281

1

R3年度

東大生

医学部生

1人
3人

-

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

医学部修学助成金交付対象

者
3人 4人

Ｂ　概ね良
好

　継続者（4人）への交付は滞りなく実施でき

たが、新規交付は０件であった。年間を通じて

問い合わせは何件かあったが、交付要件を満

たす申請希望者はいなかった。

　各講習会の開催時期における感染状況は、

未だ予断を許さない状況であったものの、春

期講習会を除いた２回については、これまでの

リモート形式による開催のノウハウを生かし、

考え得る感染症対策を講じながら無事実施す

ることができた。

- - - -

事業名
事業内容

重要業績評価指標
下北医療センター負担金① 　一部事務組合下北医療センター負担金条例に基

づき、組合の経費のうち、病院、診療所に係る経費

以外の経費の負担。

【-】 - - - - -

まさかり高校医学部進学・特進

コース運営事業

　むつ下北地域の子供たちの中には、医師になりた

い、世界で活躍したいといった志を持ち、その手段と

して難関大学や医学部への進学を希望する子供た

ちの夢や志を叶えるため、予備校の講師を招き、夏

休み等の長期休業中に講習会を開催（夏期、冬期

及び春期の３回を予定）する。

　受講対象者は、むつ下北活性化応援プロジェクト

「まさかり高校」に加入している市内の高校で、田名

部高等学校、大湊高等学校の生徒とする。

【東大生・医学部生（人）】 4 4 4

下北医療センター負担金② 　病院及び診療所の経営基盤の安定化を図るため、

下北医療センターに対し、公営企業の繰出基準に

基づく支援を行う。

【-】 -

4 4
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　計画どおりに負担することができた。
　目標値の3名には届かなかったものの、3年ぶりに新規交付申請が
あったことは、一定の成果があったものと考えている。また、感染状況を
踏まえながら、これまでのリモート形式による開催のノウハウを生かし
て夏期及び冬期講習会を、また、春期講習会は一部対面により無事開
催することができた。

【今後の取組の方向性】

　引き続き、計画どおりに負担していく。
　引き続き、わかりやすく効果的な周知に努めてまいりたい。また、講習
会の開催については、感染症を取り巻く状況等を注視しながら、継続し
て実施してまいりたい。

区分 【評価の理由】

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　計画どおりに負担することができた。
　目標値の3名には届かなかったものの、3年ぶりに新規交付申請が
あったことは、一定の成果があったものと考えている。また、感染状況を
踏まえながら、これまでのリモート形式による開催のノウハウを生かし
て夏期講習会を無事開催することができた。

【今後の取組の方向性】

　引き続き、計画どおりに負担していく。
　引き続き、わかりやすく効果的な周知に努めてまいりたい。また、講習
会の開催については、感染症を取り巻く状況等を注視しながら、継続し
て実施してまいりたい。

【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B 89.5%

C 10.5%

D 0.0%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

4,848 5,586 5,986 6,386 6,786 7,186

令和2年度 5,406

15 18 20 21 22 23

令和2年度 16

10 12 13 14 15 15

令和2年度 13

113 114 115 116 117 118

令和2年度 107

３．年次目標【令和4年度】

（か所）

高齢者等見守りネットワーク事

業者数
107事業者（114事業者）

　3月に「みまもり通信」を発行。郵便局との連携協定に向け、引き続き関係者と協議を行った。

（廃業のため4事業者（111→107）減少）

認知症サポーター数（累計） 5,406人（5,586人） 　年度内に19回の養成講座を行い、336人が受講している。

地域サロン・介護予防運動開

催か所数
16か所（18か所）

　4月に新規で1か所開始して以降、新規に開始した団体はないが、16か所の支援は継続して

いる。

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑴健康・福祉 福祉部

施策内容 ④高齢者福祉の充実

いきいき百歳体操開催か所数 （か所）

認知症サポーター数（累計） （人）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

地域サロン・介護予防運動開催か所数

内容 実績（目標） 達成状況報告

高齢者等見守りネットワーク事業者数 （事業所）

いきいき百歳体操開催か所数 13か所（12か所）
　新規に3か所立ち上がり、13か所の支援をしている。リハビリ専門職と連携した体力測定及

び評価を1か所で行った。

4,848

5,586

5,986

6,386

6,786

7,186

5,406

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

認知症サポーター数（累計）

目標値

実績値

15

18

20 21

22
23

16

12

14

16

18

20

22

24

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（か所）

地域サロン・介護予防運動開催か所数

目標値

実績値

10

12

13

14

15 15

13

9

10

11

12

13

14

15

16

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（か所）

いきいき百歳体操開催か所数

目標値

実績値

113 114

115
116

117 118

107

105

107

109

111

113

115

117

119

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（事業所）

高齢者等見守りネットワーク事業者数

目標値

実績値
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評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.8 11.3

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
161 161 161 161 161

4,848

R2年度

16,078 16,137 18,336 16,255 16,315

15

R2年度

10

R2年度

262 262 262 262 262

113

R2年度

21

R2年度

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

住民主体の通いの場（いきい

き百歳体操）の実施か所
11か所 10か所

Ｂ　概ね良
好

　いきいき百歳体操及び地域サロン等の取組

を新規に開始する所はなかったが、介護予防

運動に関する出前講座でいきいき百歳体操、

地域サロンの周知を行った。また、問い合わせ

や継続団体への見学があり、今後も新規立ち

上げに向けて支援を継続する。

　いきいき百歳体操では、リハビリ専門職と連

携して体力測定等を実施した。高齢者が客観

的に自身の運動機能について知る機会となり

介護予防活動を継続する動機づけとなった。

高齢者の運動機能を経年的に比較し、専門職

から必要な助言を得ることで介護予防につな

がることから、引き続き体力測定を継続する必

要がある。

　令和4年度から開始される「高齢者の保健事

業と介護予防の一体的実施事業」の試行とし

て、いきいき百歳体操に取り組んでいる１団体

に専門職の講話を実施しフレイル予防の啓発

を行った。

ボランティア団体や町内会等

が行う地域サロン等の実施か

所数
16か所 15か所

【地域サロン・介護予防運動開催

箇所数（か所）】
18 20 21 22 23

事業名
事業内容

重要業績評価指標
認知症サポーター等養成事業 　高齢者の増加にともない認知症高齢者の増加が

見込まれる中、認知症の方やその家族を地域で見

守り支えていくために、認知症や認知症の方への対

応方法について正しく理解し地域全体で支えていく

ことが必要となるため、地域での見守りを行うサ

ポーターを養成する。

【認知症サポーター数（累計）

（人）】
5,586 5,986 6,386 6,786 7,186

一般介護予防事業 　主に65歳以上の方及びその支援のために関わる

方を対象に、介護予防の普及啓発を行うとともに、

誰でも一緒に参加できる介護予防活動の地域展開

を目指して、介護予防に資す住民主体の介護予防

活動の支援を行います。

【いきいき百歳体操開催箇所数

（か所）】
12 13 14 15 15

家族介護支援事業（認知症等高

齢者見守り事業）

　むつ市認知症サポート事業所認定やむつ市認知

症サポート団体認定、むつ市高齢者等見守りネット

ワーク事業、むつ市認知症SOSネットワーク事業等

により、認知症の人が住み慣れた地域で安心して暮

らすことができるまちづくりの推進に資するため、見

守り体制を構築する。

【認知症ＳＯＳネットワーク登録者

数（人）】
25 25 25 25 25

【高齢者等見守りネットワーク事業

者数（事業所）】
114 115 116 117 118
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　認知症サポーター数は、年間400人（累計5,586人）の養成を目標
としていたが、年間養成者数336人（達成率84％）で年度内の目標
に達しておらず、今後も養成講座の周知を行っていく。
　地域サロンは、新規1か所と合わせて16か所なり、地域の通いの場と
して定着している。
　いきいき百歳体操は、新規に3か所立ち上がり目標を上回る13か所
となった。体力測定では、体操の効果を実感でき、活動を継続する動
機付けとなっている。
　「みまもり通信」を2回発行し、事業者に見守りに関する情報提供を
行うことが出来た。また、市内郵便局１３者との連携協定締結は、協定
内容の精査のため、次年度に延期となったが、協定が締結され次第、
目標達成の見込みとなっている。

【今後の取組の方向性】

　認知症サポーター養成講座は認知症の理解を促進させるため、今後
も継続して実施していく。
　住民主体の介護予防活動（地域サロン、いきいき百歳体操）は、介護
予防の効果の他、高齢者の通いの場となり、地域づくりにつながること
から、引き続き取組を進める。いきいき百歳体操の体力測定は参加者
からまたやってほしいと希望が聞かれており継続する。また、体験会や
相談を継続し、新規団体の立ち上げを支援する。
　高齢者等見守りネットワーク事業は、地域全体で高齢者等を見守る
体制につながることから、引き続き事業者へ周知し協力をお願いする。

【今後の取組の方向性】

　認知症サポーター養成講座は認知症の理解を促進させるため、今後
も継続して実施していく。
　住民主体の介護予防活動（地域サロン、いきいき百歳体操）は、介護
予防の効果の他、高齢者の通いの場となり、地域づくりにつながること
から、引き続き取組を実施する。
　高齢者等見守りネットワーク事業は、地域全体で高齢者等を見守る
体制につながることから、引き続き事業者へ周知し協力をお願いする。

89.4%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　認知症サポーター養成事業は、年度内養成目標の半数に達しておら
ず、今後も養成講座の周知を行っていく。
　地域サロンは4月に1か所で開始しており、その他の場所も通いの場
として定着している。
　いきいき百歳体操では、新規に開始するところはなかったが、体験会
を実施しており、今後も継続的に相談支援を実施していく。また、リハビ
リ専門職との体力測定では、体操の効果を実感でき、活動を継続する
動機付けとなっている。
　「みまもり通信」を発行し、事業者に見守りに関する情報提供を行うこ
とができた。高齢者等見守りネットワーク事業者数は、年度内目標に達
しておらず、今後も事業者へ周知し協力をお願いする。
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

4 4 4 4

令和2年度 4

76 86 89 89

令和2年度 77

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑴健康・福祉 福祉部

施策内容 ⑤障害者福祉の充実

グループホーム利用者数 （人）

委託相談支援事業所への相

談件数
1,208人（1,500人） 　3月までの相談件数：1,208件（昨年度同時期：1,055件）

委託相談事業所数 （事業所）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 実績（目標） 達成状況報告

障がい福祉相談会・障がい福

祉サービス説明会、障がいに

関する研修会の来場者、参加

者数

231人（150人）

○出前講座：大湊高校 手話講座2人（10月）、なかよし会  親子手話講座47人（10月）、あ

しざき婦人学級  手話講座9人（12月）、田名部高校JRC部関係者 手話講座：10人（1月）、

大畑地区民生委員・児童委員 手話講座：26人（2月）

○自立支援協議会・全体研修会「テーマ：精神障がい者の地域移行について」：68人（2月）

○自立支援協議会・子ども教育支援部会勉強会：35人

相談支援事業の継続実施と

充実
継続実施 継続実施

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

障がい福祉相談会・障がい福

祉サービス説明会、障がいに

関する研修会等の来場者
150人 44人

Ｂ　概ね良
好

　「むつ養護学校説明会」では、むつ養護学校

生の保護者を対象に卒業後に受けられる生活

支援等についての説明会を実施し、家族の不

安緩和と理解促進に努めた。「障がい福祉

サービス展示会」では、市内事業所の活動内

容等を事業所手作りのポスターで掲示し、多く

の方へ足を止めて見てもらえるように市役所

本庁舎開放エリアで実施し、障がいのある方

が必要とする様々な支援についての理解促進

に努めた。「自立支援協議会研修会」では、今

年は障がい者の就労に向けた支援と現状を

知るために、むつ職業安定所とむつ養護学校

から講師を招き実施し、各分野の現状を把握

し理解する貴重な機会となった。

　相談支援事業では、事業所より毎月報告さ

れる「相談記録票」での情報共有等により連

携しての支援に務めた。

4 4 4 44

0

1

2

3

4

5

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（事業所）

委託相談事業所数

目標値

実績値

76

86

89 89

77

65

70

75

80

85

90

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

グループホーム利用者数

目標値

実績値
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4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.8 10.2 11.2 11.7 16.6

16.7 16.b

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
350 350 350 350 350

78

R元年度

27

R元年度

9,707 9,707 9,707 9,707 9,707

1,423

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

事業名
事業内容

重要業績評価指標
障がいに対する理解の促進事業

費

　「障がい福祉相談会・障がい福祉サービス説明

会」の開催に合わせて「障害福祉パンフレット」を作

成し、障がいをお持ちの方やその家族等から、サー

ビス利用等の相談対応や情報提供を行う。また、障

がいのない方にも来場してもらうことで、障がいのあ

る方の特性や各事業所を知ってもらい、障がいへの

理解促進と啓発を図る。

　また、福祉関係者を対象とした研修会や各種団体

の要望に応じた出前講座を実施し、障がい者（児）

への対応について知識を深め、地域で暮らす障が

いのある方の安心した生活を支援する。

【参加事業所（事業所）】 28 28 28 28 28

【相談会来場者及び研修会等へ

の参加者数（人）】
150 150 150 150 150

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　市内の医療、福祉関係者を対象に「青森県の医療的ケア児支援施
策」、「青森県小児在宅支援センターの役割」について、青森県小児在
宅支援センターの網塚医師と青森県障害福祉課担当者が講師とな
り、勉強会を開催した。当地域の医療的ケア児とその家族への支援に
ついて理解を深め、今後の事業の進め方の参考となる勉強会を実施
することができた。また、むつ市職員、高校生へ手話講座を実施し、手
話を通して聴覚に障害のある方への理解促進を図った。
　相談支援事業では、悩みを抱えた方の相談内容を相談記録票で市
と情報共有し、連携した支援に努めた。

【今後の取組の方向性】

　11月に障害福祉サービス展示会を開催予定。市内の全事業所の情
報がその場で網羅できる展示会となるよう情報の収集と充実に努め
る。また、相談支援事業についても、障がいのある方が安心して暮らせ
るよう支援するため、相談事業所と連携し、引き続き実施していく。

相談支援体制の強化 　障がいをお持ちの方やその家族等からの相談に応

じ、必要な情報提供等を行いサービス利用等の支

援へつなげるため、市内の４事業所（となみ療護園、

ハートランドさくら、ぱれっと、ら・ぽるて）へ相談業務

を委託し、相談体制の強化を図ることで、個々の特

性に合ったサービス利用につながるよう支援を行う。

　地域自立支援協議会では、専門部会を設置し、各

部門の専門的な意見が聞ける場となるよう、相談支

援体制の強化を図る。

【相談件数（件）】 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500
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選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　年間通して、自立支援協議会研修会・勉強会への参加者は124人、
出前講座等受講者数は107人と計画値以上の参加・受講人数があ
り、概ね良好と評価。
　相談支援事業では、相談支援事業所が悩みを抱えた方からの相談
内容を「相談記録票」により市と情報共有することで、相談者への対
応内容を把握するほか、内容によっては市と連携して対応するなどし、
相談者の支援に努めた。

【今後の取組の方向性】

　今後も障がいに対する理解促進を図るため、研修会等の実施や情報
の充実、周知に努める。また、相談支援事業については、障がいのある
方が安心して暮らせるよう支援するため、相談事業所と連携し、引き続
き実施していく。

84.2%

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%
発達障がい等、見えない障がいをお持ち
の方に対する取り組みの記載がないので
はないかと思う。
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

55,386 54,000 54,500 55,000 55,500 56,000

令和2年度 54,004

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.8 17.17

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑴健康・福祉 福祉部

施策内容 ⑥地域福祉の充実

民生委員・児童委員活動件数 （回）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 実績（目標） 達成状況報告

民生委員・児童委員活動件数 54,004回（54,000回）
　一斉改選後の新任民生委員に対しては、新たに研修会等を開催し、積極的に参加してもら

い、技術力向上に取り組んでもらっている。

民生委員・児童委員活動件数 43,884回 53,061回

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

少年指導員巡回回数 120回 99回

Ｂ　概ね良
好

　感染拡大防止のため、活動を自粛した月も

あったが、活動再開後は街頭活動等を計画的

に遂行できている。

　令和3年8月豪雨災害では、被災者支援とし

て相談業務及び生活復旧支援の一端を担い、

地域と行政の橋渡し役を果たした。

55,386

54,000

54,500

55,000

55,500

56,000

54,004

53,000

53,500

54,000

54,500

55,000

55,500

56,000

56,500

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（回）

民生委員・児童委員活動件数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
11,492 11,810 12,128 12,446 12,764

53,061

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　民生委員・児童委員の支援技術向上につながるような研修会や、出
前講座を活用し、計画的に活動を実施していることから、概ね良好と考
えられる。

【今後の取組の方向性】

　民生委員児童委員協議会の活動を支援し、研修や情報交換を通じ
て資質向上を図ることにより、家庭訪問や見守り活動の強化につなげ
ていく。

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　民生委員・児童委員の支援技術向上につながるような研修会や、出
前講座を活用し、計画的に活動を実施していることから、概ね良好と考
えられる。

【今後の取組の方向性】

　民生委員児童委員協議会の活動を支援し、研修や情報交換を通じ
て資質向上を図ることにより、家庭訪問や見守り活動の強化につなげ
ていく。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
民生委員・児童委員活動 　高齢者や障がい者の安否確認及び見守り、子ども

達への声掛けに加え、介護保険や各種福祉サービ

スが受けられるよう、行政機関や施設等とのパイプ

役の他、様々な相談を受ける等、民生委員・児童委

員協議会が組織され活動している。

【民生委員・児童委員活動件数

（回）】
54,000 54,500 55,000 55,500 56,000

94.7%

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

19.3 19.3 19.3 19.3 19.3 19.3

令和2年度 -

34.4 35.5 36.6 37.7 38.8 39.9

令和元年度 -

33.8 33.3 32.8 32.3 31.8 31.3

令和2年度 -

94.9 95.2 95.5 95.8 96.1 96.4

令和元年度 95.9

３．年次目標【令和4年度】

（％）

特定健康診査未受診者に対

する受診勧奨はがきの送付回

数

3回（3回）

　特定健診の受診や申込をしていない対象者に受診勧奨通知を7月(6,435通）と9月

（6,406通）に発送した。

　1月10日に特定健診の受診や申込をしていない対象者へ、受診勧奨通知を5,809通発送し

た。個別健診や人間ドックの受診を勧めた。

地域サロン・介護予防運動開

催か所数
16か所（18か所）

　4月に新規で1か所開始して以降、新規に開始した団体はないが、16か所の支援は継続して

いる。

いきいき百歳体操開催か所数 13か所（12か所）
　新規に3か所立ち上がり、13か所の支援をしている。リハビリ専門職と連携した体力測定及

び評価を1か所で行った。

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑴健康・福祉 福祉部

施策内容 ⑦社会保障の充実 健康づくり推進部

メタボリックシンドローム該当者・予備群の割合 （％）

要介護認定率 （％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

特定健診受診率

内容 年次（目標） 達成状況報告

国民健康保険税の現年収納率 （％）

19.3 19.3 19.3 19.3 19.3 19.3

16

17

18

19

20

21

22

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

要介護認定率

目標値

実績値

34.4

35.5

36.6

37.7
38.8

39.9

32

34

36

38

40

42

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

特定健診受診率

目標値

実績値

33.8 33.3
32.8 32.3

31.8 31.3

26

28

30

32

34

36

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

メタボリックシンドローム該当者・予備群の割合

目標値

実績値

94.9 95.2

95.5

95.8

96.1

96.4

95.9

94.0

94.5

95.0

95.5

96.0

96.5

97.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

国民健康保険税の現年収納率

目標値

実績値
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評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.8 3.d

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
16,078 16,137 18,336 16,255 16,315

15

R2年度

34

R3年度

45,756 45,756 45,756 45,756 45,756

34.4

R元年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

特定健診受診率 37.5% -

メタボリックシンドローム該当

者・予備群の割合
28.0% -

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

ケアプラン点検実施件数 36件 45件

Ｂ　概ね良
好

　ケアプラン点検は、年間実績45件と計画値

を上回る実施となり、点検後の過誤件数は92

件であった。前年度は65件の点検に対し過誤

件数206件で、ケアプラン点検による指導・助

言の効果が現れていると考える。

　特定健診の予約状況を勘案しながら通知内

容を常に検討し、健診予約に一定の増が見ら

れたことから概ね良好。

　むつ☆Walkerのチームチャレンジ定期開催

によりアプリのダウンロード数が増加した。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
一般介護予防事業 　主に65歳以上の方及びその支援のために関わる

方を対象に、介護予防の普及啓発を行うとともに、

誰でも一緒に参加できる介護予防活動の地域展開

を目指して、介護予防に資す住民主体の介護予防

活動の支援を行います。

【いきいき百歳体操開催箇所数

（か所）】
12 13 14 15 15

【地域サロン・介護予防運動開催

箇所数（か所）】
18 20 21 22 23

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　地域サロンは4月に1か所で開始しており、その他の場所も通いの場
として定着している。
　いきいき百歳体操では、新規に開始するところはなかったが、体験会
を実施しており、今後も継続的に相談支援を実施していく。また、リハビ
リ専門職との体力測定では、体操の効果を実感でき、活動を継続する
動機付けとなっている。
　勧奨通知など計画通り実施しており、発送後の健診予約数に一定の
増加が見られたことから概ね良好。

【今後の取組の方向性】

　住民主体の介護予防活動（地域サロン、いきいき百歳体操）は、介護
予防の効果の他、高齢者の通いの場となり、地域づくりにつながること
から、引き続き取組を実施する。
　個別健診を中心とした受診勧奨（３回目の通知は令和５年１月）を予
定。引き続き受診勧奨に努めていく。

特定健康診査事業 　　特定健康診査受診率向上のため未受診者に対

し受診勧奨を実施する。AI（人工知能）を使用した

対象者の健診受診行動を分析し、対象者のタイプ

別に内容を変えた受診勧奨を行うことで、受診率向

上を目指す。被保険者自身の健康に対する関心を

高め、特定健診の対象となる40代から一年に一度

の特定健康診査受診の習慣化を図る。令和４年度

の未受診者への受診勧奨通知回数は３回。受診勧

奨通知のパターン数は７種類。国保加入手続きに窓

口に来た方へチラシを渡しながら受診案内を行う。

　健診予約について、健診受付専用コールセンター

およびWEB予約「けんしん予約AITEL」により実施

し、健診予約体制を整備（令和４年度～）。

【特定健康診査受診率（％）】 35.5 36.6 37.7 38.8 39.9
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選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　地域サロンは、新規1か所と合わせて16か所となり、地域の通いの場
として定着している。また、いきいき百歳体操は、新規に3か所立ち上が
り目標を上回る13か所となった。いきいき百歳体操の場で行う体力測
定では、体操の効果を実感でき、活動を継続する動機付けとなってい
る。要介護認定率は19.4％（令和5年1月）と横ばいで推移した。
　特定健診未受診者に対する受診勧奨通知を計画通り進めることが
できている。

【今後の取組の方向性】

　高齢化が進行し要介護認定者数の増加が見込まれているが、高齢
者が介護を必要とする状態にならないように引き続き介護予防の取組
を進める。
　特定健診受診勧奨通知（３回）は令和5年度も継続予定である。資
材内容も、対象者へ分かりやすく興味をひく内容としていく。

94.7%

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

46.2 50.0

令和2年度 31.8

354,914 400,000

令和2年度 437,778

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.d 11.3 15.b 17.17

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑵スポーツ 民生部

施策内容 ①スポーツ活動の充実

市体育施設の年間利用人数 （人）

むつ運動公園テニスコート改

修工事の完了（工事実施率）
100%（100%）

　コロナウイルス及び半導体不足の影響により照明器具の納品が予定より少し遅れたが、無事

に工事は完了し、リニューアルオープンした。

　・テニスコート改修工事100%、　テニスコート照明設備改修工事100%

週1回以上のスポーツ実施率 （％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 実績（目標） 達成状況報告

スポーツ教室等実施回数 408回（300回）
　計画を上回る回数で各種教室を開催し、市民がスポーツを行う多くの機会を創出することが

できた。

釜臥山スキー場の利便性向

上に向けた取組
- 利用者増

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

スポーツ教室等実施回数 200回 323回

Ａ　良好

　コロナ禍でスポーツ活動が制限される中で、

計画以上のスポーツ教室等を開催出来た。

　新型コロナウイルスの影響から新リフトを記

念したＰＲイベントは中止となったが、釜臥山ス

キー場第1リフト架替工事は予定通り完了し、

新たなサービスと降雪に恵まれたことなどか

ら、大幅な利用者増となった。これらのことか

ら、良好と評価している。

46.2

50.0

31.8
30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

週1回以上のスポーツ実施率

目標値

実績値

354,914

400,000

437,778

300,000

325,000

350,000

375,000

400,000

425,000

450,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

市体育施設の年間利用人数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
2,532 2,532 2,532 2,532 2,532

1,641

R3年度

25

R3年度

249,184 - - - -

-

-

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　各種スポーツ教室は計画を上回る回数を開催することができた。
　テニスコート改修工事は、コロナウイルス及び半導体不足の影響から
予定より少し遅れたが、無事に工事は完了した。

【今後の取組の方向性】

　市ＨＰ、ＳＮＳ等の広報を行いながら、各種スポーツ教室を着実に実施
し、市民の健康で豊かなライフスタイルの実現に努める。
　老朽化したスポーツ施設の修繕等を行いながら、利用者が安全で快
適に利用できる環境の維持・管理に努める。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
スポーツ環境整備事業 　各種スポーツ教室を実施し、市民がスポーツを行う

機会を創出するとともに、トップアスリートに触れる機

会を提供し、スポーツへの関心と技術の向上を図

る。

　また、スポーツ団体における指導者の確保・育成の

ため、大会出場に必要となる指導者資格の取得に

係る経費を助成する。

【運動競技指導者資格受講件数

（件）】
25 25 25 25 25

【スポーツ教室・大会等参加者数

（人）】
1,723 1,809 1,899 1,993 2,092

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　新型コロナウイルス感染症の影響から開催中止も懸念されたが、当
初計画以上に開催することができた。
　むつ運動公園改修事業は、概ね計画通りに進捗している。

【今後の取組の方向性】

　新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、スポーツ教室等を実
施していくとともに、市ＨＰ等を通じた広報を行っていく。
　むつ運動公園テニスコート改修事業は、関係各課、施工業者と情報
共有を図りながら、適切な工事工程の進捗に努める。

むつ運動公園改修事業 　むつ運動公園内のテニスコートの改修工事を行う

とともに、児童公園遊具の更新設置、陸上競技場備

品の設置購入を行う。

【整備進捗率（％）】 100 - - - -

57.9%

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 42.1%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

1,089 1,107 1,099 1,090 1,082 1,000

直近平均値 1,083

8 8 8 9 9 10

直近平均値 9

9,103 8,466

令和元年度 -

３．年次目標【令和4年度】

（回）

小型家電等回収啓発活動 9回（8回）
　5、6、8、9、10月とフリーマーケットイベント回収を月1回ずつ5回実施している。実施において

は、そのほか食品ロス等の啓発も併せて行うことができた。

段ボールコンポスト資機材配

布件数
41個（35個）

　コロナウイルス感染症の影響により、出前講座は開催できなかったが、広報むつやホーム

ページにて新たに啓発記事等を掲載しており、資機材の提供数が増えている。

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑶環境 民生部

施策内容 ①循環型社会の推進

二酸化炭素排出量 （t-CO2）

1人1日当たりのごみ排出量 （g）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

３Ｒ啓発活動

内容 実績（目標） 達成状況報告

1,089

1,107 1,099
1,090

1,082

1,000

1,083

980

1,000

1,020

1,040

1,060

1,080

1,100

1,120

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（g）

1人1日当たりのごみ排出量

目標値

実績値

8 8 8

9 9

10

9

6

7

8

9

10

11

12

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（回）

３Ｒ啓発活動

目標値

実績値

9,103

8,466

8,000

8,200

8,400

8,600

8,800

9,000

9,200

9,400

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（t-CO2）

二酸化炭素排出量

目標値

実績値
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評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

11.6 12.4 12.5 13.3

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
169 169 169 169 169

1,089

平均値

8

平均値

56,826 56,784 56,784 56,826 56,784

1,089

平均値

8

平均値

2,078,308 2,400,000 1,400,000 1,400,000 1,400,000

1,089

平均値

8

平均値

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

小型家電等回収啓発活動 4回 4回

Ｂ　概ね良
好

　ごみ排出量は、昨年度に比べ、総量

(22,067t→21,925t)、１人当たり排出量

(1,079g→1,091g)横ばいである。新型コロ

ナ感染症等の影響により、フリーマーケットイベ

ント回収、市主催行事での啓発活動の実施回

数も減少したが、ホームページや広報むつで

啓発記事の掲載を行った。特に段ボールコン

ポストは掲載後、問い合わせが５０件程度あ

り、それぞれ資機材を配布し市民へリサイクル

の取組が浸透しつつあるため、評価区分とし

ては、概ね良好である。

　なお、アックス・グリーンの金属類（鉄くず）の

資源化量は月ごとの算定ではないため、リサイ

クル率を算出できないが、これらを除いた資源

回収率は、昨年度同期とほぼ同等である。

段ボールコンポスト講習 3回 4回

事業名
事業内容

重要業績評価指標
廃棄物減量等推進審議会運営事

業

　一般廃棄物の様々な問題案件に対して、市民の意

見を取り込むために審議会を開催する。

【３Ｒ啓発活動（回）】 8 8 9 9 10

【1人1日当たりのごみ排出量

（g）】
1,107 1,099 1,090 1,082 1,000

市指定ごみ袋関連事業 　市指定ごみ袋の作成し、ごみの減量を図る。

下北地域広域行政事務組合負担

金

　ごみ処理施設「アックス･グリーン」及び汚泥再生

（し尿）処理施設「むつ衛生センター」の管理運営に

伴う経費係る負担金。

【1人1日当たりのごみ排出量

（g）】
1,107 1,099 1,090 1,082 1,000

【３Ｒ啓発活動（回）】 8 8 9 9 10

【1人1日当たりのごみ排出量

（g）】
1,107 1,099 1,090 1,082 1,000

【３Ｒ啓発活動（回）】 8 8 9 9 10
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６．施策の進捗状況

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　新型コロナ感染症等の影響により、フリーマーケットイベント回収、啓
発活動の実施回数も減少してはいるが、ホームページや広報むつで啓
発記事の掲載を行い、段ボールコンポストに関して資機材の提供が前
年度と比べても増加しており、ごみ減量への取組が浸透しつつある。

【今後の取組の方向性】

　コロナウイルス感染症の影響も少なくなってきていることから、出前講
座、広報むつ、ホームページ等を活用しごみの減量化に向けた取組の
活動を続けていきたい。

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　新型コロナ感染症等の影響により、フリーマーケットイベント回収、市
主催行事での啓発活動の実施回数も減少したが、ホームページや広
報むつで啓発記事の掲載を行ったところ、段ボールコンポストは掲載
後、資機材の無料配布数が増えており、ごみ減量への取組が浸透しつ
つある。

【今後の取組の方向性】

　広報むつやホームページ等を活用しながら、引き続きリサイクル、減量
化に向けた取組の活動を続けていきたい。

94.7%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

750 1,000

令和3年度 - - - - -

40.2 41.0 41.9 42.8 43.8 44.8

令和3年度 41.4

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑶環境 都市整備部

施策内容 ②自然環境の保全 上下水道局

親水護岸の整備延長 （m）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

汚水衛生処理率 （％）

汚水衛生処理率 41.4%（41%）
　下水道接続の案内、合併処理浄化槽設置整備補助金の広報は順調にできた。(浄化槽補助

21件、下水道接続95件)

内容 実績（目標） 達成状況報告

田名部川環境整備事業 2箇所（2箇所） 　シート設置完了

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

下水道整備普及率 22.1% 21.8%

Ｃ　やや不
良

　資材、労務費の上昇及び工法の変更に伴

い、工事箇所の見直しが必要となった。これに

より整備範囲を縮小することとなり普及率が伸

びなかった。

750

1,000

600

700

800

900

1,000

1,100

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（m）

親水護岸の整備延長

目標値

実績値

40.2
41.0

41.9

42.8

43.8

44.8

41.4

40

41

42

43

44

45

46

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

汚水衛生処理率

目標値

実績値
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4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.7 3.9 6.2 13.1 14.1

15.1

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
18,474 29,760 29,760 29,760 29,760

40.2

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　歩道の春季利用開始に合わせて事業を進め、良好と考える。
　汚水衛生処理率向上に向け、下水道への接続、合併浄化槽の設置
について、郵送や広報むつでの広報活動ができており、良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　今後も良好な水辺空間の維持のため、県と連携して取り組みを進め
る。
　今後も継続して広報活動を続け、汚水衛生処理率の向上を目指す。

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　年度内の完了に向け事業を進めており概ね良好と考える。
　汚水衛生処理率向上に向け、郵送や広報むつでの広報活動ができ
ており、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　今後も良好な水辺空間の維持のため県と連携して取り組んでゆく
　今後も継続して広報活動を続け、汚水衛生処理率の向上を目指す。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
下水道排水設備工事費補助金・

浄化槽設置整備事業費補助金事

業

　汚水衛生処理率の向上のため、公共下水道事業

で整備された区域の市民の皆様へ下水道接続の案

内を行い、接続工事費に対して補助金を交付する。

　また、公共下水道事業及び漁業集落排水処理事

業区域外で、汲取りトイレや単独処理浄化槽から合

併処理浄化槽へ設置替えを実施する個人に対して

浄化槽設置整備補助金制度を広報する。

【汚水衛生処理率（％）】 41.0 41.9 42.8 43.8 44.8

57.9%

C 42.1%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

- 5 5 5 5 5

令和3年度 5

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

11.6 12.8 13.3

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑶環境 民生部

施策内容 ③公害対策の充実

典型７公害の相談事案に対する改善指導・啓発回数 （回）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 実績（目標） 達成状況報告

典型７公害に係る啓発活動 5回（5回）

　年間を通じて、典型７公害に係る相談件数は、大気汚染7件、騒音3件、悪臭4件、土壌汚染2

件、水質汚濁3件となっている。

いずれも速やかに現場確認を実施し、関係機関と連携し、再発防止のために注意・指導を実

施した。

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

典型７公害に係る啓発活動 5回 4回

Ｂ　概ね良
好

　必要な場合は現場を訪問し緊急性等の状況

把握に努めている。市民の方から寄せられる

生活環境に関する苦情は、航空機や建設重機

による騒音のほか、近隣同士のトラブルを避け

るため市に寄せられるものもあるため、公害ま

でには至らないケースも多数ある。原因者への

注意喚起や、情報提供により関係者に適切な

対応をお願いしている。

5 5 5 5 55

0

1

2

3

4

5

6

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（回）

典型７公害の相談事案に対する改善指導・啓発回数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
57 0 57 0 57

15

R3年度

1,746 1,746 1,746 1,746 1,746

15

R3年度

６．施策の進捗状況

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　情報提供及び苦情があった際には現場確認を行い正確な状況把握
に努め、情報を記録し共有した。航空機等の騒音などの相談に対し、Ｈ
Ｐによる周知や事業所への注意喚起を行った。

【今後の取組の方向性】

　市内の水質調査及び自動車騒音調査を継続して実施。市民の方か
ら相談があった際には速やかに調査等を行い、困難事案では他市の
対応事例や関係機関とも連携を図りながら早期に解決ができるよう
対応していく。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
公害対策審議会運営事務 　公害対策に関する事項等について調査審議するこ

とにより、公害の防止を図り、もって市民の健康で文

化的な社会生活の確保に資することを目的とし、む

つ市公害防止条例第27条に基づき、公害対策審議

会を設置・運営する。

【典型７公害に係る相談件数

（件）】
15 15 15 15 5

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　情報提供及び苦情があった際には現場確認を行い正確な状況把握
に努め、情報を記録し共有した。航空機等の騒音などの相談に対し、Ｈ
Ｐによる周知や事業所への注意喚起を行った。

【今後の取組の方向性】

　市内の水質調査及び自動車騒音調査を継続して実施。市民の方か
ら相談があった際には速やかに調査等を行い、困難事案では他市の
対応事例や関係機関とも連携を図りながら早期に解決ができるよう
対応していく。

公害対策費 　公害の発生を未然に防止するため、環境に関する

各種調査を実施し状況を把握する。

　公害に係る苦情について、調査・測定等を行い解

決を図る。

【典型７公害に係る相談件数

（件）】
15 15 15 15 5

89.4%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

18 17 17 16 16 15

直近平均値 26

113 116 117 118 119 120

直近平均値 115

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑶環境 民生部

施策内容 ④環境衛生対策、廃棄物対策の充実

町内清掃実施件数 （件）

不法投棄防止対策 3回（3回）
　不法投棄現場に看板を22箇所設置し、その後パトロールや監視カメラ設置も行い、改善が

見られている。

不法投棄発生件数 （件）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 実績（目標） 達成状況報告

適切なごみ分別啓発活動 12回（12回）

　広報むつに家庭に優しいごみ情報として適切なごみ分別の記事を掲載し、正しいごみ分別が

ごみ減量やリサイクルにつながることを伝えることができ、またコロナ禍により、中断していた衣

類回収も再開した。

不法投棄防止対策 2回 随時実施（2回以上）

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

適切なごみ分別啓発活動 10回 11回

Ｂ　概ね良
好

　リサイクル等につながる広報啓発活動及び

不法投棄に対するパトロールや監視カメラ設

置によって、一定の効果があるものと認められ

たため、概ね良好とする。

18 17 17 16 16
15

26

0

5

10

15

20

25

30

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（件）

不法投棄発生件数

目標値

実績値

113

116
117

118
119

120

115

108

110

112

114

116

118

120

122

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（件）

町内清掃実施件数

目標値

実績値
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4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

11.6 12.4 12.5 13.3

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
2,402 2,402 2,402 2,402 2,402

18

平均値

113

平均値

15,729 15,729 15,729 15,729 15,729

18

平均値

113

平均値

298,049 298,049 298,049 298,049 298,049

18

平均値

113

平均値

123 123 123 123 123

18

平均値

113

平均値

６．施策の進捗状況

選択区分

選択区分

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　リサイクル等につながる広報啓発活動及び不法投棄に対するパト
ロールや監視カメラ設置によって監視対策も強化され、その後も不法
投棄されておらず、効果があるものと認められたため、概ね良好とす
る。

【今後の取組の方向性】

　引き続きリサイクル効果につながる活動や不法投棄防止のパトロー
ルを行い、環境維持に向けた取り組みを進める。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
清掃関係事業（大掃除、じん芥処

理）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第5条(清潔

の保持)により、春・秋の大掃除を実施する。また、道

路上で轢死した動物の死骸に対して、地域住民の

生活衛生を保つため、迅速にじん芥処理を実施す

る。

【町内清掃実施件数（件）】 116 117 118 119 120

【不法投棄発生件数（件）】 17 17 16 16 15

資源ごみ回収事業 　ごみの減量化及びリサイクルの推進、並びに容器

包装リサイクル法への対応のため、資源ごみの集団

回収を実施する。

【不法投棄発生件数（件）】 17 17 16 16 15

【町内清掃実施件数（件）】 116 117 118 119 120

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　リサイクル等につながる広報啓発活動及び不法投棄に対するパト
ロールや監視カメラ設置によって、一定の効果があるものと認められた
ため、概ね良好とする。

【今後の取組の方向性】

　引き続きリサイクル効果につながる活動や不法投棄のパトロールに
取り組む。

ごみ収集運搬事業 　むつ市内から排出される生活系ごみの収集及び

運搬を委託する。

【不法投棄発生件数（件）】 17 17 16 16 15

【町内清掃実施件数（件）】 116 117 118 119 120

不法投棄対策事業 　不法投棄に伴う、撤去回収や防止・抑制を行う。

【不法投棄発生件数（件）】 17 17 16 16 15

【町内清掃実施件数（件）】 116 117 118 119 120
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７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

78.9%

C 15.8%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

22.1 22.1 22.1 22.1 22.1 22.1

平成22年度 22.4

28,010 32,000 34,000 36,000 39,000 42,000

令和2年度 40,774

2,111 2,279 2,448 2,616 2,785 2,953

令和3年度 2,333

３．年次目標【令和4年度】

（人）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑷コンパクト・プラス・ネットワーク 都市整備部

施策内容 ①暮らしやすいまちの構築 上下水道局

下水道接続人口（むつ処理区） （人）

立地適正化計画居住誘導区域人口密度 （人/ha）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

公園利用者数（金谷・水源池）

下水道接続人口（むつ処理

区）
2,333人（2,279人） 　下水道へ接続の広報活動は順調にできた。（下水道接続95件）

内容 実績（目標） 達成状況報告

コンパクトシティ推進整備事業

の実施箇所数
2箇所（3箇所）

　市道新町昭和町線の工事は12月下旬に完成した。

　市道下北停車場線の工事は3月下旬に完成した。

　市道西町線については、用地調査において地権者との調整に日数を要したことから、翌年度

へと繰越となった。

22.1 22.1 22.1 22.1 22.1 22.1

22.4

22

22

22

22

22

22

23

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人/ha）

立地適正化計画居住誘導区域人口密度

目標値

実績値

28,010

32,000

34,000

36,000

39,000

42,000

40,774

27,000

30,000

33,000

36,000

39,000

42,000

45,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

公園利用者数（金谷・水源池）

目標値

実績値

2,111

2,279

2,448

2,616
2,785

2,953

2,333

1,700

1,900

2,100

2,300

2,500

2,700

2,900

3,100

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

下水道接続人口（むつ処理区）

目標値

実績値
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評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

6.2 11.3 11.7 13.1 13.3

14.1 15.1 17.17

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
120,393 96,955 100,000 50,000 0

22.4

R3年度

4,200 4,200 4,200 4,200 4,200

2,111

R3年度

汚水処理人口普及率 49.9% 48.9%

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

コンパクトシティ推進事業 7箇所 6箇所

Ｂ　概ね良
好

　コンパクトシティ推進事業については、市道の

改良等により通学路や生活道路における安

全・安心の確保とともに歩きたくなるまちづくり

の推進が図られた。

　浄化槽設置整備助成事業については、今年

度から補助金の増額を行ったことにより昨年

度及び２年前と比べ増加したものと考えられ

る。しかし、下水道の普及率が伸び悩んだこと

から、汚水人口普及率は目標に届かなかっ

た。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
コンパクトシティ推進整備事業（昭

和町地区交通安全対策事業）

　コンパクトシティの推進にあたり、立地適正化計画

で人口密度の維持を目標として定めた居住誘導区

域において、スピード感をもって居住環境の支障とな

る都市基盤施設の整備を行うことで、官民連携によ

る「安全・安心で暮らしやすく歩きたくなるまちづく

り」を推進する。

【居住誘導区域人口密度（人

/ha）】
22.4 22.4 22.4 22.4 22.4

下水道排水設備工事費補助金事

業

　下水道接続人口向上のため、公共下水道事業で

整備された区域の市民の皆様へ下水道接続の案内

を行い、接続工事費に対して補助金（新築以外）を

交付する。

【下水道接続人口（人）】 2,279 2,448 2,616 2,785 2,953
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６．施策の進捗状況

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　コンパクトシティ推進整備事業については、市道西町線の事業が繰
越となったものの、他の２事業は概ね計画どおりに完了し、概ね良好と
考える。
　下水道事業については、下水道への接続人口向上に向け、郵送や広
報むつでの広報活動ができており、良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　コンパクトシティ推進整備事業については、関係各課との連携や地権
者等との調整を円滑に行い、繰越事業の早期完了及び令和５年度予
定事業の進捗を図る。
　下水道接続促進については、今後も継続して広報活動を続け、下水
道接続人口の増加を目指す。

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　コンパクトシティ推進整備事業については、発注がやや遅れたもの
の、概ね計画どおりに進められており、概ね良好と考える。
　下水道事業については、下水道への接続人口向上に向け、郵送や広
報むつでの広報活動ができており、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　コンパクトシティ推進整備事業については、受注者との連携を図り、工
期内の完了を目指す。
　下水道事業については、今後も継続して広報活動を続け、下水道接
続人口の増加を目指す。

89.4%

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

39.0 60.0

令和3年度 41.3

77.6 89.9 94.0 100 100 100

令和2年度 86.3

17.4 27 100

令和2年度 20

３．年次目標【令和4年度】

（％）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑷コンパクト・プラス・ネットワーク 都市整備部

施策内容 ②道路基盤の整備 上下水道局

浜通線融雪溝整備事業進捗率 （％）

下北半島縦貫道路整備率 （％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

横迎町中央２号線整備事業進捗率

浜通線融雪溝整備事業進捗

率
20%（27%） 　R5年度へ工事の繰越を行い完了に向け工事を進めている。

内容 実績（目標） 達成状況報告

横迎町中央２号線整備事業

進捗率
86.3%（89.9%） 　3月下旬に工事が完成した。

39.0

60.0

41.3

30

35
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55

60

65

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

下北半島縦貫道路整備率

目標値

実績値

77.6

89.9

94.0

100.0 100 100

86.3

70

75
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100

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

横迎町中央２号線整備事業進捗率

目標値

実績値

17.4
27.0

100

20.0
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40

60

80

100

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

浜通線融雪溝整備事業進捗率

目標値

実績値
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評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

8.3 8.9 11.1 11.2 11.3

11.7 11.a

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
92,477 162,755 110,000 110,000 -

83.4

R3年度

172,159 144,300 95,000 - -

-

-

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

市道舗装率 75.0% 72.0%

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

横迎町中央2号線整備事業

進捗率
88.6% 83.3%

Ｂ　概ね良
好

　横迎町中央２号線整備事業については、一

部の物件移転が完了できなかったが、道路整

備工事は計画どおりに完成した。

　その他道路整備事業等については、概ね計

画どおりに進められた。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
横迎町中央２号線整備事業 　都市計画道路横迎町中央２号線は、市街地東側

の国道279号むつバイパスから県道下北停車場線

までの区間全体延長3,570ｍで、田名部地区と中

央地区を結ぶ路線として重要な道路である。

　また、市役所やむつ警察署が立地する防災拠点地

区において、国道338号バイパスの代替路線として

重要な路線であり、防災機能の向上に必要不可欠

な路線である。

【事業進捗率（％）】 89.9 94.0 100.0 100.0 100.0

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　横迎町中央２号線整備事業については、概ね計画どおりに進められ
ており、概ね良好と考える。
　浜通線融雪溝整備事業については、支障となっていた通信線の措置
も進み、工事は概ね良好に進んでいる。

【今後の取組の方向性】

　横迎町中央２号線整備事業については、早期の全線開通に向け、用
地買収等が完了している区域から道路整備工事を進める。
　浜通線融雪溝整備事業については、予算及び交付金確保に向けて
次年度以降の計画を検討する。

道路整備事業 　浜通線、中荒川・中山線について、狭隘であり、歩

行者及び車両の安全確保のため、舗装打ち換え、側

溝及び融雪溝を整備するもの。

　また、工事完了から長期間経過したことで、舗装面

が劣化し、修繕が必要となっているが、個別施設計

画を策定しておらず、国庫補助を適応できない状態

となっていることから、舗装長寿命化修繕計画を策

定することで国庫補助の獲得をし、計画的な道路の

維持管理を図るもの。

【-】 - - - - -

- 120 -



選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　横迎町中央２号線整備事業については、概ね計画どおりに進められ
ており、概ね良好と考える。
　浜通線融雪溝整備事業については、概ね計画通りに工事は進んでお
り、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　横迎町中央２号線整備事業については、早期の全線開通に向け、用
地買収等が完了している区域から道路整備工事を進める。
　浜通線融雪溝整備事業の完成及び供用を目指し、工事を進める。

89.5%

C 10.5%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

196 196 196 196 196 196

令和2年度 1,201

1,588 1,588 1,588 1,588 1,588 1,588

令和2年度 1,377

1,632 1,632 1,632 1,632 1,632 1,632

令和2年度 1,583

1,102 1,102 1,102 1,102 1,102 1,102

令和2年度 972

３．年次目標【令和4年度】

（人）

むつ市高齢者無料乗車証の

交付枚数
3,549人（2,514人） 　令和5年3月末時点でのむつ市高齢者無料乗車証の交付者数は、3,549名となった。

年間輸送者数の維持 5,133人（4,518人）

　各交通事業者と定期的にヒアリングを実施。

　市の今後の公共交通の在り方について検討を重ねた。

　また、3月31日の運行をもって廃止となる川内～湯野川線の代替交通として、4月3日より川

内～湯野川地区デマンド型乗合タクシーの実証運行体制を整えることができた。

路線バス情報のGTFSデータ

整備及び経路検索サービスへ

の対応

2事業者（3事業者）

　(有)むつ車体工業、(有)脇野沢交通のGTFSデータを令和5年4月1日付けダイヤに更新し、

Googleマップに掲載。また、市HPにてオープンデータ化。下北交通(株)のGTFSデータは整

備中。

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑷コンパクト・プラス・ネットワーク 企画政策部

施策内容 ③公共交通の確保

廃止路線代替バス年間輸送者数（九艘泊線） （人）

大畑地区デマンド型乗合タクシー年間輸送者数 （人）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

廃止路線代替バス年間輸送者数（湯野川線）

内容 実績（目標） 達成状況報告

廃止路線代替バス年間輸送者数（源藤城線） （人）

196 196 196 196 196 196

1,201

100

300

500

700

900

1,100

1,300

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

大畑地区デマンド型乗合タクシー年間輸送者数

目標値

実績値

1,588 1,588 1,588 1,588 1,588 1,588

1,377

1,350

1,400

1,450

1,500

1,550

1,600

1,650

1,700

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

廃止路線代替バス年間輸送者数（湯野川線）

目標値

実績値

1,632 1,632 1,632 1,632 1,632 1,632

1,583

1,400

1,450

1,500

1,550

1,600

1,650

1,700

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

廃止路線代替バス年間輸送者数（九艘泊線）

目標値

実績値

1,102 1,102 1,102 1,102 1,102 1,102

972

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

廃止路線代替バス年間輸送者数（源藤城線）

目標値

実績値
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評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.9 4.3 8.6 10.2 11.2

13.1

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
6,559 5,035 3,570 3,570 3,570

1

R3年度

1

R3年度

1

R3年度

756 10,889 7,949 7,949 7,949

381

R3年度

-

-

33,955 46,088 46,088 46,088 46,088

28,044

R3年度

路線バス情報のGTFSデータ

整備及び経路検索サービスへ

の対応
3路線 3路線

むつ市高齢者無料乗車証の

交付枚数
1,000名 2,045名

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

年間輸送者数の維持 維持
循環バスの実証運行の開

始決定

Ｂ　概ね良
好

　令和3年10月からむつ市高齢者無料乗車

証事業が開始、川内湯野川線・九艘泊線・源

藤城線の3路線のGTFSデータ化完了、令和

4年4月から中心市街地を循環バス路線の実

証運行がスタートする等、各取組において計画

どおりの成果があったため概ね良好とする。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
廃止路線代替バス運行対策事業 　路線バスが廃止された後において、地域内の廃止

路線を運行するバス事業者に対し補助金を交付す

ることにより、路線を維持するとともに地域住民の生

活及び移動に必要な交通手段を確保する。

【廃止路線代替バス路線数（川内

～湯野川線）（本）】
1 - - - -

【廃止路線代替バス路線数（源藤

城線）（本）】
1 1 1 1 1

【廃止路線代替バス路線数（九艘

泊線）（本）】
1 1 1 1 1

デマンド型乗合タクシー運行事業 　「薬研・小目名線」の廃止に伴い、タクシー会社へ

委託し「デマンド型乗合タクシー」を運行している。

　また、「川内～湯野川線」は、令和5年3月31日の

運行をもって路線廃止となるため、当該路線におい

てデマンド型乗合タクシーの実証運行を検討してい

る。

【年間輸送者数（川内地区）

（人）】
- 1,227 1,227 1,227 1,227

100,000 100,000

【年間輸送者数（大畑地区）

（人）】
400 400 400 400 400

むつ市高齢者無料乗車証事業

（AGEHA）

　高齢者の方の積極的な社会参加による健康増進

及び福祉の向上と公共交通機関の利用促進を目

的として、申請に基づき75歳以上の市民の方の市

内路線バスとデマンド型乗合タクシ－の運賃無料化

を実施する。

【AGEHA利用者数（人）】 70,000 100,000 100,000
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　年間輸送者数の維持及びむつ市高齢者無料乗車証の交付枚数が
計画値を上回ったこと、路線バス情報のGTFSデータ整備及び経路検
索サービスへの対応においては、計画値3事業者のうち2事業者の
データを更新していることから、「B 概ね良好」とした。

【今後の取組の方向性】

　今後において、適切な公共交通の維持確保に努めるため、効率的か
つ効果的な公共交通体系への見直しを図るとともに、持続性の高い公
共交通ネットワークの形成を図る。

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　年次目標として設定したGTFSデータの作成が3事業者中2事業者
が作成済みであり、むつ市高齢者無料乗車証の交付者数が目標値を
上回ったことから、「A良好」とした。

【今後の取組の方向性】

　今後においても、適切な路線維持に努めるため、交通事業者と連携
した取組を実施するとともに、新たな利用促進施策の検討を進める。

57.9%

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 42.1%

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

9 9 9 9 9 9

令和2年度 9

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑷コンパクト・プラス・ネットワーク 企画政策部

施策内容 ④広域交通ネットワークの形成

JR東日本に対する要請活動 2回（２回）

　青森県鉄道整備促進期成会では、令和4年8月1日にJR東日本盛岡支社、9月5日にJR東

日本本社に要望書を提出した。その後は、JR東日本盛岡支社と、定期的に打合せや意見交換

等を実施している。

JR大湊線沿線自治体を中心

とした協議会の設立

JR大湊線一日あたりの往復便数 （便）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

1協議会（1協議会）

　12月22日、JR大湊線活性化協議会を設立し、沿線自治体が中心となり、路線の利用促進

や各地域の活性化等の方策の検討・実施に取り組む体制を構築した。

　3月17日、JR大湊線活性化協議会ワーキングチームを開催し、令和5年度取組方針(案)及

び事業計画(案)を検討した。

内容 実績（目標） 達成状況報告

国・県に対する要請活動 3回（２回）
　8月、10月、2月の計3回、国や県に対し、下北半島縦貫道路の整備促進と国道279号（むつ

市～大間町）のバイパス化について、要望活動を行った。

ＪＲ東日本に対する要請活動 1回 1回

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

国・県に対する要請活動 2回 6回

Ａ　良好

　年次目標にて設定した要請活動の回数を上

回ったこと、及び「下北半島縦貫道路」の全区

間事業化が決定するなど、要望活動に一定の

成果があったことから良好とする。

9 9 9 9 9 99

5

6

7

8

9

10

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（便）

JR大湊線一日あたりの往復便数

目標値

実績値

- 125 -



4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.9 4.3 8.6 9.1 10.2

11.2 13.1

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
2,082 2,062 2,062 2,062 2,062

39

R3年度

200 200 200 200 200

6

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　年次目標としていた要請活動の回数を達成しており、また、7月28日
のJR東日本における利用の少ない線区の経営情報の開示以降、県内
初の協議会を設立したことから、評価区分は「Ａ良好」とした。

【今後の取組の方向性】

　今後においても、引き続き、国・県等への要請活動を継続する。
　また、JR大湊線活性化協議会において、大湊線の利用状況等のデー
タを客観的に分析し、今後の方策に反映させていく。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
協議会等負担金 　むつ市（企画調整課所管）が加盟している各種協

議会等に対する負担金等を支出し、交通インフラ等

の要望活動を実施する。

「国道279号早期整備促進決起大会」「JR大湊沿

線自治体を中心とした協議会の設立」

【下北半島縦貫道路整備率

（％）】
42 42 42 60 60

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　年次目標としていた要請活動の回数を達成していることから、評価区
分は「Ａ良好」とした。

【今後の取組の方向性】

　今後においても、引き続き、国・県等への要請活動を継続する。
　また、JR大湊線の存続に向けた協議会設立を目指して沿線自治体
をはじめとする関係機関等と協議を重ねていく。

下北地域公共交通総合連携協議

会負担金

　下北圏域市町村が参画し、むつ市が事務局となっ

ている「下北地域公共交通総合連携協議会」への

負担金。当該協議会では平成29年度に「下北地域

公共交通網形成計画」を策定し、計画に基づいた公

共交通利用促進事業を実施するとともに観光その

他の地域間交流の促進を図る。

【地域間幹線路線数（本）】 6 6 6 6 6

36.8%

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ａ

A 57.9%

B
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

98.1 95.0

令和2年度 -

10 17

令和2年度 19

95.5 96.0 96.2 96.4 96.6 96.8

令和2年度 96.4

99.3 99.4 99.5 99.5 99.6 99.7

令和2年度 99.4

98.7 98.8 98.9 98.9 99.0 99.1

令和2年度 99.0

（億円）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑸行財政基盤 財務部

施策内容 ①財政の健全化

市税徴収率（全体） （％）

経常収支比率 （％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

財政調整基金年度末残高

固定資産税徴収率（現年分）
(土地、家屋及び償却資産)

（％）

個人市民税徴収率（現年分） （％）

98.1

95.0

90

92

94

96

98

100

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

経常収支比率

目標値

実績値

10

17

19

0

5

10

15

20

25

30

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（億円）

財政調整基金年度末残高

目標値

実績値

95.5

96.0 96.2 96.4
96.6

96.896.4

95

96

97

98

99

100

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

市税徴収率（全体）

目標値

実績値

99.3
99.4

99.5 99.5
99.6

99.7

99.4

99.0

99.2

99.4

99.6

99.8

100.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

個人市民税徴収率（現年分）

目標値

実績値

98.7

98.8 98.9 98.9

99.0 99.1

99.0

98.4

98.6

98.8

99.0

99.2

99.4

99.6

99.8

100.0

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

固定資産税徴収率（現年分）

(土地、家屋及び償却資産)

目標値

実績値
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３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

1.3 2.1 3.6 4.3 5.5

6.6 7.1 8.9 9.1 10.4

11.2 12.5 13.1 14.3 15.4

16.6 17.14

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
140,000 140,000 140,000 140,000 140,000

98.1

R3年度

10

R3年度

23.5

R3年度

0 0 0 0 0

95.8

R3年度

99.0

R3年度

98.9

R3年度

内容 実績（目標） 達成状況報告

固定資産税徴収率(現年)

(土地、家屋及び償却資産)
（99.0％）

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

財政調整基金残高の維持
約13億9,000万円

（１７億円以上）

　令和5年3月補正予算(定例会追加提案）後の残高は約13億9,000万円。燃料費の高騰に

よる補正等により残高が減少しており、各施設の電気料等の影響によりさらに減少する可能性

がある。

市税徴収率（全体） 96.0％（96.0％）

市税徴収率（全体） 95.6% 93.90%

Ｂ　概ね良
好

　市税について、納税相談などの徴収対策を

徹底し、徴収率の向上を図り目標達成に努め

る。

　財源対策に努め、財政調整基金の取崩を最

小限に留める。財政調整基金年度末残高 1.5億円増 -

財政の健全化（「むつ総合病院債

務負担行為履行」のみ事業費計

上）

・基金繰替運用

・有効な地方債の活用

・新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金の活用

　新たな財源の確保や有利な起債の活用等、歳入

確保に努めつつ、歳入に見合った予算編成と適切

な執行管理により、普通建設事業実施に伴う公債

費の増加やむつ総合病院の対する債務負担行為の

履行等、財政運営上の諸課題に対応しつつ、財政

運営の健全化と安定化を図る。

【むつ総合病院債務負担行為残

額（億円）】
20.7 19.3

【財政調整基金年度末残高（億

円）】
17.26 18.26 20.26

【経常収支比率（３ヶ年平均）

（％）】
96.9 96.4 95.0

99.499.1

個人市民税徴収率(現年) （99.1％）

　夜間・休日の収納相談窓口の3月末実績は、件数631件、収納税額1,782万円となってい

る。

　3月末の差押件数は273件、差押額は5,947万円、充当税額は1,142万円となっている。

　徴収分析会議を1月～3月に各担当1回実施（累計3回)。

　現年度分催告を1月～3月に1回実施。（累計3回）

　１月末の口座振替依頼延件数は63,631件で、前年度と比較して200件増加している。

17.9 16.5 15.1

市税徴収率の向上 　収納率の維持、向上は必須の財源確保対策であ

るため、徴収強化のほか、口座振替の推進、コンビ

ニ収納に係る税目の拡充等、納税機会の拡大を意

図した税収確保対策を展開し、市税全体の徴収率

の底上げを図る。

【固定資産税徴収率（現年分）

(土地、家屋及び償却資産)（％）】
99.0 99.2 99.3

事業名
事業内容

重要業績評価指標

95.4

【市税徴収率（全体）（％）】 96.0 96.2 96.4 96.6 96.8

【個人市民税徴収率（現年分）

（％）】
99.1 99.2 99.3 99.4 99.5

20.26 19.26

94.8
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 10.5%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　財政調整基金残高の現況及び税の徴収率が計画値を上回っている
ことから、概ね良好と評価している。

【今後の取組の方向性】

　冬季を前に電力料金が高騰し始めている。すでに電気料の不足を見
込んでいる施設等もあるが、既存予算内で高騰分の吸収が可能か否
かを見極め、財政調整基金の繰入を可能な限り抑制したい。また、市
税について、さらなる徴収率向上に向けて徴収事業を進めるよう努め
ていく。

89.5%

C 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　市税の収納率について、3月末時点で前年同期比の0.6ポイント増と
なっており、前年比0.2ポイント増とした目標値の96.0％を確保できる
見込みであることから徴収対策については良好である。
　燃料費の高騰による補正等により財調残高が減少しているものの、
一定程度の財調残高が確保されていることから概ね良好との判断と
するが、引き続き、燃料高騰等の影響を注視する必要がある。

【今後の取組の方向性】

　市税について、引き続き、適正な課税事務及び徴収率向上に向けた
徴収事務を進めるよう努めていく。
　燃料費等の高騰、物価高の影響により歳出の増が懸念されることか
ら、適正な予算執行により、財政調整基金の繰入を可能な限り抑制す
るよう努めていきたい。
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

68,200 65,909 64,763 63,617 62,471 61,421

令和2年度 -

71,234 68,841 67,644 66,447 65,250 64,154

令和2年度 67,363

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

11.2 14.2 15.4 16.6 17.17

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑸行財政基盤 企画政策部

施策内容 ②広域行政の推進

下北圏域人口減少の抑制（国勢調査） （人）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

住民基本台帳人口（参考：住民基本台帳） （人）

内容 実績（目標） 達成状況報告

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

共生ビジョン懇談会でのＢ評

価（やや効果がある）以上の

事業割合

50％

（50％：全26事業）

　新型コロナウイルスの影響により、一部の事業において目標を下回ったものの、新規事業で

ある青森大学との連携については、計画のとおり実施ができた。

下北圏域定住自立圈連携事

業
新規1事業 -

Ｂ　概ね良
好

　新型コロナウイルスの影響により、市町村長

会議及び第2回共生ビジョン懇談会は書面評

決となったが、協定の変更について滞りなく承

認を得た上で、変更に至ったため概ね良好と

する。

68,200

65,909

64,763

63,617

62,471
61,421

60,000

62,000

64,000

66,000

68,000

70,000

72,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

下北圏域人口減少の抑制（国勢調査）

目標値

実績値

71,234

68,841
67,644

66,447

65,250
64,154

67,363

60,000

62,000

64,000

66,000

68,000

70,000

72,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

住民基本台帳人口（参考：住民基本台帳）

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
538 538 709 538 538

2,082 2,062 2,062 2,062 2,062

39

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 10.5%

事業名
事業内容

重要業績評価指標
下北圏域定住自立圏推進事業 　下北圏域においては、平成27年に「定住自立圏共

生ビジョン」を策定し、定住自立圏の取組を推進して

いる。また、下北圏域定住自立圏共生ビジョン懇談

会を活用したＰＤＣＡサイクルを運用し、効果的な事

業実施を図る。

【共生ビジョン懇談会でのＢ評価

（やや効果がある）以上の事業割

合（％）】

50 55 60 65 70

50

R3年度

協議会等負担金 　むつ市（企画調整課所管）が加盟している各種協

議会等に対する負担金等を支出し、「むつ湾広域連

携協議会」を主体としてむつ湾の広域連携の取組

を進める。

【下北半島縦貫道路整備率

（％）】
42 42 42 60

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら、感染防止対策を
講じ各会議を開催できており、PDCAサイクルの運用し、下北圏域定
住自立圏共生ビジョンに基づく広域連携事業の取組を進められている
ことから、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　11月以降、市町村長会議、担当課長会議、共生ビジョン懇談会を適
宜開催し、第２次下北圏域定住自立圏共生ビジョンの内容について所
要の見直しを実施した上で、年度内に変更・公表できるよう事務を進
める。

60

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら、感染防止対策を
講じ各会議を開催できており、PDCAサイクルの運用し、下北圏域定
住自立圏共生ビジョンに基づく広域連携事業の取組を進められている
ことから、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　令和6年度末に公表予定の第3次定住自立圏共生ビジョンの策定に
向け、地域住民の方々からの意見集約をはじめとして、新たな事業、目
標の設定を行いスムーズな公表に向け事務を進める。

84.2%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

315,935.23 312,517 309,099 305,681 302,263 298,845

令和2年度 325,491

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ３．高齢者福祉・医療・暮らしの充実 関係部局

施策項目 ⑸行財政基盤 財務部

施策内容 ③公共施設マネジメントの推進

公共施設の総量縮減 （㎡）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

ネーミングライツパートナーの

募集
1件（1件） 　優先交渉権者と継続となる契約を締結した。

次年度解体・改修(長寿命化)

施設の選定
1施設（5施設） 　調査により1施設について、次年度の解体の予算化が図られた。

内容 実績（目標） 達成状況報告

未利用施設の利活用 1提案（1提案） 　提案のあった1件が選定委員会により採択となった。

むつ市公共施設等総合管理

計画の改訂
改訂 改訂済

未利用財産の利活用 利活用 売却1件、譲渡1件

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

施設の複合化等の推進及び

次年度解体施設の選定
推進及び選定 選定済み

Ｂ　概ね良
好

　次年度解体施設の選定を行うため、施設所

管課、財務課、建築技術課、土木技術課ととも

に現地調査を行った。

　むつ市公共施設等総合管理計画について

は、３月改訂した。

　市有財産利活用民間提案制度に基づき、旧

角違小中学校の譲渡を行った。

315,935
312,517 309,099

305,681 302,263
298,845

325,491

280,000

290,000

300,000

310,000

320,000

330,000

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（㎡）

公共施設の総量縮減

目標値

実績値

- 132 -



4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

11.7 12.7

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
10,852 10,852 10,852 10,852 10,852

315,935

R2年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　市有財産利活用民間提案制度の今年度募集に対して、１件の提案
があった。ネーミングライツは、優先交渉権者と協議を重ねている。次
年度解体・改修予定の施設調査については、計画通り準備を進めてお
り、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　対象施設のリストについて、未利用施設所管課と都度確認し、有効活
用を図る。
　年度末の契約締結に向け、滞りなく協議を進める。
　次年度の解体や長寿命化に向けた改修費用の適切な予算化のた
め、関係各課と優先順位をつけて調整する。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
財産管理事業

・市有財産利活用民間提案制度

・ネーミングライツ

・解体・改修施設選定に向けた現

地調査

　人口減少や高齢化が進行する中においても、安

全・安心で快適な公共施設を提供するため、これら

の適切な配置と計画的な維持管理等、統括的な公

共施設マネジメントを行うほか、市有財産の維持管

理や各種保険に関する事務を行う。

【公共施設総量（㎡）】 312,517 309,099 305,681 302,263 298,845

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　市有財産利活用民間提案制度の提案が採択され、市の未利用財産
が民間事業者によって利活用されることになった。ネーミングライツに
ついても、継続の契約となった。施設解体のための予算化は1施設で
あったが、予算編成全体の中での判断となるので前進はしたものと評
価している。

【今後の取組の方向性】

　対象施設のリストについて、今後も未利用施設所管課と都度確認し、
有効活用を図る。
　今回、3年で契約締結しており、3年後も契約継続していただけるよう
取り組む。
　関係各課と連携して施設の実態把握をするとともに、解体の優先順
位や長寿命化の方向性を検討し、予算化が図られるよう取り組む。

89.4%

- 133 -



１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

- 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5

- 3.1

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ４．デジタル化の推進 関係部局

施策項目 ⑴デジタル実装 総務部

施策内容 ①地域DXの実践

デジタル化による市民生活満足度（Well-being） （点）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 目標 達成状況報告

スマートシティ構想推進に係る

体制構築

1団体 協議会設立

（1団体 協議会設立）

　2023年度版のむつ市スマートシティ推進戦略の原案を策定した。次年度にスマートシティ推

進協議会を開催し、承認を得る予定。

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

3.1 3.2 3.3 3.4 3.5

3.1

1

2

3

4

5

R4 R5 R6 R7 R8

（点）

デジタル化による市民生活満足度（Well-being）

目標値

実績値

※後期基本計画からの新規施策内容のため、令和３年度実績はなし
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4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

1.3 2.4 3.7 4.7 5.b

6.6 7.1 8.3 9.1 10.2

11.3 12.8 13.1 14.2 15.4

16.3 17.14

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
49,954 0 0 0 0

-

-

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　むつ市スマートシティ推進協議会を設立し、地域内の連携体制を構
築した。

【今後の取組の方向性】

　協議会を設立したことから、地域内の各分野の関係者とともにスマー
トシティに向けて推進を図っていく。

事業名
事業内容

重要業績評価指標
スマートシティ推進事業 　様々な関係者がつながりを持ち、地域全体としての

DX実践に向け、行政サービスの向上、教育や福祉

の充実、消費者ニーズを捉えた地域産業の生産性

の向上や産業環境の整備等を図り、全ての市民が

デジタル化のメリットを享受できるまちづくりを進め

ていくためスマートシティ構想の推進を図る。

【デジタル化による市民生活満足

度（Well-being）（点）】
3.1 3.2 3.3 3.4 3.5

C 5.3%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　むつ市スマートシティ推進協議会を設立し、地域内の連携体制を構
築した。

【今後の取組の方向性】

　協議会を設立したことから、地域内の各分野の関係者とともにスマー
トシティに向けて推進を図っていく。

89.4%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

90.4 91.0 92.0 93.0 94.0 95.0

令和2年度 91.0

10.8 11 12 13 14 15

令和元年度 10.7

- 100 105 110 115 120

261

502 483 486 494 488 496

令和3年度 484

（日）

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ４．デジタル化の推進 関係部局

施策項目 ⑴デジタル実装 総務部

施策内容 ②自治体DXによる効率的な行政運営

テレワーク・時差出勤延べ活用者数 （人）

窓口アンケートにおける満足・やや満足の割合 （％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

年次有給休暇の取得日数

職員数 （人）

90.4
91.0

92.0

93.0

94.0
95.0

91.0

90

92

94

96

98

100

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

窓口アンケートにおける満足・やや満足の割合

目標値

実績値

10.8 11

12
13

14
15

10.7

8

10

12

14

16

18

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（日）

年次有給休暇の取得日数

目標値

実績値

100 105 110 115 120

261

50

100

150

200

250

300

R4 R5 R6 R7 R8

（人）

テレワーク・時差出勤延べ活用者数

目標値

実績値

502

483
486

494

488

496

484

470

480

490

500

510

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

職員数

目標値

実績値
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３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

8.2 9.1 11.1

5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
6,132 6,132 6,132 6,132 6,132

90.4

R2年度

10.8

R元年度

-

-

502

R3年度

テレワーク・時差出勤延べ活

用者数
261人（100人）

LoGoフォームの活用数 84手続き（50手続き）

内容 実績（目標） 達成状況報告

窓口アンケートにおける満足・

やや満足の割合
91.0％（91.0％）

　2/1から2/14までの間、本庁舎、各分庁舎、中央公民館及び図書館にて来庁者へ窓口アン

ケートを依頼し、625件の回答を得た。選択内容は「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」

「不満」で、満足及びやや満足の合計値が91.0％となり、年度目標を達成した。

　活用を促すため年間を通じて「時差出勤」の活用事例の周知を行い、またテレワークについ

ても同様に行った。はオンライン研修受講を中心に活用されていることから引き続き活用環境

の整備を図っていく。（時差出勤：185名、テレワーク：76名）

　研修会の企画、問合せのあった職員への作成アドバイス、LoGoフォーム伝道師制度による庁

内フォーム作成アドバイザーの育成など、きめ細かい対応によって様々な部署で各種申込

フォームが作成されたことで目標をクリアし、市民等の利便性向上と職員の業務効率化に結び

付けることができた。

15件

体系的（職域別）職員研修の

実施
実施 45回

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

全庁一斉消灯実施回数 48回 39回

Ｂ　概ね良
好

　年次目標に掲げている３項目全てにおいて

年間を通じて実施したところである。ワークライ

フバランスの向上に向けて、グループウェア等

で様々なメニューの周知を図った。上半期の接

遇力向上を中心とした研修に加え、危機管理

に関するものや新聞を活用した研修を新たに

企画するなど、各役職に応じた研修メニューを

職員へ提供することができた。

時差出勤及びテレワークの活

用推奨
推奨

事業名
事業内容

重要業績評価指標
自治体ＤＸ推進事業 　新型コロナウイルス感染症対応により露呈した、行

政のデジタル化の遅れに対応するため、自治体DX

を推進させ、業務の効率化を図っていくとともに、柔

軟な働き方を導入していく必要があることから、イン

ターネットを介した各種手続きの導入及びテレワーク

勤務が可能な環境の整備等のために必要なサービ

スを活用する。

【職員数（人）】 483 486 494 488 496

100 105 110 115 120

【窓口アンケートにおける満足・や

や満足の割合（％）】
91.0 92.0 93.0 94.0 95.0

【年次有給休暇の取得日数

（日）】

【テレワーク・時差出勤延べ活用

者数（人）】

11 12 13 14 15
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６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ 【今後の取組の方向性】

　多様な働き方（時差出勤・テレワーク）や休暇取得について周知を図
り、職員のワークライフバランス充実につなげていくとともに、デジタル
を活用した業務効率化についても活用を呼びかけていく。窓口サービ
スの向上のため、研修等により職員一人ひとりの接遇をより良いもの
としていくとともに、デジタルを活用したサービスの提供も随時行ってい
く。

94.7%

　職員一人ひとりのワークライフバランスが充実されるよう多様な働き
方や休暇取得について周知を図った。また、様々な役職を対象に接遇
に係る研修を行い、窓口サービスの向上に務めた。デジタルを活用し
た業務効率化のためLoGoフォームの全庁的な導入のほか、様々な
ツール等の情報収集・検討を随時行い、関係部署へ情報提供を行っ
た。

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

C 0.0%

D 0.0%

【評価の理由】

　職員一人ひとりのワークライフバランスが充実されるよう多様な働き
方や休暇取得について周知を図った。また、様々な役職を対象に接遇
に係る研修を行い、窓口サービスの向上に務めた。デジタルを活用し
た業務効率化のためLoGoフォームの全庁的な導入のほか、様々な
ツール等の情報収集・検討を随時行い、関係部署へ情報提供を行っ
た。

【今後の取組の方向性】

　多様な働き方（時差出勤・テレワーク）や休暇取得について周知を図
り、職員のワークライフバランス充実につなげていくとともに、デジタル
を活用した業務効率化についても活用を呼びかけていく。窓口サービ
スの向上のため、研修等により職員一人ひとりの接遇をより良いもの
としていくとともに、デジタルを活用したサービスの提供も随時行ってい
く。
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

36.7 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0

令和3年度 76.2

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

8.2 9.1 11.1

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ４．デジタル化の推進 関係部局

施策項目 ⑴デジタル実装 総務部

施策内容 ③情報ネットワークの利活用の推進

マイナンバーカード交付率 （％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

個人情報保護コースの全職員

の修了率
100%（100%）

　未受講及び未終了者に対し、受講期限1か月前、5日前、2日前及び1日前に通知を行った。

11/30休職及び退職の職員を除いた全受講職員の終了を確認した。

新採用職員及び業務システム

利用職員の情報セキュリティ

コースの修了率

100%（100%）
　未受講及び未終了者に対し、受講期限1か月前、5日前、2日前及び1日前に通知を行った。

11/30休職の職員を除いた全受講職員の終了を確認した。

内容 実績（目標） 達成状況報告

スマート窓口の推進
2システム導入

（2システム導入）
　「窓口支援システム」「コンビニ交付システム」を導入。運用開始のための準備を進めている。

新採用職員及び業務システム

利用職員の情報セキュリティ

コースの修了率
100% 100%

専門知識コース受講職員数 160人 291人

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

個人情報保護コースの全職員

の修了率
100% 100%

Ａ　良好

　受講期間、受講延長期間において全職員が

受講修了し、最新ICT知識向上の一助となっ

た。

36.7

50.0
55.0

60.0
65.0

70.076.2

30

40
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70

80

90
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基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

マイナンバーカード交付率

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
75,929 0 0 0 0

36.7

R3年度

0 0 0 0 0

100

R3年度

100

R3年度

160

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

100 100 100 100

事業名
事業内容

重要業績評価指標
スマート窓口推進事業 　国が掲げる自治体DX推進計画を基にマイナン

バーカードの取得・利用促進、デジタル化による行

政サービスの向上を図るため、窓口手続きを変革

し、“来庁しなくても手続きが可能となる”“来庁して

も何度も同じことを記入しなくても手続きできる”仕

組みを構築する。

【マイナンバーカード交付率（％）】 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　スマート窓口の推進に大きく寄与するシステムの導入に向けて、関係
課と連携して事業を進めることができた。
　ＩＣＴリーダー育成事業については例年より研修募集開始時期の遅れ
があったが申込を完了することが出来、すでに半数以上が受講修了し
ている。

【今後の取組の方向性】

　スマート窓口の推進を図るため、今年度導入するシステムに加え、
LoGoフォームなどのツールを活用し、市民の皆様の利便性と業務の
効率化の双方をデジタルによって推し進めていく。
　ＩＣＴリーダー育成事業については、退職、休職者以外について全員
が受講を修了するように通知し、職員のICT知識向上に努める。

ICTリーダー育成事業 　地域コミュニティにおける世代間の情報格差の解

消、地域の活性化及び産業の情報化を推進するた

め、ICTを積極的に活用したり、ICTに関するアドバ

イスをしたりなど、地域の情報化の推進役や相談役

となる職員を育成する。

【専門知識コース受講職員数1

コースあたり（人）】
50 50 50 50 50

【情報セキュリティコースの修了率

（％）】
100 100 100 100 100

【個人情報保護コースの全職員の

修了率（％）】
100

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 26.3%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　スマート窓口の推進に大きく寄与するシステムの導入に向けて、関係
課と連携して事業を進めることができた。
　ＩＣＴリーダー育成事業については例年より研修募集開始時期の遅れ
があったが申込を完了することが出来、全員が受講修了している。

【今後の取組の方向性】

　スマート窓口の推進を図るため、今年度導入するシステムに加え、
LoGoフォームなどのツールを活用し、市民の皆様の利便性と業務の
効率化の双方をデジタルによって推し進めていく。
　ＩＣＴリーダー育成事業については、今後も受講機会を設けていき、職
員のICT知識向上に努める。

73.7%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

26.2 32.0 37.8 43.6 49.4 55.4

令和2年度 27.0

19.3 25.5 31.7 37.9 44.1 50.0

令和2年度 24.2

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

11.1

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ５．危機管理・防災力の向上 関係部局

施策項目 ⑴安全・安心 総務部

施策内容 ①防災対策の充実

自主防災組織における世帯カバー率 （％）

R8年度

地区防災計画作成率 （％）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

地区防災計画の新規作成 1地区（4地区）
　相談を受けていた2組織の計画作成には至らなかったが、8月に1組織の計画作成に至り、地

区防災計画は合計33組織分となった。

内容 実績（目標） 達成状況報告

自主防災組織の新規設立 1組織（2組織）
　相談を受けていた2組織は設立に至らなかったが、8月に1組織設立し、自主防災組織は合

計33組織となった。

地区防災計画の新規作成 8地区 1地区

防災マップ更新率 100% 100%

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

自主防災組織の新規設立 4組織 1組織

Ｂ　概ね良
好

　１組織設立し、自主防災組織は合計３２組織

となった。未結成の町内会からの自主防災組

織に関する相談等があることから、今後も引き

続き結成促進に向け、啓発していく。

　防災マップの更新については、３年間をかけ

て予定していた５冊の更新を終えることが出来

た。

26.2

32.0

37.8

43.6

49.4

55.4

27.0
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55
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基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

自主防災組織における世帯カバー率

目標値

実績値

19.3

25.5

31.7

37.9

44.1 50.0

24.2
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基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

地区防災計画作成率

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
1,240 1,240 1,240 1,240 1,240

-

-

26.2

（R2年度）

19.3

（R2年度）

604,417 179,675 - - -

10.0

（H28年度）

0 0 0 0 0

-

-

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

事業名
事業内容

重要業績評価指標
消防団・自主防災組織と連携した

地域防災力向上推進事業

　自主防災組織率の低迷から、広報紙やホームペー

ジ等、あらゆる媒体を通じて、市民一人ひとりの防災

意識の向上を図るとともに、自主防災組織の必要性

を周知する。

　また、自主防災組織の設立時における資機材の給

付や自主的な防災活動のための備蓄品提供を実

施するとともに、出前講座等で自助共助の必要性を

説明し、自主防災組織の設立を促していく。

【地区防災計画作成率（％）】 25.5 31.7 37.9 44.1 50.0

【自主防災組織における世帯カ

バー率（％）】
32.0 37.8 43.6 49.4 55.4

【自主防災組織数（組織）】 37 42 48 54 62

防災情報伝達手段整備事業 　災害時における情報の伝達収集等を適切に行うた

め、アナログ式防災行政無線のデジタル化を図り、

情報伝達手段の多様化、多重化を推進する。

【デジタル更新率（％）】 77.0 100 - - -

85.6 94.1

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｃ

　１組織設立し、自主防災組織は合計３３組織となった。未結成の町内
会から自主防災組織についての相談があるが、地区防災計画につい
ては実績が乏しいことからやや不良と考える。

【今後の取組の方向性】

　自主防災組織については、防災対策資機材及び防災活動支援品等
の助成制度とあわせて広報することで、結成促進を図っていく。地区防
災計画については、未結成の組織に対してガイドライン（ひな形等）を
配布し、作成に関する支援を行っていく。

空き家・空き地データ構築事業 　空家等対策の推進に関する特別措置法及び「む

つ市空家等対策計画」に基づき、空家活用促進を

図るため、正確な空家件数を把握する。

　計画に基づき、危険な状態にあるものや、住環境や

景観に悪影響を与えることとなる特定空家等につい

て、空き家・空き地の利活用などの取組みによる発

生の抑制や発生した物件については適正な対処を

進めることで、安全・安心で良好な都市環境の整備

を図ることとしている。

【空家調査済区域の割合（％）】 60.1 68.6 77.1

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｃ

　自主防災組織が1組織設立、地区防災計画が1組織分の作成に至っ
た。町内会からの自主防災組織についての相談は増加しているが、地
区防災計画については実績が乏しいことからやや不良と考える。

【今後の取組の方向性】

　自主防災組織については、助成対象物品の拡充を図りつつ、総合防
災訓練等の行事を広報媒体として有効活用することで、結成促進を
図っていく。
　地区防災計画については、計画自体の位置づけを浸透させたうえ
で、未結成の組織に対してガイドライン（ひな形等）を配布し、作成に
関する支援を行っていく。
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７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

C 73.7%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｃ

A 0.0%

B 21.0%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

2 2 5 7 9 10

令和2年度 4

0 2 3 4 4 5

令和2年度 2

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

11.1

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ５．危機管理・防災力の向上 関係部局

施策項目 ⑴安全・安心 総務部

施策内容 ②消防・救急体制の充実

消防団と他機関との合同訓練及び研修 （回）

R8年度

防火思想の普及広報活動 （回）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

防火思想の普及広報活動 2回（2回）
　春季・秋季の火災予防運動において防火パレードを実施、地域の防火思想の普及を進めて

おり、今後も継続していく。

内容 実績（目標） 達成状況報告

消防団と他機関との合同訓練

及び研修
4回（2回）

　常備消防と消防団の合同訓練を実施し連携強化を図れた。また小学校の防災訓練に消防

団と自主防災組織、婦人防火クラブが参加し地域防災力の強化を図れた。

消防職員の適正配置 144人 協議実施

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

消防団充足率 86.0% 31名減

Ｂ　概ね良
好

　持続可能な消防・救急体制の維持に向け、

専門部会で内容を協議し、推進委員会におい

て協議内容の検討・検証を行った。

　消防団応援の店の事業開始に向けた取組を

進めている。

　消防団員数に関しては、近年と比較し退団者

数は減少傾向である。
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実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
44 44 44 44 44

81.7

H28年度

113 113 113 113 113

145

H30年度

81.7

H28年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

事業名
事業内容

重要業績評価指標
消防団協力事業 　むつ市消防団に積極的に協力している事業所等を

消防団協力事業所として認定すると共に、消防団協

力事業所表示証を交付・表示することにより、消防

団活動への理解、入団促進を図り、地域防災力を充

実強化する。

　むつ市消防団員に対し、飲食店等から消防団応援

の店として各種サービスの提供をうけることにより、

消防団活動への理解、入団促進を図り、地域防災

力を充実強化する。

【消防団充足率（％）】 74.0 76.8 80.4 83.2 86.0

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　新型コロナウイルスの感染状況を注視しながら、感染防止対策をとっ
て活動を実施できており、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　消防施設、設備の計画的な整備と併せて、常備消防職員の適正配
置、消防団員の集約や再編、車両の更新計画など「むつ市消防ビジョ
ン推進委員会」の協議の中で取り組んでいき、20年後も持続可能な
消防体制の今後のあり方について進めていく。

むつ市消防ビジョン懇話会運営費 　現在の消防力の維持を前提に、市の常備消防及

び非常備消防における持続可能な消防・救急体制

の確立を目的とした「むつ市消防ビジョン」の計画

内容に変更が生じた場合に開催する「むつ市消防

ビジョン懇話会」と、「むつ市消防ビジョン」を推進す

るための調査、検討、検証を行う「むつ市消防ビジョ

ン推進委員会」を開催、運営する。

【消防団充足率（％）】 74.0 76.8 80.4 83.2 86.0

【職員の適正配置（人）】 143 142 141 139 140

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ａ

　消防団協力事業として、「むつ市消防団応援の店」事業を開始した。
　新型コロナウイルスの感染状況を注視しながら、感染防止対策をとっ
て各種活動を実施できており、良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　令和5年度は、令和元年度から取り組んでいる消防ビジョンの見直し
の年となるため、さらなる消防・救急体制の充実にむけた検討を実施し
ていく。
　また、消防団と地域、自主防災組織とのあり方を検討し、相互に密着
した連携体制を構築していく。

100.0%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

36.2 37.9 38.8 38.8 38.8 38.8

令和2年度 37.9

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

11.1

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ５．危機管理・防災力の向上 関係部局

施策項目 ⑴安全・安心 上下水道局

施策内容 ③水道の安全・安定供給の確保

水道基幹管路耐震管率 （％）

R8年度指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 実績（目標） 達成状況報告

水道基幹管路耐震管率 37.9%（37.9%）
　水道管路緊急改善事業、緊急時給水拠点確保等事業ともに、概ね計画通り配水管の更新を

実施できた。

水道施設整備事業 100% 100%

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

水道管路緊急改善事業 100% 100%

Ｂ　概ね良
好

　今年度計画予定工事は、１０月までにすべて

発注し、年次目標は達成した。

36.2

37.9

38.8 38.8 38.8 38.8

37.9

35

36

37

38

39

40

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

水道基幹管路耐震管率

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
66,935 0 0 0 0

36.2

R2年度

262,548 188,660 0 0 0

36.2

R2年度

119,669 483,110 463,800 214,000 204,000

36.2

R2年度

115,203 178,000 88,500 90,200 104,300

36.2

R2年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

事業名
事業内容

重要業績評価指標
水道管路緊急改善事業 　耐震性の低い管路及び老朽管について、耐震性

能が高い管種にすることにより大規模地震等の断

水リスクを減少させる。また、むつ市脇野沢地区にお

いて、老朽管の更新により安定的な水道水の供給を

図る。

【水道基幹管路耐震管率（％）】 37.9 38.8 38.8 38.8 38.8

緊急時給水拠点確保等事業 　災害等緊急時における給水拠点の確保のために

行う配水池、緊急時用連絡管、貯蓄施設、緊急遮断

弁、大容量送水管、重要給水施設配水管の整備事

業及び基幹水道構造物の耐震化事業。脇野沢地区

の重要給水施設に水道水を配水する配水管の更新

により安定的な水道水の供給を図る。

【水道基幹管路耐震管率（％）】 37.9 38.8 38.8 38.8 38.8

38.8 38.8

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　今年度計画工事については、9月末までに概ね発注し、計画通り進捗
していることから、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　災害復旧対応を含め、工事の施工監理を計画的に行い、年度内に予
定している事業を完成させる。

水道施設整備事業 　継続事業等に伴う給水管の切替工事を行い、漏水

防止の強化を図る。

【水道基幹管路耐震管率（％）】 37.9 38.8 38.8

建設改良事業（配水管整備事業

等）

　継続事業以外の耐震性の低い管路及び老朽管に

ついて、耐震性能が高い管種にすることにより大規

模地震等の断水リスクを減少させる。

【水道基幹管路耐震管率（％）】 37.9 38.8 38.8 38.8 38.8

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 5.3%
KPIの目標値がR８のみ記載されている
部分については、各年度の目標値が立て
にくいため空白となっているという理解で
よいか。B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　一部事業については計画の変更により次年度施工としたが、発注し
た事業の完成により水道基幹管路耐震管率の目標値は達成してお
り、概ね良好と考える。

【今後の取組の方向性】

　計画的な工事の施工監理を行いつつ、将来の給水人口の減少を踏
まえ、水道施設の再配置等について検討し、更新等を進めていく。

94.7%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

4 5 5 5 5 5

直近平均値 5

35.0 35.0 35.0 35.0 35.0 35.0

県目標値 36.93

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.6 11.2

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ５．危機管理・防災力の向上 関係部局

施策項目 ⑴安全・安心 民生部

施策内容 ④交通安全の確保

交通安全意識の啓発広報 （回）

R8年度

交通災害共済加入率 （％）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

交通災害共済加入促進PR 3回（3回）
　3月末時点での加入率は、36.93％。前年度末は38.85％であり、前年比で1.92％減少し

ているが、県内市部では最も高い加入率となっている。

内容 実績（目標） 達成状況報告

交通安全啓発 5回（5回）
　2月に市内小・中学生を対象とした交通安全作品コンクール展示会を実施した。また、年間を

通して市HPで交通事故情報について発信した。

交通災害共済加入促進ＰＲ 3回 2回

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

交通安全啓発 5回 5回

Ｂ　概ね良
好

　交通安全パレードやＦＭアジュール、ＨＰで交

通安全の啓発活動を継続しているが、12月か

ら交通死亡事故が３件発生している。引き続き

各関係団体と連携して交通安全意識の高揚

を図っていく。

　交通災害共済は、広報紙で制度の周知と加

入の呼びかけを行った。県内市部の中では一

番高い加入率となった。

4

5 5 5 5 55

0

1

2

3

4

5

6

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（回）

交通安全意識の啓発広報

目標値

実績値

35 35 35 35 35 35

36.93

34

35

35

36

36

37

37

38

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（％）

交通災害共済加入率

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
1,401 1,401 1,401 1,401 1,401

4

R3年度

6,826 6,826 6,826 6,826 6,826

4

R3年度

1,684 1,684 1,684 1,684 1,684

4

R3年度

1,401 1,401 1,401 1,401 1,401

35

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

事業名
事業内容

重要業績評価指標
一般交通安全事業 　交通事故防止、交通死亡事故ゼロを目指すため、

むつ市交通問題対策協議会や交通安全指導隊へ

補助金を交付し、活動を支援する市民の交通安全

意識向上のための取組を支援するとともに、交通安

全施設の設置及び改良等の要望受付や道路照明

灯の管理を行う。

【交通安全意識の啓発広報

（回）】
5 5 5 5 5

子ども達の交通安全対策事業 　新入学児童に見舞金給付制度のある黄色い帽子

を配付し、交通事故防止を図る。また、交通整理員

の配置や交通安全母の会連合会への補助等によ

り、将来の本市を担う児童生徒のための交通安全

対策を実施する。

【交通安全意識の啓発広報

（回）】
5 5 5 5 5

5 5

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　ホームページ等による周知啓発のほか、コロナ禍により実施できてい
なかった街頭行動を実施することができたが、秋の全国交通安全運動
期間中に死亡事故が発生してしまったため、引き続き関係団体と連携
して交通安全意識の高揚を図っていく。

【今後の取組の方向性】

　警察や交通安全協会等の関係団体と連携を図り、啓発活動を充実
させ、交通安全を意識する機会を増やすことで交通事故の減少に寄
与する。
　交通災害共済は、引き続き制度のPRを継続して加入率向上に努め
ていく。

交通広場管理費 　交通安全思想の普及徹底と正しい交通ルールの

実践の推進を図ることを目的として設置。子ども達

を対象とした交通安全教育の一環として、信号機、

横断歩道、踏切等を実際に体験できる下北半島唯

一の交通安全教育施設の管理を行う。

【交通安全意識の啓発広報

（回）】
5 5 5

交通災害共済 　交通事故による災害を受けた者を救済するための

共済制度を設け、もって住民の生活の安定と福祉の

推進に寄与することを目的とした、青森県交通災害

共済加入及び請求事務。

【交通災害共済加入率（％）】 35 35 35 35 35

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　FMアジュールやHP等複数の媒体を活用した周知のほか、コロナ禍
で中止していた街頭行動を実施することができたが、9月に死亡事故
が発生。引き続き関係団体と連携して交通安全意識の高揚を図ってい
く。

【今後の取組の方向性】

　警察や交通安全協会等の関係団体と連携を図りながら啓発活動を
充実させ、交通安全を意識する機会を増やすことで交通事故・交通死
亡事故ゼロの街を目指す。
　交通災害共済は、引き続き制度のPRを継続して加入率向上に努め
ていく。
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７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 0.0%

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 0.0%

B 100.0%
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１．施策体系と施策関係部局

２．基本計画における指標（ＫＰＩ）
【上段：目標値　下段：実績値】

259 260 265 270 275 280

令和2年度 231

57 80 80 80 80 80

令和2年度 81

３．年次目標【令和4年度】

評価区分

4．関連するＳＤＧｓのゴール（17）とターゲット（169）

3.8 11.7 17.17

施策評価調書（令和4年度）

基本方針 ５．危機管理・防災力の向上 関係部局

施策項目 ⑴安全・安心 福祉部

施策内容 ⑤防犯対策の充実 経済部

通学路見守り活動登録人数 （人）

R8年度

特殊詐欺等被害防止機器設置助成件数 （件）

指標名 単位 基準値 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

出前講座や街頭配布等による

広報活動
10回（8回） 　出前講座4回（延べ126名）、街頭配布6回（延べ590名）で広報活動を実施。

内容 実績（目標） 達成状況報告

通学路見守り活動登録人数 231人（260人）
　　冬期間の通学路において不審者情報が連続したことから、対象地区の隊員へ見守り強化を

依頼している。

≪参考：令和3年度実績≫

内容 年次目標 実績 取組状況（評価結果）

通学路見守り活動登録人数 260人 目標達成

Ｂ　概ね良
好

　ポスターや広報むつへの掲載により見守り活

動の認知度が向上し、継続的に活動協力を依

頼したことにより、登録者が目標値の260人に

達することができた。

259 260
265

270
275

280

231

200

220

240

260

280

300

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（人）

通学路見守り活動登録人数

目標値

実績値

57

80 80 80 80 8081

50

60

70

80

90

100

基準値 R4 R5 R6 R7 R8

（件）

特殊詐欺等被害防止機器設置助成件数

目標値

実績値
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5．令和4年度主要事業 【単位：千円】
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
予算額 予定額 予定額 予定額 予定額

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値
22 33 44 55 66

260

R3年度

533 533 533 533 533

57

R3年度

６．施策の進捗状況（内部評価）

選択区分

選択区分

７．施策の進捗状況（外部評価）

選択区分

- 5.3%

事業名
事業内容

重要業績評価指標
通学路見守り活動 　児童･生徒の登下校時の安全・安心の確保のた

め、「通学路等見守り隊」としてご登録いただいた団

体、個人の方に緑色のベストの貸出を行う。

【通学路見守り活動登録人数

（人）】
260 265 270 275 280

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（中間評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　ポスター掲示や「広報むつ」への掲載、各町内会への周知を継続的
に実施することによって、見守り活動の認知度が向上していることか
ら、概ね良好と考えている。
　感染状況が落ち着き出前講座の依頼が増加したことで、年次目標を
早い段階で達成することができた。

【今後の取組の方向性】

　市民の自主的な防犯対策の推進を図るため、犯罪等に関する情報
提供を行うとともに、防犯の啓発に努め、地域のコミュニティや各団体
による見守り活動を推進していく。
　年次目標は達成できたがKPIの助成件数は10月時点で42件と緩
やかであることから、引き続き周知に努めたい。

特殊詐欺等被害防止機器設置助

成金

　還付金詐欺に関する不審電話が市内高齢者等を

中心に多発し、実被害も確認されている。詐欺被害

に関する不審電話や消費者トラブルにつながる迷惑

電話の防止のため、消費者被害防止機器の設置を

支援する。

【被害防止機器設置補助事業申

請者数（件）】
80 80 80 80 80

C 0.0%

D 0.0%

令和4年度施策内容
の進捗状況

（総合的な外部評価）

区分 評価割合 【主な意見】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

-　わからない

Ｂ

A 10.5%

B

令和4年度施策内容
の進捗状況

【内部評価（年度評価）】

区分 【評価の理由】

A　順調に推移

B　一定の進捗がある

C　進捗は遅れている

D　進捗は大幅に遅れている

Ｂ

　ポスター掲示や「広報むつ」への掲載、各町内会への周知を継続的
に実施することによって、見守り活動の認知度が向上していることか
ら、概ね良好と考えている。
　特殊詐欺等被害防止機器設置助成件数が81件となり、KPIを達成。
出前講座、街頭配布も目標値以上の回数を達成し、認知度向上に努
めた。

【今後の取組の方向性】

　市民の自主的な防犯対策の推進を図るため、犯罪等に関する情報
提供を行うとともに、防犯の啓発に努め、地域のコミュニティや各団体
による見守り活動を推進していく。
　今後も引き続き、消費者被害防止・事業実施の周知に取り組み、防
犯強化に努めたい。

84.2%

- 152 -


